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			必勝ダンジョン運営方法④

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第78掘　被害は拡大する

			落とし穴８掘　子供たちはいつでも成長してる

			第79掘　王様乗り込む

			第80掘　嫁さん会議

			第81掘　駄目神再登場

			第82掘　神の使い

			第83掘　全力阻止

			第84掘　戦争を起こす理由

			第85掘　丸投げ

			落とし穴９掘　日常とお約束　前編

			落とし穴10掘　日常とお約束　中編

			落とし穴11掘　日常とお約束　後編

			第86掘　晩酌

			第87掘　今後の予定を話し合う

			第88掘　ダンジョン評定結果

			第89掘　いざ交渉へ

			第90掘　堅牢の国

			第91掘　まずはご挨拶

			第92掘　ガルツの反応

			第93掘　本題

			第94掘　緊急会議

			第95掘　重鎮たちへの対策

			落とし穴12掘　夏の日に

			落とし穴13掘　土用の丑の日

			第96掘　大臣たちの反応と暇つぶし

			第97掘　非常識

			第98掘　ダンジョンの記憶

			第99掘　家族

			第１００掘　なんだこれ？

			第１０１掘　これからどうする？

			落とし穴14掘　お盆　前編

			落とし穴15掘　お盆　後編

			第１０２掘　盾姫

			第１０３掘　ウィード

			番外編　プロポーズは一生に一度でいいと思う

		

	
		
			第78掘　被害は拡大する

			　

			　ｓｉｄｅ：スティーブ　　種族：ゴブリンアーミーリーダー

			　最悪っす。

			　本当に大将の嫁さんとは、関わり合いになりたくないっす。

			　いや、嫁さんといっても、１人限定っすけど。他の嫁さんたちは、ほぼ無害っす。

			　デリーユの姐ねえさんは少しアレっすけど、まだ許容範囲の内っす。

			　だけど、セラリア姐さんだけは拒否するっす。

			　なんだっけ、大将から聞いた乗車拒否（？）だっけ。お断りっす!!

			「スティーブ、怪け我がしちゃだめだよー!!」

			　大将の足元にいる、我ら魔物の小さなお姫様が応援をくれてるっす。

			　これで少しはやる気が出るっす。

			「スティーブ、手加減なんてするんじゃないわよ」

			　あ、やる気下がったっす。

			　素晴らしいタイミングで現れますね、セラリア姐さん。

			「アスリンを筆頭に、今日はヴィリアやヒイロまで来てるんだから。無様な格好は見せられないわよね？」

			　鬼っす!!

			　大将も、さっきそんな感じで戦わされたっす!!

			　子供たちを盾にとるとは、人の風上にもおけないっす!!

			（ちょっと、大将!!　嫁さんに自重しろって言ってくださいよ）

			　視線で、それとなく大将にメッセージを伝える。

			　だけど、返ってきたのは、両手を合わせて拝おがんでる仕草……。

			　くっ、味方はいないっす!!

			　ああ、なんでこんなことになったっすか……。

			　そう思って、手に握っている訓練用に刃をつぶしたロングソードに映る自分を見つめる。

			　確か、そう、大将が冒険者との決闘に勝利した後っす。

			　その時、おいらたちＡチームは、冒険者ギルド関連の場所を警備していて、ちょうど状況確認のため、おいらがギルドにいたっす。

			「ん？　なんでゴブリンがこんな所にいるんだ？」

			　そう、１人の冒険者に声をかけられたっす。

			「魔物……にしては、なんで襲ってこないんだ？」

			「ほら、アレだろ。ダンジョン区以外にいる魔物は、制御下だって説明があっただろ」

			「ああ、そう言えば警備って腕章をつけてるな」

			　そうですよー。だから、さっさと立ち去ってくださいな。

			　のんびり、ぶどうジュースも飲めやしないっす。

			　あ、ちなみに、街の警備や軍部に所属してるおいらたち魔物には、一応、給与が出てるっす。

			　魔物が街の警備に当たっているのは、なんでも、街の人たちにおいらたちは危険がないことを伝えるためだとか。

			　おいらたちの方も、積極的に街で買い物するなどして住人と仲良くなってるっす。

			　というか、本日は休日だったっす。

			　あんたらが到着したせいで、休みがパーっす!!

			　久々に、トランプのダウトで勝てる気がしてたのに……。

			　おいらたち、大将のおかげで頭がかなり良くて、読み書きや計算、遊びまで普通に覚えられたっす。大将にゲームとかもやらされたっす。

			　これは嫁さんたちもしてないから、おいらたちの方が信用されてるって感じっす。

			　……そんな風に考え事してたんっすけど、なかなか立ち去ってくれないっす。

			「なあ、このゴブリン、警備の仕事してるくらいだから強いのか？」

			「なーに、バカなこと言ってんだよ。ゴブリンだぜ？　ギルドの討とう伐ばつランク、知ってるだろう？」

			「そりゃ、ゴブリンは初心者用のランク２だけどさ。そんなのに警備を任せるか？　こいつらを使役しているのは、あのセラリア様の旦那さんだぜ？」

			「言われてみりゃ、そうだな……」

			　そんなに見つめないで!!

			　おいら、男に興味ないっす!!

			「ロードとかナイトのゴブリンでも、ランク３か４だろ？」

			「あー、４ぐらいあるなら警備としてはいいんじゃねーか？」

			「そりゃな。でも、こいつ見たことない格好だぜ？　体格も別にロードとかナイトみたいに大きくもない」

			「確かに、ただのゴブリンが上等な服と装備をしてるだけだな。野生のだと、腰みのに簡単な武器なのにな」

			　えーい、外にいる野生の露出狂と一緒にするなっす!!

			　ダンジョンができた頃、外で露出狂の同族を見た時のおいらの悲しみが分かるっすか？

			　風呂も入らない、匂いのきっついあの変態たちと一緒にしないで欲しいっす!!

			　その露出狂たちは、おいらたちの部隊が殲せん滅めつしたっすよ。

			　もう、完かん膚ぷなきまでに。

			　イメージが湧わきにくい人は、こう思うといいっす。

			　大都会の街中で、知り合いがパンツ一丁できっつい匂いを振りまきながら、こっちに向かって手を振ってくる感じっす!!

			「どうしたのかしら？」

			「セラリア様!?」

			「いえ、ゴブリンがギルド内を歩いていたので、つい珍しくて。警備の魔物なのでしょうか？」

			「ん？　その腕章の通り警備よ。説明を聞いてなかったのかしら？」

			「いえ、聞いていましたが、警備がゴブリンなのに驚きまして」

			「ああ、それはそうよね」

			「それで、失礼ですが、警備に適しているのか疑問に思いまして……」

			「なるほどね～」

			　あ、嫌な予感がするっす。

			　セラリア姐ねえさんの目が細くなったら危険っす!!

			　脳筋に見えて、実際はよく考えてるッす。

			　主に、いらんことを。

			　おいらが危険を察して、そそくさと立ち去ろうとすると……ガシッ。

			　襟えり首くびを掴まれて、そのままセラリア姐さんに引き寄せられたっす。
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			「スティーブ、どこ行くのかしら？」

			「ゴ、ゴブ……（い、いや、おいら警備だし、そろそろほかを見て回らないと……）」

			「あら、貴方たちが警備で不安って声が上がってるのよ？　まずは、それをなんとかしないとね」

			　おいらはそのまま、満面の笑みのセラリア姐ねえさんに強制連行されたっす。

			　その結果が、今っす。

			「さあ、私たちの街の警備代表、ゴブリンのスティーブよ。先ほど冒険者から、警備がゴブリンで大丈夫なのか疑問の声が上がったわ。だから、冒険者たちにこのスティーブと戦ってもらって、実力を感じて欲しいわ。無論、殺せるのなら殺してしまって構わないわよ」

			　うぉい!!

			「そうね。皆に利点がなさすぎるから、スティーブを倒せたら白金貨１枚あげましょう」

			「「「おおお―――!!」」」

			　うぎゃぁあぁぁあ、トンデモないことばかり言ってるっす!!

			　大将の決闘と違って、殺害ＯＫっすよ!!

			　人権……いや、魔物権を高らかに叫びたいっす!!

			　おいらだって生きてるっす!!

			「スティーブ、兄様のようにがんばるのです!!」

			「頑張って！　お兄様みたいにはいかないとは思うけど……」

			「お姉、それは言っちゃいけない」

			　くぅ、大将ばかり優遇されてるっす。

			「さあ、まずは誰が戦ってみるのかしら？」

			　そう言うセラリア姐さんに、ボソっと声をかける。

			「ゴブ……？　（こっちが相手を殺害するのは？）」

			「ダメ」

			「ゴブ!?　（酷ひどい!?）」

			　そんなことをしていると、さっきの冒険者が前に進み出てきた。

			「白金貨１枚に釣られたのもあるが、それ以上に、そのゴブリンの力量に興味がある。俺が相手になろう」

			　うえー。もう逃げていいっすか？

			「ほっほっほ。また、面白そうなことをやっておるのう。セラリア様、私が見届けても？」

			「ええ、お願いいたしますわ、グランドマスター」

			　逃げ道が!?

			　これで逃げ出せば減俸ものっすよ!?

			　鬼!!　悪魔!!　胸が中途半端なんだよ!!　ペタンコか大きいかのどっちかにしろよ!!

			「……減俸」

			「ごびゅ!?　ごぶ―――!!　（声出てた!?　横暴!!）」

			「なら、勝ちなさいな。簡単でしょう？」

			　もう後には引けないっす!!

			　さっさとぶちのめすっす!!

			　そもそも、こいつが原因っす。絡んできたのが悪いっす!!

			「それでは……両者。……始め!!」

			　セラリア姐ねえさんが合図を出す。

			「ゴブ―――!!　（成仏しろや―――!!）」

			「ひっ!?」

			　結果、やりすぎて、後日、冒険者の治療費分を給料から差っ引かれたっす。

			　……あんまりっす。

		

	
		
			落とし穴８掘　子供たちはいつでも成長してる

			　

			　ｓｉｄｅ：ヴィリア

			　目の前に広がるのは、暗くて、よく奥が見えない通路。

			　じめっとしていて、嫌な空気が漂っている。

			「うう……」

			　私は今、子供用ダンジョンにいます。

			　お兄様、怖いです。

			「そんなに怖がらなくても大丈夫。ヴィリアならいける」

			　そんな風に言って、頭を撫なでてくれるユキお兄様。

			　でも、怖いものは怖いのです。

			「お姉、怖がり」

			　ヒイロがそう言って私を非難してきますが、ヒイロだってお兄様の服を掴んだまま離しません。

			「ヒイロ、その手を離しなさい」

			「いや」

			「なんでよ」

			「私が怖くないとは言ってない」

			　この子は～!!

			「いひゃい、いひゃい。お兄、お姉がいじめる」

			「なっ!?　お兄様、これはですね、しつけです!!」

			「分かってる。だけど、ちょっと優しくしてやろうな。ヒイロも、あんまり我わが儘まま言うなよ？」

			「お兄……分かった」

			「なんで、お兄様の言うことは聞くのよ!!」

			「お姉は、違う感情が混ざってた」

			「うっ!?」

			　お兄様の服を掴めてうらやましいとか……思ってない、思ってないです。

			「よし、分かった。今日頑張ったら、今日の夜は一緒にお泊りにしよう」

			「本当ですか!!」

			「……がんばる」

			　ヒイロは即座に服を掴んでいた手を離して、私の前へと歩き出します。

			「お姉遅い。さっさとこのダンジョンを攻略してお泊りする」

			「調子がいいんだから!!」

			　私もそう言って、ヒイロを追いかけてダンジョンに入っていきます。

			「さて、ヴィリア、ヒイロ。つらいけど頑張ってくれ」

			　後ろで、お兄様がそんなことをつぶやいていました。

			　ダンジョンを前にして、数日前の魔物の勉強を思い出します――

			　

			「――いいですか。魔物はとてもこわーい生き物なんです。今まで魔物のせいで、数多あまたの命が失われ、村や街、果ては国が滅んだことさえあるのです」

			　ダンジョンに来てから、早くてもう約２か月。

			　この学び舎やにも、多くの子供たちがやってきました。

			　私たち、ロシュールから来た子供たちは、ユキ先生のおかげで一定の学力があるとみとめられて３年生になれました。

			　無論、進級（？）が難しい子もいましたが、ユキ先生がしっかり教えてくれて全員ちゃんと上がれました。

			　ユキ先生自体、私たちがたった約２か月でここまでの学力を持つとは思っていなかったみたいです。

			　先生が「自分は勉強が嫌いだった」と、勉強が苦手な子にそう言って優しく教えてあげていたのを思い出します。

			　普通の足し算、引き算はすぐに覚えました。

			　文字も、簡単な読み書きはできるようになりました。

			　この学習速度は異常だと言いながら、ユキ先生が、

			「多分、もともとうっすら言葉の意味を理解してたからかな？」

			　とつぶやいていたのを覚えてます。

			　難しいことはわかりませんが、学校で勉強する前から知っている文字もありました。

			　スラムで生きてると、知っておかないといけない文字は自然と覚えるものです。

			　ユキ先生は勉強に励む私たちを見て、なんとも複雑そうな顔をいつもしています。

			「子供は遊ぶのが一番なんだけどな～」

			「勉強ばかりでつらくないかい？」

			　そんなこともよく聞かれます。

			　でも、私たちは勉強が苦になりません。

			　いえ、一部の子は苦手ですけど。

			　ユキ先生が、「ここで勉強をいっぱいすれば、きっと役に立つ」と言ってくれたんです。

			「いつか大人になったとき、君たちさえよければ、頑張って一緒にこのダンジョンをよくしていこう。もちろん冒険者とか商人になって、他の村や街、国を渡り歩くのもとてもいい夢だ」

			　私たちは、ユキ先生に命を救われました。

			　暖かい寝床と食事をくれたユキ先生、そう、お兄様の役に立ちたいんです。

			　でも、当のお兄様は自分のために何かしてくれなんて、言いません。

			　いつも、皆のためにって言ってます。

			　大一大万大吉――お兄様が私たちに教えてくれた変な言葉です。

			　皆が１人のため、１人が皆のために頑張れば幸せになれるって意味だそうです。

			　とても素晴らしい考えだと私は思いますが、先生はこの言葉を実行するのはとても難しいと言っていました。

			　だから、ひっそりと私たちは決めたんです。

			　頑張って勉強して、お兄様の役に立つんだって。

			　お兄様の言った「大一大万大吉」は、ちゃんと実行できるんだって――

			「……アちゃん？　ヴィリアちゃん？　聞いてましたか？」

			「あ、ごめんなさい。聞いてませんでした」

			　ずっと考えごとをしていて、ルルア先生に呼ばれていたことに気が付きませんでした。

			「大丈夫ですか？　具合が悪いなら言ってくださいよ？」

			「大丈夫です」

			　このルルア先生は……聞いてください、なんとリテア聖国で聖女様だったお人なんです!!

			　何かいろいろあってこのダンジョンに住むことになったそうで、主に病院や学校でお仕事をしています。

			　まるで、ユキ先生みたい。

			　いろいろ仕事を掛け持ちしている凄すごい人です。

			　……おっぱいもとても大きい、聖女様です。

			「と、話がそれましたね。魔物は本来、生きるために生き物を襲います。このダンジョンにいる魔物たちのように友好的で知能を持つ魔物は、ごく少数です。テイマースキルで魔物を配下におけることはありますが、このダンジョンの魔物たちほどの自由は与えられていません」

			　ルルア先生が魔物のお話を進めます。

			　外の魔物って襲ってくるんだ～って感じで、不思議がっている子供たちが多数います。

			　この年で魔物と遭そう遇ぐうしたことがある子供は、ごく少数です。

			　普通、ある程度の年齢になるまで、魔物が出るような所には行きませんから。

			「むう、ちょっと言葉を選びすぎましたね。襲ってくるのは間違いありません。しかし、それだけでなく、魔物に襲われることは死を意味します」

			「「「!?」」」

			　私たちの驚いた表情を見まわして、ルルア先生が頷いています。

			「いえ、死ぬだけならまだいいでしょう。魔物にはいろいろな種類がいます。たとえばジャイアントスパイダーと言われる大蜘蛛は、私たち人間に卵を産み付けて、子供たちの羽化に利用し、さらに羽化した蜘蛛は私たちを食べてしまいます」

			「ひっ！」

			　１人の子が悲鳴をあげます。

			　うん、確かにとても怖い話です。

			「女の子は特に、魔物と出会って安易に死ねるとは思わないでください。いや、むしろ死んだ方がましな目に遭あいます。ゴブリンやオーク、コボルトは、どんな生き物とでも交配が可能です。そのため、こうした魔物は自分の仲間を増やすのに、女性を死ぬまで孕はらませ続けます。無論、大人子供は関係ありません。孕むなら良し。孕まないなら、ただ犯されるだけです。死んだ後も、しばらくは使われるでしょう。色んな意味で」

			　先生の言葉に全員が沈ちん黙もくします。

			　確かに、うっすらと私もそんな話は聞いたことがありますが、ルルア先生に真剣に教えられて、それが真実なんだとハッキリ悟りました。

			「言葉だけで魔物の怖さを認識してくれたのなら、それでよいのですが……。このダンジョンと違って、外の魔物は本当に危険です。将来、ダンジョンの街を巣立っていく子たちもいると思いますが、どうかそのことを忘れないで――」

			　

			　ダンジョンに入ってすぐ、こうしたルルア先生の言葉を思い出すことになりました。

			「ゲヒャヒャ!!」

			　目の前には、街にいるゴブリンたちと見た目は同じなのに、様子がまったく違うゴブリンがいました。

			　その小さいゴブリンは、私たちを見つけると棍棒をいきなり振り下ろしてきます。

			「きゃっ!?」

			　思わず目をつぶってしまいました。

			　ガンッ！

			　そんな音がしたあとで恐る恐る目を開けると、お兄様が剣で棍棒を弾いてくれていました。

			　ああ、カッコイイです。

			「ヴィリア、怖いのは分かるが、目をつぶっちゃだめだ。そして、俺ができるのは守ってやることだけ。あの魔物は、ヴィリアとヒイロの手で倒すんだ」

			　お兄様はゴブリンたちから視線をそらさず、私たちに言います。

			　倒すだけなら……。

			「倒すって言うのは殺すことだ。つらいとは思うけど、しっかりとどめを刺すんだ」

			「えっ」

			「お兄……あれ、ゴブリン。スティーブたちの仲間……」

			　ヒイロの言う通りです。

			　あれは、ゴブリンでいつも私たちを守ってくれている、スティーブたちと同族……。

			「……いいや、仲間じゃない。スティーブたちはヴィリアたちに、子供たちに手を上げたりしない。ルルアから教えてもらっただろう？　あれが魔物だ」

			「魔物」

			「……まもの」

			　あの小さいゴブリンは、お兄様の動きに驚いていましたが、何もしてこないと理解すると、お兄様を無視して私たちに襲い掛かってきます。

			「ふっ!!」

			　お兄様が間に入ってゴブリンを弾き返します。

			　また、お兄様が守ってくれました。

			　でも、攻撃はしてくれません。

			「ヴィリア、ヒイロ。あれは２人が倒すんだ。殺すんだ。そうしないと、君たちはゴブリンのおもちゃとして連れていかれる。手足をもがれたりして……」

			「……う、うぁ」

			「……」

			　そう言われても、体が動いてくれません。

			　怖いです。

			　お兄様は攻撃してくれない。私たちの攻撃は通用するのか。あれはスティーブの同族なのか。おもちゃにされるのか。手足をもがれるのか。痛いのか。命を奪うのか……。

			　私たちが無駄に思い悩んでいたせいで、事件が起こりました。

			　ゴンッ！

			　鈍い音が響きます。

			　お兄様が膝をついていました。

			　手で顔を覆おおっています。

			　地面には血だまりができていました。

			「お兄様!?」

			「お兄!?」

			　ゴブリンはいつの間にか私たちを襲うことをやめて、お兄様の方に向かったのです。膝をついているお兄様に、もう一撃入れようと棍棒をふりかぶっています。

			　だめ、やめて。

			　お兄様を殺さないで。

			　ガキィ!!

			　私は、とっさに持っていた剣で棍棒を受け止めます。

			　必死でした。

			　お兄様をこれ以上傷つけはさせないと思う一心でした。

			「ヒイロ!!」

			「ああぁああ―――!!」

			「ゲヒョ!?」

			　ズパン!!

			　ヒイロが、持っていた剣でゴブリンの首を胴から切り離します。

			　ドサッ！

			　そんな音がして、首が転がります。

			「あ、ああ、私……」

			「……殺した。殺しちゃった……」

			　私たちは、共に放心状態でした。

			　気が付けば、お兄様が私たちの頭を撫なでてくれていました。

			「大丈夫。よくやった。おかげで俺は助かった。だから、大丈夫」

			「お、お兄様」

			「……スティーブの仲間ころしちゃった」

			　私たちは、消えそうな声でなんとか言葉を出します。

			「「うわわぁあああぁああん！！！」」

			　そのあとは、お兄様が大泣きした私たちを大事に抱きかかえて外に戻してくれました。

			　今日のことは、学校の皆にしっかり話そう。

			　私たちのせいでお兄様が怪け我がしたこと。魔物は本当に怖いということ。命を奪う覚悟がいるということ……。

			　そして、いつかは、こんなつらい思いを常に感じているお兄様の役に立てるようになりたいということ……。
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			第79掘　王様乗り込む

			　

			　ｓｉｄｅ：アーリア・ラス・ロシュール　　次期ロシュール女王

			「いらっしゃい。お姉さま」

			　私の前には、大事な妹のセラリアが迎えに来ていた。

			　でも、私は素直に喜ぶことができないでいた。

			「まったく、トンデモないことをしてくれたわね」

			　そう返すのがやっとだった。

			　セラリアは良くも悪くも、剣に生きる道を選んでいた。

			　だが、今回の争乱で彼女は自分の道を見出したのか、１人の男にあっさり嫁いでしまった。

			　お父様は結婚に大反対し、ダンジョンへの支援金額もかなりぎりぎりまで絞しぼったりしていたが、まったくの無意味だった。

			　結局、セラリアの見立て通り、あの男、ダンジョンマスターは傑けつ物ぶつだっとみるべきだろう。

			「トンデモないこと？　なんのことかしら？　私は与えられた領地を豊かにするために、周りと交こう渉しようを重ねていただけですよ？」

			　まったく、この子は……頭を押さえつつ、妹の言ったことを噛みしめる。

			　そう、セラリアの行動は、表向きはどう見ても交渉の末のもの。

			　だが、裏では下手をすれば国が傾くようなことばかりしていたのだ。

			「しかし、よくもまあ、お父上とお姉さまのお２人が王都を離れられましたね。こうしている間に、乗っ取られたりして」

			　そう、今私たちは、セラリアの領地にあたるダンジョンを訪れている。

			　表向きは実の妹を心配して。真実は、このダンジョンの危険性を把は握あくするため。

			「それはないな。いや、むしろ少し王都を離れただけで玉座を追われるくらいなら、その程度というものよ」

			「そうですわね、お父様」

			「さて、ゆっくり話をしたいのだが……少し質問をよいか、セラリア？」

			「なんでしょうか？」

			「……いや、ここに来てからわずか２か月とちょっとで、木々を切り開いて開墾し、建物を建てたのは凄すごいと思う。しかし、こう見る限り、とてもじゃないがリテアからの移住したという７０００人の人々がいるようには思えんのだが」

			　お父様の言う通りだ。

			　ダンジョンを囲むように建てられた家々はまばらで、小規模な村といったレベル。手紙にあったような大人数が暮らしていける空間が、どこにあるというのだろうか？

			「それと、わしの前に婿むこ殿どのが姿を現さないとは、どういうことか？」

			　付け加えられたひと言には、少し怒りが入っていた。

			　お父様は娘にべったりですからね。セラリアが自ら立候補しなければ、適当な貴族の娘をダンジョンマスターに嫁がせるつもりだったのだ。

			　わざわざ王自ら訪問したのにもかかわらず、肝心の婿が姿を現さないとなれば、不敬がすぎるというものだろう。

			「はっ？　何を言っているのですか、お父様は。普通なら、我々の方が旦那に頭を地にこすりつけて、感謝の意を示さなければならないところなのに。貴族の位を任じたうえで勝手に女性を押し付けて監視することのどこに、敬意を払う理由があるのかしら？」

			「ぐっ」

			「しかも、税金をむしり取ろうとする始末。バカなのかしら？　夫が了承したからよいものを、伝承通りのダンジョンマスターなら国が攻め滅ぼされてもおかしくはない下策な対応ね」

			「ぬぬっ!?　しかし、徴税は５年後と……」

			「……本気で言ってるのかしら？　そんなこと関係ないわ。本来なら、ここはすでに独立国家として成り立っている。そちらの事情を考えて、一応、ロシュールに属しているだけ。税を取ろうとする姿勢だけで、夫に対して敬意を払っていないのは見え見え。……クソ親父、夫が首を獲とれと言ったなら、この場で刎はねてるところよ」

			　セラリアから凄すごい闘気が出ている。

			　……前より強くなってる？

			　しかし、いくらリテアの強硬派と一戦交えたぐらいで、目に見えて分かるほどレベルが上がったりはしないはずだけど……。

			「む、昔は……わしの……わしのお嫁さんになるって言ってたのに……」

			「……死ね」

			「ちょっ!?」

			　お父様も、お遊びがすぎます。

			　その話をすれば、セラリアが激げつ昂こうするのは分かっているくせに!!

			　ガキン!!

			「おおっ!?」

			　セラリアの剣を受け止めたお父様の体が浮き上がり、そのまま横殴りに壁の方へと吹き飛ばされます。

			　ドカン!!

			　な、な、腕力だけで、お父様を吹き飛ばした!?

			　お父様はレベル92と高レベルなうえ、剣のレベルも人類最高峰の５。

			　それにもかかわらず、セラリアは鞘さやに入れたままの変な剣で吹き飛ばした!?

			「……いちいち子供みたいに死んだふりをするのはやめてくださいな。夫は現在、ダンジョンの評定で忙しいのです。ですので、私が外に出迎えに上がった次第です」

			　セラリアがつまらなそうに、土煙の上がっている場所を見つめて言う。

			「おー、おー、また腕を上げたようじゃな。しかし、これほどとはな。で、外に出迎えだと？　ここがダンジョンの街ではないのか？」

			　お父様が、何事もなかったかのようにこちらに歩いてくる。

			「……はぁ。まあ、とりあえずついてきてください。ここでいろいろ話すのは不適切すぎます。会議場所につく頃には、夫もこちらに来られるでしょうから」

			　セラリアがそう言いながら、村の中央にあるダンジョンの入口へと歩いていきます。

			「クアル、今日は特に警備をしっかりね」

			「はっ!!　といっても、たとえ侵入を許したところで、ダンジョン内の警備の方が厳重だし無事に済むとは思えませんけどね」

			「バカ言うんじゃないの。夫の手を煩わずらわせたら減給するわよ」

			「「「警備を開始します!!」」」

			　セラリアの言に敬礼で返す、彼女の直ちよつ轄かつ部隊。

			　相変わらずよく訓練されている。

			　……心なしか、セラリアと同じように、この２か月で極端に強くなったような気が……。

			　こうしてダンジョンの中に入ったのだが、そこで私たちの常識が崩れた。

			　今回の件で文句のあった大臣たちも、ダンジョンの中にある街を見て唖然としている。

			「とりえあず、街の説明を私から行いましょう。夫も、それが終わるのに合わせて戻ると思いますので」

			　セラリアがそう言ってくれたのだが、私たちは全員、目の前に広がる光景に反応できないでいた。

			　その後は、セラリアに導かれるまま、ダンジョンの中にある街を見て回った。

			　なんという理にかなった街の区画分け、信じられない嗜し好こう品ひんの数々、娯楽施設という庶民が楽しめると同時に国庫をも潤うるおす施設。さらには、階層を利用した施設の区画分け、本来であれば貴族しか受けることができない教育を庶民にも解放する学校、子供の教育を推し進めて将来の人材を確保する合理的な政策。

			　何もかもが、まるで王都と違う。

			　……正直、負けている。

			　民の使い方から、技術力、そしてダンジョンであることの利点。

			　無駄などまったくない。

			「さて、どうでしたでしょうか？　今日１日では詳しく説明できないところも多々ありますが、１週間滞在される予定ですし、明日からじっくりお楽しみください」

			　セラリアに導かれて、私たちは「そうごうちょうしゃ」という建物の会議室に入る。室内の席につくと、セラリアがお茶を出してくれた。

			「でも、明日からお楽しみいただくためにも、そちらが来た目的をお聞きしましょうか？　仕事を終えなければ、お楽しみも何もありませんからね」

			「お、おお、そうであった。しかし、セラリアの婿むこが来ないことには……」

			　お父様がそう言いかけると、会議室の扉が開いて、以前にコール画面で一度だけ見たことのある男がのんびり入ってきた。

			「ちょうどね、あなた。ダンジョンの評定はどうかしら？」

			「まだ３日目だしな。まだまだ序盤だな。下手すれば評定期間が延びるかもだと」

			「仕方ないわね。中規模相当のダンジョンが、最低６つもあるもの」

			　……あのセラリアが、嬉しそうに男と会話しているところを見ることになるとは思わなかった。

			　お父様も他の大臣もセラリアの気性を知っているので、目を丸々とさせて驚いている。

			「さて、と。この度は、お出迎えできなくて申し訳ない。王に頂いた侯爵の務めを果たすため、領民の暮らしを支えるため、今の今まで仕事をしておりました。なにせ、元手も何もない状態ですので」

			　セラリアの夫だという男が、さらりと嫌味を言ってきた。

			　資金も何も与えず、そっちの裁量に任せると言ったのは私たちだ。これで下手に文句を言えば……。

			「ユキ侯爵殿、いくらセラリア様の婿とはいえ、失礼が過ぎるのではないのですかな？」

			　大臣の１人が、ダンジョンマスター……ユキさんを糾きゆう弾だんする。

			「ええ、ですからここでこうして謝っています。私の能力不足ではありますが、見本があれば見せて欲しいものです。白金貨３００枚で３００人の奴ど隷れいを引き受けて、２か月でこれ以上にできる方がいるのなら、誰か紹介していただきたい。是非参考にさせてもらいましょう。それとも、大臣殿が見せてくれると？」

			「……い、いや、それは」

			　糾弾された大臣が、苦虫を噛み潰したような顔になる。

			　そう、誰も彼に貸しはないのだ。

			　むしろ、この場の全員が彼に借りがある。

			　国規模での大きな借りが……。

			「出迎えのことはよい。そちらの事情もセラリアより聞いておる。リテアにある冒険者本部のグランドマスターが来て、ダンジョン評定を行っているのであれば、当然の処置。むしろ、席をはずして大丈夫なのか？」

			　お父様がそう言うと、文句を言っていた大臣が顔を青くした。

			　大臣が焦あせるのも無理はない。

			　冒険者ギルドはリテアに本部を置いているが、その規模はこの大陸中に広がっている。

			　いや、噂だが、この大陸すら飛び越え、あの魔境の海の先にある大地にも冒険者ギルドがあると聞いたことがある。

			　その力は一国では敵わないと言われるほどなのだ。

			　人材にしても、財力にしても……。

			　そのギルドの長が来ているのに蔑ないがしろにしろなどと言うのは、冒険者ギルドにケンカを売れと言っていることに等しいわけだ。

			「その点は大丈夫です。本日は評定３日目。まだまだ始まったばかりです。グランドマスターもこちらの生活に興味があって、早目に仕事を引き上げたあと、いろいろお楽しみいただいております」

			「そうか、ならばよい。では、本題だ。今回のリテアとの一件、何か弁明はないのか？」

			「はぁ？　とりあえず、リテアからセラリアに個人的に送られた財は、ガルツ国との和解に有効に使われたとか。それが問題でも？」

			「そ、そのことはよい!!　問題は、勝手にリテアと戦端を開くようなまねをなぜしたのかということだ!!」

			　お父様も、いきなり痛いところをつかれたわね。

			　そう、今回私たちは、リテアと戦端を開いた責任を問いに来たのだが、その戦いはセラリアが陣頭指揮をとって圧勝に終わった。

			　結果、ダンジョンに対抗したリテアの強硬派はものの見事に国内での立場を失い、セラリアという規格外の戦力を持つ相手を怒らせたとして、ことごとく私財没収。没収された財は、ダンジョンに対する賠ばい償しようとしてセラリアに渡ったのだが、セラリアは、それを私たちロシュールがガルツに対しての賠償に使うようにと輸送してきたのだ。

			　その私財の総額は、およそ白金貨３万枚。

			　私たちの年間国家予算の５分の１ほどの大金だ。

			　今回のガルツとロシュールの争いは魔王の策謀ということで、どちらが悪いわけでもないということにはなったが、お互い被った被害がそれなりにある。

			　だが、両国ともに相手国に賠償をなすりつけようとして、悪循じゆん環かんに陥おちいっていた。

			　こうした状況のなか、自由に使ってもいいお金が、セラリアから渡されたのだ。

			　そのお金はすぐさまガルツへの賠償と自国の補ほ填てんにあてられた。結果、ガルツも納得して緊張状態を解き、国内の復興も進んでいる。

			「なるほど。お父様やお姉様、大臣たちは私たちにルルアを見殺しにして、強硬派にリテアの政権を握らせて、三国の戦争状態を続けたいと言うのですね？」

			「「「……」」」

			「では、まずガルツに渡したという賠ばい償しよう金を返してもらいましょうか。あれは、私がロシュール国を思って渡したのですが、まさか戦争を望んでいたとは……。リテアの方にも、ルルアを首にして送り付け、即座にロシュール国と戦争状態になるように致しましょう」

			　大臣たちが、一気に青ざめる。本来は、セラリアとこのダンジョンに対して国を危険にさらしたとして忠告し、賠償を搾り取るつもりだったのだ。

			　私たちも大臣たちほどではないが、セラリアに領主としての自覚を促うながして欲しいと思い、来たのだが……。

			　自覚が足りなかったのは、私たちだったようだ。

			　セラリアの気持ちひとつで三国がいつでも戦争状態になりうるのは確かだが、彼女が、まさかそんな行動をとるとは思っていなかった。

			「反対意見がありませんわね？　では、戦争状態にするため、まずは、この街にいるルルアを処刑いたしましょう」

			「どういうことかしら。ルルア様をこちらで保護して、その後、リテアに送り届けたのは知っています。ですが、セラリアの話では、まるで今でもこのダンジョンにルルア様がいるような言葉でしたが？」

			「いますよ。リテアからの謝罪と今後の交易のために、ルルアは我が夫に嫁ぎました。その融和の証でもあるルルアを首にして送り付ければ、現聖女であるアルシュテール様は即座にことを起こすでしょう」

			　まずい、まずすぎる。

			　まさか、ルルア様がユキさんに嫁いでいたなんて。

			　このダンジョンを表向きに断罪すれば、リテアを助けたことが間違いだったと喧けん伝でんするようなものだ。

			　そして、ルルア様が嫁いでいるということは、リテアにとって、このダンジョンの重要度はかなりのもの。下手に手を出すことはできない……。

			「理解はできましたか？　では、今からルルアを首にしま……」

			「待って、待ちなさい!!　セラリア!!」

			「何でしょうか、お姉様？」

			「今回の責は問いません!!　ですから、ルルア様の処刑はやめなさい!!　我が国は戦争を望んではいません!!　よろしいですね、お父様!!」

			「うむ、今回は不問とする。しかし、セラリアが独断で動いたことに関しては、リテアからの賠償を没収することで罰とする。皆よいな？」

			　大臣たちが、即座に首を上下に振って肯定する。

			「何を今さら」

			　セラリアがとても嫌そうな顔をする。

			「……コホン。では、視察は明日からだが、セラリア……いや、婿むこ殿どのにもう一件話がある」

			「私にですか？　セラリアではなく？」

			「うむ。この件はリテアがどう反応するか心配であったが、すでにルルア殿が嫁いでいるのなら、何も問題はあるまい」

			「どういうことでしょうか？」

			「今回、セラリアからの多額の賠ばい償しよう金を使って、ガルツと和解になったのは理解しておるな？」

			「ええ、それは」

			「しかし、これではガルツ側の面目が立たんのだ。いくらロシュールが先に戦端を開いたとはいえ、原因は魔王の策謀。にもかかわらず、今の状態は、我らだけが一方的に頭を下げて多額の金を支払った形だ」

			「ああ、その点で、ガルツは何もお返しをしない失礼な国だと諸外国に伝わると？」

			「うむ、そこでガルツから姫を預かった」

			「……すげー嫌な予感がするんですが」

			「第七王女でな。我が国へのお返しとして送られてきた。そこで、ロシュールからダンジョンへのお礼返しとして……」

			「本音は厄やつ介かい払いですか？」

			「……言いづらいがそうなる。下手に大臣たちの嫁として迎えるわけにもいかん」

			「第七ね……下手に迎えてロシュールの内情が知られるのも困るし、雑に扱えば、それはそれでガルツとの信頼を壊しかねないと？」

			「そうだな。向こうにとっては、いなくなっても痛くもかゆくもない存在だ。第七王女ともなると、ガルツ本国ではもう立場も何もないからのう」

			「そりゃ、七番目ですからね。将来つける役職はないに等しいでしょう。まさしく厄介払いですね」

			「そこで、婿殿だ!!　婿殿はロシュールの細かい内情は知らぬし、セラリアに次いで、ルルア殿というリテアの大物を嫁として迎えておる。婿殿が王女を引き受けてくれれば、ガルツも納得しよう!!」

			「……まさか、連れてきてるんですか？」

			「ああ!!」

			　お父様がそう答えると、セラリアがもの凄すごい勢いでお父様の下に踏み込んだ。

			「クソ親父!!　死ねぇえぇぇぇぇええ!!」

			　セラリアの気持ちは分かるが、この案件は譲れない。

			　あとはユキさん次第か。

			　あ、これで少しは仕返しができたのでしょうか？

		

	
		
			第80掘　嫁さん会議

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「……というわけよ。みんな、どう思うかしら？」

			　本日の会議で起きた、クソ親父の王女押し付け事件について皆に話すと、即座にリエルが大声で反対した。

			「僕、はんたーい!!　はんた―――い!!　女の子を、そんなモノみたいに扱うのは絶対にはんた―――――い!!」

			　現在、旅館の宴会場で主要人物が集まっている状態。

			　ユキは、今、アスリンたちをお風呂に入れているところだ。

			「でも、私たちがここでその王女様を拒否すれば、なおのこと、モノ扱いですよね？」

			　リエルの意見に対して、エリスがそう言った。

			　その通りだ。

			　私たちがここで王女を拒否すれば、王女はたらいまわしにされるだけ。

			「そうなのよ。結局、王女に行く当てなんてないのよ」

			「それはまた、可哀想かわいそうというか、何といいましょうか」

			　ラッツも難しい顔をしている。

			「しかし、ロシュール王の立場も理解できます。下手に国内を探られてエルジュ様のことが露見すれば、ガルツがその気でなくても、ロシュール内のエルジュ様を慕っていた人たちのことを抑えられないでしょう」

			　ルルアもそう言っている。

			　そうなのだ。クソ親父は、何も考えていないわけではない。

			　下手に爆弾を抱え込んで、同盟をご破算にさせるわけにもいかないのだ。

			　だから、ユキに嫁がせるのが最善というわけ。

			「でもさ、僕、よく分かんないんだけど、なんでユキさんに嫁がせると問題ないわけ？」

			　リエルが首を傾げている。

			　ああ、そこら辺も詳しく説明しないといけないわね。

			「それは……」

			「セラリア、私が説明していいでしょうか？　一応、間違いがあれば訂正をお願いします」

			　エリスがそう断りを入れる。

			　そうね。エリスがどれだけ理解しているのか、聞いてみるのもいいわね。

			　そういえば、皆、やっと私を様付けをしないのに慣れてくれたようね。

			「お願いできる？」

			「はい、では失礼して」

			　エリスが宴会場のホワイトボードのところへ移動して説明し始めた。

			「では、今回の王族が嫁ぐお話ですが、もともとは、ガルツ側のロシュールへのお返しということが発端です」

			　そう、この人質にも等しい嫁入りは、私がリテアから巻き上げた金を使った賠ばい償しよう金のお返し。

			「それは分かってるけど、そもそも何で嫁いでくるのが王女様なんだろう？　ある程度身分が高ければ、他でも十分いけそうだけど」

			　ミリーが疑問を口にする。

			「王女というのが肝きもですね。賠償額に見合うかどうかというのが大事です。かと言って、数を用意して木こつ端ぱ貴族の娘を大量に渡すのは失礼にあたりますし、ロシュール側としてはたくさんの密偵を招きいれることにもなります」

			　そこが問題なのだ。向こうは賠償を金品で払う余裕がない。

			　かといって、有能な人材を渡すのは惜しい。ならば女性をということになるが、ただの貴族の娘では今回の賠償額に見合わない。

			　だから、王族。

			　そして、王族である以上、こっちも粗雑に扱えない。

			「なるほど、密偵はたくさん入れるよりは１人がいいよね。うーん、王女様だと賠償金のお返しに見合うのかな？」

			　リエルは、いまいちよく分かってないようだ。

			「そこら辺は、貴族のお話になるので、セラリアから聞いた方がいいかと」

			　そこでエリスが私に話を振ってきた。

			　まあ、国のルールなんてのは分からないわよね。

			「向こうの王族だというのに意味があるのよ。普通の貴族なら謝罪の意味も薄いわ。そうね、このダンジョンがどこかに謝罪するとして、リエルと私のどっちが謝るのが、真剣に謝ってると相手は思うかしら？」

			「それは、ここの領主のセラリアが謝った方が……ああ、そういうことか。立場の上の人が来ることに意味があるんだね」

			「そういうことよ。続きはエリス、お願い」

			「はい。王族を寄越した表向きの理由は、これで説明がつきました」

			「表向き？」

			　ミリーが聞き返します。

			「そうです、表向きです。もうひとつの目的ですが、王女様がロシュールの内情を探るために来ることと関わりがあります」

			「それは聞いたけど、探ると言ってもねー。当然、監視をつけるわけでしょう？」

			「それはそうですが、嫁としてくるのが問題なのです。立場上、自由を束縛すれば、ガルツの王女様を非道に扱っていると言われかねません。そうなれば、公にガルツがロシュールを視察する口実ができます」

			「ああ、なるほど。そういうことね。ユキさんに嫁ぐことになれば、ロシュールではなくダンジョンの内情しか知られない。ユキさんは、セラリアやルルアといった各国の代表ともいうべき人の旦那様。これでは、嫁いでくる王女様は、相手に不服を唱えることはできないわけか」

			　ミリーの言う通り、クソ親父が提案したように全体的な観点からみて、ここに王女を置くのが最適なわけだ。

			「多分ですが、ロシュール王はリテアとのことよりも、この件を頼みに来たのではと思うのですが、セラリアはどう思いますか？」

			「エリスの言う通りよ。今回、クソ親父が来た真の目的はこっちね。リテアとの件はオマケよ。とはいえ、リテアとロシュールの裏事情を知らない連中にとっては、同盟を結び直したリテアに、私たちが勝手に再びケンカを売った状態に見えるでしょうからね。クソ親父のひと言で抑えてもいいけど、それはそれで不満になりそうだから……」

			「ああ、ロシュール王としては、一応、家臣の要望通りにセラリアをしかりつけたうえで、お兄さんたちの話を家臣に聞かせ、自分の判断は間違ってなかったと家臣に伝えたのですね」

			　ラッツがポンと手を打って頷いている。

			「そういうこと。家臣も無能というわけじゃないわ。今回の裏事情を知らないのなら、私の独断の件を不満に思って当然よ。かといって知ったとしても、周りに伝えるわけにもいかない。リテアと戦争になるから」

			「なんというか、王様たちも大変なんですね」

			　トーリが感心したように頷いている。

			「まあ、理解できる部分もあるけど、それで私の夫に女をあてがおうって魂胆が気に入らないのよ」

			「一番はそこですか」

			「当然よ。ラッツだけじゃなく、ここのみんなだってそうでしょう？」

			　みんながいっせいに頷く。

			「私もそろそろ、旦那様に抱いて欲しいのですが」

			　ルルアがそうつぶやくと、ラッツが呼応する。

			「ですね。お兄さんは、なぜか手を出してきませんよね」

			「そうよ。これで万が一、ここに嫁いだ王女が先に孕はらんでみなさい」

			「……ユキを妾わらわが恨んでしまいそうじゃ」

			　デリーユのひと言で、全員が目の奥にメラメラと炎を燃やした。

			「でも、その王女様にユキさんが手出しすれば、僕たちに手を出さない理由がなくなるんだよね？　お嫁に来るってことは、子供を作りますってことなんでしょ？」

			「「「あ」」」

			　リエルの発言で、全員、ある抜け道を思いついた。

			「ちょっと待ってください。これは……」

			「ええ、旦那様の子を孕はらむチャンスです」

			「セラリア、今回の王女様にユキさんが手を出さずに済むことは……」

			「ないわ。こういった場合は侍女が付いていて、ちゃんとことをしているのか確認するものよ。手を出さないのは、お礼を拒否するのと同然ね」

			「つまり、お兄さんは王女様が孕むかどうかはともかく、手を出す必要があるんですね？」

			「ラッツ、その通りよ」

			「ええっと、つまり僕たちが王女様を快く迎え入れれば、王女様も状況が改善されるかもしれないし、僕たちはユキさんと堂々とエッチできるってこと!?」

			「王女様の状況が改善されるかどうかは分かりませんが、王女様を迎え入れれば、お兄さんとの素敵な日々は確定です。王女様に手を出して私たちに手を出さないのは酷ひどいなんて言えば、お兄さんはちゃんと愛してくれます。しかし、『堂々と』って、トーリはいきなり野外プレイがしたいんですか？」

			「ち、ちがうよ!!」

			　デメリットばかり考えていたけど、これは意外な盲点だわ。

			　私が、いや、私たちがユキに愛されるいいきっかけじゃない。

			「ちょ、ちょっとみんな落ち着いてください。私たちにとっての利点は非常に大きいですが、ダンジョンのことも考えないと、ユキさんは納得してくれませんよ？」

			「エリスが言ったように、問題はそこね。どこに王女を娶めとる利点があるのかをユキに言わないと……」

			　こうしてみんなは、それぞれに考え込むことになった。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　俺は今、非常に悩んでいる。

			　問題は、今日の会議で王女様を嫁として迎え入れろと言われたことだ。

			　いい加減、現代日本に帰れば、モテない男どもに袋にされそうだ。

			　現在の状況でも、すでにハーレムもいいところ。そこに、さらに王女様をもう１人追加なのだ。

			　といっても、セラリアとラビリスを筆頭にみんな反対しそうなんだよな。

			　それに今回の案件は、嫁ぐことが前提。しかも国同士の交こう渉しようの一環だから、自分から好んで嫁いできたセラリアと違って、手を出さないでいるのはとても不ま味ずい。

			　そして、セラリアたちに手を出していないのに、王女様に先に手を出しましたと知られたら、皆に刺されそうだよな。

			　もちろん、今まで彼女たちに手を出さなかったのには理由がある。だが、もう限界か。

			　ルナにそこら辺について確認のメールを送ったので、その返信がきたら、セラリアたちに話して抱くことになるだろう。

			　わざと引き延ばしてたんじゃなくて、確認したいことの内容をあの駄目神ルナが知ったら、セラリアたちの前に姿を現しそうなのが怖いのだ。

			　あの駄目神、いらんことを言いそうでいやなんだよなー。俺は、それでルナへの連絡をほとんどしてこなかったわけだ。

			　駄目神を神様なんて、皆にどうやって説明するか……。

			　いやいや、まずはセラリアたちに、王女様を嫁もといダンジョンに迎え入れる利点を説明しないと。

			　俺も王女様を玩具おもちやにできるぜー、ひゃっほい!!

			　なんて、鬼畜ではないんです。

			　というより、今回の王女様の件、ロシュール王が俺にわざと持ってきたんだろう。「上手く使え」という意味で。

			　そう、この王女様がいれば、ガルツとの関係を結びやすくなる。

			　今さらロシュールとリテアの真相が知れわたったところで、再び３か国が戦争状態になるだけ。ガルツとしては、まったく旨味がない。でも、真実を知らないガルツは羽は振ぶりの良すぎるロシュールのことを調べたいだろうし、お礼もする必要がある。

			　だから、王女様を送ってきたわけだ。

			　王女様は祖国のためにロシュールの内情を調べないわけにはいかないし、かといって真実を知ったところで、周りに言うこともできない。今回はロシュールもリテアも身内に引っ掻かき回されたわけだが、ガルツだってそうならないとは限らないからだ。

			　今のガルツの第七王女は、爆弾の前を歩かされているようなものだ。

			　どの国にとっても邪魔な存在だが、自国にも居場所がない状態。皆にとって必要な生いけ贄にえって感じだろうか。

			　そこで白羽の矢がたったのが、俺のダンジョンというわけだ。

			　別段、ダンジョンの内情は隠してないし、むしろ宣伝して欲しいのが本音。ガルツからの移民が増えるなら、願ったりだ。

			　そして、ダンジョンは３か国にとっても都合のよい、王女様を託せる場所といえる。

			　でも、そんな理由で……嫁さんたちが納得してくれるか……。

			　どんなに理屈は通っていても、納得のできないことはある。

			　今回は、特にそうだ。

			　今まで皆に手を出してこなかったのに、手を出す必要のある王女様を迎え入れるということは、嫁さんたちにとっては、先を越されたと思ってもおかしくない。

			　だから、王女様を迎え入れる前に、彼女たちと愛し合わなければいけないのだが……それでも、「もう１人、女連れてきますねー」って言うのに等しいわけだから、皆が納得するのも難しいか……。

			　あー、もうやめだ。

			　男らしく頭を下げて、「王女様を嫁に迎え入れるけど許してね!!」だな!!

			　……男らしいよな？

			　覚悟を決めて会議をしている宴会場の扉を開けて中に入ると、即座に土下座を完成させる。

			　一連の動作はよどみない。フィギュアスケートみたいに採点があれば、きっと10・00に違いない。

			「みんな、すまん!!　今回の王女様の件、受け入れようと思う。みんなが不満なのも分かる。でも、今日から……みんなに手を出すから許してくれ!!」

			「「「許す!!」」」

			「は？」

			　詳しい説明が必要だと覚悟していたのに、即座に許可がおりたことで、間抜けな顔をすることになる俺だった。
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			第81掘　駄目神再登場

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			　ようやくお兄さんが覚悟を決めてくれたようです。

			　今日はしっかり体を洗って、いや、もういっそ一緒にお風呂に入って、そのまま一発して、そのあとさらに布団で……欲望で頭がピンクに染まってきてます。

			　イケナイイケナイ。大事なことは別にあるはずです。

			　お兄さんとの蜜月で頭がいっぱいですが、何とか思考を進めます。

			　周りの皆も何か言いたいようですが、私と同じように今後のお兄さんとの展開を想像しているのか、頬が緩んでいます。

			　しっかりするのです。

			　私に求められているのは、愛情だけではありません。

			　お兄さんの役に立つと決めたのですから、肉欲や情欲に簡単に身を染めては……。

			「ああ、そういうことですか、お兄さん。お兄さんの意思は分かりましたが、なぜ今さらなのか聞いていいでしょうか？」

			　そう、なぜこのタイミングなのか。

			　王女様を抱かなくてはいけないから？

			　違います。それなら、もっと前に私たちを愛してくれていたはずです。

			　お兄さんのいつもの手際を考えると、どうも後手というか、準備が足りていない感じです。

			　無論、私たちに遠慮してと言われればある程度は分かりますが、個人的にも、お兄さんからの愛情は確かに感じています。

			　お兄さんは、私たちを抱くのを我慢していたはずなんです。

			　何が原因で、この時まで我慢していたのでしょうか？

			「そう、だよな。今さらなんだよな。ちょっと言いにくいが聞いてくれ。これで俺のことが嫌いになるなら、それでいい」

			　お兄さんのその言葉で、皆真剣な顔つきになります。

			　正直に言いましょう。

			　お兄さんを嫌いになることは、きっとあり得ません。

			　皆も、その気持ちをしっかりと顔に出しています。

			「いいか、俺は今までにない種族だ。ダンジョンマスターってな。だから子供が本当にできるのか、母体……皆が安全に子供を産めるかどうか、まったく保証がないんだ……」

			「「「っつ!?」」」

			　全員の顔が引きつります。

			　見た目が人族なので忘れていましたが、お兄さんはダンジョンマスターという別の種族なのでした。

			　下手をすれば、お兄さんは魔物の一種。

			　女性を孕はらませて、産ませて殺すような魔物はごまんといます。

			　特定の魔物に至っては、孕むということが母体にとって死を意味する魔物までいます。

			　ああ……お兄さんは本当に、私たちを愛してくれていました。

			　一時の欲情に負けず、私たちのことを第一に考えてくれました。

			　でも、この回答はあんまりです……。

			「いや、嫌です!!　私は、旦那様の子供を産むんです!!」

			　ルルア様が耳を塞ぎながら、窒ちつ息そくしそうな必死な様子でお兄さんの話を否定します。

			「う、嘘です!!　大丈夫です!!　こんなの酷ひどすぎます!!　ああっつ！！？」

			　目から涙をボロボロこぼして、子供のように嫌々と首を振ります。

			　ルルア様のあまりの取り乱しようを見たことで、私たちは表面上は冷静でいられました。

			「落ち着け、ルルア。大丈夫。大丈夫だから」

			「うえっ、ひっく、嫌です。いやぁ、なんで神様は、こんなにいじわるなんですか！！？」

			　お兄さんが落ち着かせようとルルア様を抱きしめますが、かなりショックだったのか、腕の中で暴れ続けます。

			「あ……ああ、大丈夫ってあなた。……何か手があるのね？　子供を作る……愛し合ってもいい方法が」

			　ルルア様はいまだ落ち着きませんが、お兄さんのセリフで固まっていたセラリアが動き出しました。

			　そうでした。お兄さんは残ざん酷こくな答えだけを伝えに来たわけではないでしょう。

			　私たちと子供ができる方法が分かったからこそ、この時になったのだと思います。

			　……さすがに、私も焦あせり過ぎですね。

			　ルルア様がああなっていなければ、私が冷静さを保ってはいられなかったと思います。

			「ある。……７割、８割ぐらいしか信用できんがな。だが、大丈夫だ。ルルア、俺たちは子供が作れる。泣き止んで、落ち着いてくれ」

			「ひっく、えぐ、ほ、本当なんですか？　本当に、旦那様と子供を作れるんですね？」

			　ようやくルルア様の瞳ひとみに、理性の色が戻ってきました。

			　しかし、何をどうすれば子供を作れるようになるのでしょうか？

			　まさか、誰かで実験したわけでも、今から実験するわけでもないでしょうに。

			「みんな心配するな!!　妾わらわが一番最初に孕はらめばよい!!　万が一、母体が危険だとしても、妾なら腹ぐらい食い破られても何とかなる。そうじゃろう、ユキ？」

			　なるほど、デリーユの魔王スキルを活用するわけですか。

			　デリーユには下手すればつらい結果になるでしょうが、それが一番安全ですね。

			「いやいや、違う違う。そんなことより簡単で安全な方法だ。ただ、非常にやりたくない方法だが……」

			「「「それは？」」」

			　お兄さんの回答に、皆がいっせいに聞き返します。

			「見てるんだろう？　いい加減に出てこい、この駄目神！！！」

			　そうお兄さんが叫ぶと、辺りに変な声がこだましました。

			『はーはっはっはっは!!　相変わらずというか、妙に頭が回ると大変ね!!　こっちでは、ユキって名前で通してるんだっけ？　そんな疑問を持ったのはあなたが初めてよ』

			　ちょっと待ってください。

			　お兄さん、神様とか言いませんでしたっけ？

			　しばしお兄さんの言葉を反はん芻すうして解読していると、宴会場の舞台が照らされて、そこに私でも息をのむほどの美女が現れました。

			　変なポーズで。

			　具体的には片手を腰に当てて、もう片手の人差し指を天に掲げていました。

			「神降臨!!」

			「消えろ!!」

			　ふざけた宣言をする女性に対して、お兄さんが問答無用で、舞台に設置してあった落とし穴に落とします。

			　うん、それでいいと思います。

			「ちょ、扱いが酷ひどくないかしらぁあぁぁぁあぁあ!?」

			　ゴギャン。

			　そんな音がします。

			　でも、即座に落とし穴から手が出てきて、女性が這はい出してきました。

			　あれ、今、落ちましたよね!?

			「まったく、久々に連絡がきてテンション上がってただけなのに」

			「うるさい。こっちは、今後の家族計画で一番重要なところなんだよ。で、返答は？」

			「問題はないわ。最初からそういうのは調整してるわよ。何せ、異世……」

			「そこまでだ。現状は、まだ明かすべきじゃない」

			「あら、ここまでやってまだ話してないの？」

			「今話せば混乱必至だからな。とりあえずは顔合わせだけしてくれ、頼む。これ以上、イランこと言うな」

			　え、えーと、彼女が何者かは分かりませんが、規格外の存在だというのはなんとなく分かりました。

			　お兄さんが喋しやべるのを嫌がっているのなんて初めて見ました。

			　多分この女性、いろいろ面倒なんでしょうね。

			　そんなふうに思っていると、その彼女がこちらに向き直って……。

			「へえ、まあよくも短期間に、これだけのハーレムを築き上げたわね。よ、この変態!!」

			「やかましいわ!!　それで、本当に問題ないんだよな!?」

			「ええ、ユキと子供を作りたいこの場の女性たちに、私が太鼓判を押して保証してあげる。セックスすれば、普通に子供ができるわ!!」

			「えーい!!　もっと言葉を選べよ!?」

			　そのあと、沈ちん黙もくがこの場を支配します。

			「え、えと。貴女が何者かは知らないけど、その話は嬉しく思うわ。でも、貴女の保証だけじゃ……」

			　セラリアがいち早く言葉を口にします。

			　その通りです。この人の保証で安心なんてできません。

			「すいません。お兄さん、とりあえずこの人は誰なのでしょうか？」

			「あー、非常に言いづらいが……」

			「ルナ!!　女神よ!!　しかも上級の!!」

			　……あー、うん。

			　病院に連れて行った方がいいのでしょうか？

			　とりあえず、私たちから白い眼で見つめられていることにようやく気が付いたのか、自称女神の女性が、お兄さんとこそこそ何か話しています。

			「ねぇねぇ、なんであんなに反応薄いの？」

			「いや、いきなり目の前の人間に『神です!!』なんて言われて信じるやつの方が、よっぽどおかしいわ」

			　話声がこっちに聞こえてきてますが、お兄さんの言う通りです。

			「でも、ユキでいいんだっけ？　あんたは、私のことを知ってるでしょう。自分の嫁さんたちなんだから、しっかり説得しなさいよ」

			「無理だ。俺にはお前を駄目神だと証明できても、女神として紹介することは絶対にできん」

			「相変わらず、ふてぶてしいわね。こっちの世界で揉まれて、少しは私のありがたみが分かったかと……」

			「ちょっと待て。こっちの世界の神を呼び出せないか、ここに」

			「ん、それぐらい簡単よ。ああ、なるほど。そいつらに一発芸とか私がさせれば、この子たちも私が神だと信用するわよね？」

			「絶対やめろよ。駄目神。そんなことをすれば、お前はこれからも絶対信用が得られん」

			　神に何か一発芸をさせるとか、恐れ多いことが聞こえてきたのですが……。

			「じゃ、誰呼ぶ？　こっちの世界はそれなりに神が多いわよ」

			「確か嫁さんのひとりの国で、リリーシュだっけ？　その神様を祭っている国があって、彼女の妹が、実際にリリーシュに会って聖女認定されたとか言ってたな」

			「ああ、じゃあリリーシュが一番いいわね。よかったー、面識のある神がいて。大抵呼んでも偽者扱いされるだけだし」

			「分かってるじゃねーか。だったら、信じられるように神らしくしてろよ」

			「いやよ。そんなことしても、偽者扱いされることのが多いんだから。じゃ、呼ぶわよ」

			　ああ、耳がおかしいようです。

			　なんか気軽に、神様を呼び出す相談をしてるんですが……。

			　リリーシュ様の加護を一身に受けているエルジュ様、ルルア様にもその話が聞こえたようです。２人とも内心怒っているのか、顔が引きつっています。

			　まあ、冗談でも言っていい話ではないですからね。

			「さあ来なさい、リリーシュ!!」

			　そのルナと言う名の彼女が手を掲げると、舞台に光がフワリと降りて、人の形になります。

			　女性のようですね。

			　あれがリリーシュ様なのでしょうか？

			　実物を見たことはありませんので、私には判断が付きませんが。あの自称女神の行動からすれば偽者でしょう。

			　そう思ってエルジュ様とルルア様に目を向ければ……。

			「あ、あ、あ……」

			「う、そ……」

			　２人とも口をパクパクさせて唖あ然ぜんとしています。

			「なんですか、ルナ様。一応、私も忙しいのですが？」

			「なーに言ってんのよ。このユキみたいに、確実な成果を上げられる人間をスカウトできてないくせに。知ってるのよ。ユキのこと、ちょくちょく覗いてたでしょう？」

			「うっ、分かってますよ。仕方ないんです。私だって、いろいろ手探りなんですから。ルナ様が連れてきた人が、どう動くのか気になりますってば」

			「まあいいわ。とりあえず何か一発芸しなさい。この場の空気を盛り上げるのよ」

			「えー、私、特に何もできませんよ？」

			「私までとはいかないまでも、それなりの体つきなんだから脱げばよし!!」

			「いやー、パワハラです!!」

			　そんな会話が始まり、ようやくエルジュ様とルルア様が動き出します。

			「「リリーシュ様に何してるんですか!!」」

			　……どうやら、あのリリーシュ様は本物のようです。

			　つまり、あの自称女神は本物かと。

			　今、分かりました。

			　お兄さんが、どうしても彼女を後回しにしたがった理由が。

			　他国や、ましてやリリーシュ様を祭っているリテアでこんな２人の姿が目撃されたら、戦争間違いなしです。

		

	
		
			第82掘　神の使い

			　

			　ｓｉｄｅ：シェーラ・クオ・ガルツ　　ガルツ第七王女

			「姫様、よいのですか？　これはどう見ても、人質か、ただの慰なぐさみ者としての扱いです」

			　侍女のキルエが、私を思ってそう言ってくれます。

			「良いも悪いもありません。相応のお返しをせねば、国としての面目が保てないのです」

			　そう、これは国の威信を保つために必要なこと。

			　ロシュールは内部を魔族に付け込まれたとはいえ、真っ先に頭をさげ、賠ばい償しよう金を支払ってきました。

			　これを頑かたくなに拒否しては、諸外国から理解なしの無能と言われ、お返しをせずに受け取るだけでは、相手の弱みに付け込む卑ひ怯きような国だと見られます。

			　大国としての弱いところです。

			　ですが、賠償金に対して、お金で返しても賠償金の意味がありません。

			　だから、ロシュールに対して、相応の謝辞と受け取ることができるお返しが必要です。

			　でも、魔王が活発に動いている今、賠償金の額に値するだけの武器や防具などを渡すわけにはいきません。

			　それなら人を出すしかありませんが、いい人材を手放すわけにもいきません。

			　そこで、役に立たない人物を送ればいいというわけです。

			　結果、私、第七王女という、もはやお飾りなだけの存在を送ることになりました。

			　いなくなっても構わない。それが私。

			　嫁ぐついでに、今回のロシュールの賠償金がどこから捻出されたのかも調べろとお兄様に言われました。また、万が一私が嫁いだ先で亡くなれば、それを理由にロシュール国内をいろいろと調べられるという考えもあるよう。

			　第二王女のお姉さまは反対して、自らが嫁ぐと言ってくれましたが、さすがに無理でした。

			　軍部は第一王子のお兄様が握っていますが、軍の士気の中心を担っているのは、第二王女のお姉さまです。武勇の誉高く、オーガテンペストの一撃を防ぎきるという堅牢な防御力の持ち主。

			　そして、お姉さまはガルツの象徴とも言うべき、伝承の盾を扱えるお方。

			　そう簡単に、ロシュールへ渡してよい人材ではありません。

			　そんなことを考えていると、キルエが食い下がって言いました。

			「しかし……!!」

			「大丈夫。お姉さまがしっかり言い含めてくれているから。私を使い捨てにするようなまねはしないはずよ」

			「……ローエル様ですか」

			「ええ、ガルツの祖がもたらしたあの盾を使えるお姉さまの機嫌を損ねるのが、どれだけ国にとって痛手になるか分かるでしょう？」

			「第四王子が小細工しないとは言えません」

			「まあね。でも、いくら軍部の参さん謀ぼうとはいえ、無茶はしないでしょう」

			　第四王子のお兄様は腕っぷしより頭を使うタイプのようで、参謀としてはかなり凄すごいけど、どうも正道を間違えそうな気のする方でした。

			「キルエの心配は分かるわ。でも、お兄様もお姉様も、全員が国のためを思って動いているのよ。兄妹間で、お家騒動の火種となるようなものがないのは知ってるでしょう？」

			「ええ、知っています。ですからこそ、今回のロシュールへのお返しとして姫様を渡すというのが……!!」

			「これも国のため。皆、無茶はするなと言ってくれたでしょう？　大丈夫、別に戦争の火種を作りに行くわけではないのだから」

			　私がそう言い切ると、キルエは肩を落としました。

			「……分かってはいます。ですが、姫様……シェーラ様は、こんなに聡明でいらっしゃる。それを……」

			「仕方ないわ。どう見ても私は子供だもの。お兄様、お姉様もそれは知ってはいるけど、私を立てないと、他が成り立たないのよ」

			　そう言いながら、私は部屋にある鏡をのぞき込みます。

			　鏡の中には、銀髪をした兎耳の小さな少女。

			　ぎりぎり１４０㎝はあるでしょうか。いや、この年頃では大きい方です。胸もしっかりつかめるほど大きいし、腰もくびれて、ちゃんと男性を欲情させることはできるでしょう。

			「しかし、なぜロシュール王は未だ姫様のお相手を紹介してくれないのでしょうか？　私たちを軽んじているのではないでしょうね？」

			　キルエは、ロシュール王都で半ば放置されている今の状況に憤ふん慨がいしているようです。

			「落ち着きなさい。ロシュールは、私たちの扱いに悩んでいるのです」

			「なぜです？　ガルツの姫、シェーラ様に何か不満でもあるのでしょうか？」

			「違います。お兄様に間者として内情を探れと言われているでしょう？」

			「ああ、相手もそのことに気が付いているのですね」

			「そうです。さらに、ロシュールの王族は今のところ女性ばかり。分家の公爵は数多あまたありますが、下手にそこに加えるわけにもいきません」

			「釣り合わないし、下手に内情を探られると？」

			「ええ。多分、なんとか私の位に見合い、探られても痛くない相手を探しているのでしょう」

			　私としては、正直身分が下の相手の方が動きやすいけど、そう簡単にはいかないようです。

			　こうしてロシュール王都で数日過ごしたあと。

			　ついに私たちは王自らに連れられて、婚姻を結ぶ相手のいる場所に出向くことになりました。

			　ロシュール王が自ら足を延ばす相手？

			　いえ、これは私たちを納得させるための演技？

			　しかし、そのためだけに王都を離れるなんて……。

			「もう10日は移動しています。何を考えているのでしょうか？　ここまで離れれば、もう田舎もいいところでしょうに。……まさか、私たちを幽閉するつもりでは!?」

			「キルエ、それはないわ。私はあくまでもお返しの王族であって、人質ではないの。幽閉なんてすれば、私と連絡が付かないことがすぐバレて、下手すれば同盟は破棄、戦争よ」

			「ですが、なんでこんな遠い所に……」

			「さあ、そこは分からないわ。でも、何か問題があれば私が拒否すればいいのよ」

			　そう、ただの厄やつ介かい払いで地方の領主に嫁がせるような雑な対応であれば、私がひと声あげればどうにでもなるでしょう。

			　私を子供と侮あなどっているのか、それともそこまで考えていない王なのか……。

			「さあ、シェーラ様。お待たせいたしました。お傍様も窮屈で申し訳ありませんでした」

			　どうやらついたようです。

			「何ですか、ここは!!　ただの村ではありませんか!!　何を考えているのですか!?」

			　外に出たキルエが、そう怒鳴って憤ふん慨がいしています。

			　確かに、どう見てもただの村です。

			　見た感じ、新しく建てた物のようですが……ちょっと、これはいくらなんでも……。

			　ドゴォォオオン!!

			　少し遠くで何かがぶつかった音が響きます。

			　とっさに、キルエが私を守るように傍そばで構えました。

			「まさか、私たちを亡き者にしようとしているのではないでしょうね!!」

			　そう言って、キルエが腰からナイフを抜きます。

			　私もそれなりに戦えますが、キルエの実力はガルツ国内でも群を抜くレベルです。

			　レベルはなんと45。普通ならば一軍を預かってもおかしくない技量です。

			　キルエがいる限り、私たちを亡き者にするためには、この周りの者たちでは不可能でしょう。

			「ちょ、ちょっと待ってください。今のは違います。あれは、王とご息女の戯たわむれです」

			「「は？」」

			　状況が理解できないでいると、ロシュール王が１人の綺き麗れいな女性を連れてやってきました。

			「おー、おー。また腕を上げたようじゃな。しかし、これほどとはな。で、外に迎えだと？　ここがダンジョンの街ではないのか？」

			「……はぁ、まあ、とりあえずついてきてください。ここでいろいろ話すのは、不適切すぎます。夫も会議場所につく頃には、こちらに来られますから」

			　そう言いながら、ロシュール王が連れてきた女性はダンジョンの入口と思おぼしき場所へ歩いていき、入口の警備と何やら話をしだしました。

			「ご息女と言いましたね？　アーリア様でないとすると、あの方が……」

			　私の疑問に、ロシュールの従者が答えました。

			「はい、我らが戦女神。セラリア様です」

			「……ということは、ここは、今は亡きエルジュ様が治めたというダンジョンということでしょうか？」

			「はい、シェーラ様の仰おつしやる通りでございます。私も仔細は知らないのですが、セラリア様はどうやら、この度の争乱で活躍した者とご婚約をされたようです」

			「……なるほど、それが私のお相手というわけですか」

			　私たちはそのあと、王や王女、大臣たちとは少し離れてダンジョンを見て回りました。

			　……なんという、なんということでしょう。

			　何もかもが違いすぎます。

			　違いすぎて、言葉が出てきません。

			　報告すべきなのは、賠ばい償しよう金の出どころや理由なんかではなく、このダンジョンのことです。

			「……ロシュール王には感謝しないといけませんね」

			「……はい」

			　キルエはダンジョンのあまりの凄すごさに茫ぼう然ぜんとして、頷くだけで言葉が出ないといった様子。

			　今、私たちは宛がわれたダンジョン内の部屋で、いったん落ち着いていますが、この部屋にしても根本的な技術力が違います。

			　魔術か何か分かりませんが簡単に水は出ますし、お湯も出せてお風呂に入り放題。

			　もう夜だというのに、電気（？）という魔術によって、ボタンを押すだけで光が灯ります。

			　この技術を何とかガルツへ持ち帰れれば、とてつもない利益になるでしょう。民の暮らしも絶対に良くなります。

			　しかし、ロシュール王は、なぜこのような宝の山の中に私たちを連れてきたのでしょうか？

			　セラリア様は、無茶な婚約で王位継承権を破棄したそうです。

			　このダンジョンへ、旦那を追って来たのです。

			　このダンジョンの利益は、結局、セラリア様を通してロシュールへと戻るでしょう。

			　では、なぜ私を妾めかけとして宛がって、利権を分けるようなことをするのでしょうか？

			　ロシュール国としては、それはとんでもない損害となるはずなのに。

			「……今考えても、何も答えは出ませんね。明日、夫となる人に会うのです。その時にいろいろ話を聞いてみましょう」

			「……様……シェーラ様!!」

			「あ、キルエ。ちゃんと元に戻ったのね。どうしたの？」

			「あ、あ、アレ!!」

			　キルエが指さす先には……。

			「貴女が、ユキさんに嫁ぎにきた第七王女ですね？」

			　淡い光と共に、とても綺き麗れいな女性が舞い降りてきました。

			「はい。私が第七王女のシェーラです。貴方様は……」

			　なぜか目の前の女性は、私よりもとても高貴な気がしてなりません。

			「あら、申し遅れました。私、リリーシュと言います」

			「「っつ!?」」

			　私たちは神の名を語るその女性に、不ふ遜そんだと罵ば声せいを浴びせることはできませんでした。

			　彼女の言っていることが事実だと、なんとなく分かってしまったからです。

			「そ、そのリリーシュ様が、なぜ私の前に？」

			「ええ。ちょっと、ユキさんのお手伝いをしようと思いまして」

			「ユキ？　先ほどからその名を聞きますが……」

			「ええ、貴女の夫となる方です」

			「そのユキさんにリリーシュ様はお手伝いをすると？　私に会うことが、ユキさんの手伝いになるのですか？」

			「そうです。きっとあの人は、この大陸を救うでしょう。ですが、彼１人ではとても困難です。ですから、貴女に私の加護を授けましょう。貴女も大陸を救う、その支えとなるのです」

			「私が大陸を救う支えに？」

			「……それは貴女次第です」

			　彼女はそう言うと、姿を消しました。

			　すると、私たちを淡い光が包み込み始めます。

			　その不思議な体験が終わると、ステータスが勝手に開き……そこには、リリーシュの加護が加わっていました。

			「……本物……だったのですか？」

			「……そのようですね。私が嫁ぐ相手は、神の使いということでしょう」

			「神の……!?」

			　予想外の出来事ばかりです。

			　大陸を救う存在になる男を支えろと、リリーシュ様が私とキルエに加護をくださった。

			　リテアの聖女よりもさらに格上の、リリーシュ様という神の名を刻んだ加護。

			　明日が楽しみになってきました。

			　神が認めた、私の旦那様。

			　あら、しかし、どうしたものかしら。

			　ガルツに連絡をとって大々的に支援したいところですが、旦那様の方針を聞かないと。

			　

			　ｓｉｄｅ：ルルア

			「ただいまー」

			　リリーシュ様が戻ってきました。

			　今、私たちは大慌てです。

			　ユキさんの、旦那様の子供が安全に産めるようにリリーシュ様の名を付けた加護をいただいたのは嬉しいのですが、私としては大問題です!!

			　それを分かっている旦那様も、セラリア様も、ラッツさんたちも頭を抱えています。

			「よし、リリーシュ、第七王女にも加護を与えてきたわね」

			「バッチリです、ルナ様。私の加護で安産、自動回復、逆子なし、ステータス全般上昇、簡易回復魔術の無む詠えい唱しようと便利ですよ～」

			　そう、ルナ……様。

			　リリーシュ様よりも上の神様の指示の下、私たちだけでなく、ガルツの第七王女まで加護を与えてきたのです。

			「『よし』じゃねーよ!!　今回の争乱、エルジュが聖女だったことを利用されたんだぞ!!　それなのに、リリーシュの加護を、むやみに他国の人間に与えるんじゃねーよ!!　リリーシュを崇あがめてるリテアだって、下手したら屋台骨が傾くぞ」

			　そう、ユキさんの言う通りです。

			　これでは大真面目にリテアの面目が保てません。

			　まだユキさんの下に集っている皆であるなら、何にも問題は……いえ、問題はありますね。

			　スキル看破の技能を持つラビリスのような人間が知って、騒がれるだけでも問題なのです。

			「えー、ほら、そこのルルアだっけ？　あれ、リテアの聖女なんでしょう？　じゃ、問題ないじゃん？」

			「んなわけあるか!!　そんな簡単に済むなら戦争なんて起こるか!?」

			「そこら辺はそっちの問題でしょ？　そっちで何とかしてよ」

			「なら、こっちの判断を仰あおいで行動しろよ!!」

			「別にいいじゃない。子供が無事に産めるようになるオマケつきよ？　ねえ、アスリン、フィーリア」

			　そうルナ様が、お風呂上がりのアスリンたちに声をかけます。

			　２人は、もちろん旦那様のことが大好きなので……。

			「お兄ちゃんの子供産みます!!　すぐ産みます!!」

			「兄様!!　これで何も心配はいりません!!　神様の加護で無事に産めるんです!!」

			　もう２人は大興奮状態。

			　これは否定しにくい……。

			　本当に旦那様が、この女神を嫌がるわけです。厄やつ介かいすぎます。

			「お前のその妙な軽いノリは、何とかならんのか!!」

			「だってさ、あなたの故郷じゃ、今どき『私、神です』なんて言っても、頭の中を疑われるだけよ？」

			「そりゃそうだろうよ。俺の時は勧誘だったしな!!」

			「まあまあ、ユキさん。今後は私もお手伝いしますし、問題ありませんってば」

			「ほら、リリーシュが手伝うって。神様直々よ、嬉しいでしょう？」

			「こ、この駄目神がぁぁあぁああ!!」

			　旦那様がそう叫んでいる横で、私は放心しそうです。

			「あ、あはは……リリーシュ様が、今後一緒にお手伝い……。ほ、本国に、アルシュテール様に何と言えばいいのか……」

			「……ルルア、落ち着いてください。心中お察ししますが、まずは、加護を与えた第七王女を何としてもこちらの陣営、もといお兄さんの妻になってもらわないと」

			　そんなラッツの言葉も、私には半分くらいしか届きません。

			　なお、後日、コールでこの一連の報告をした際、アルシュテール様は執務室でひっくり返ったそうです。

			　……当然ですよね。

		

	
		
			第83掘　全力阻止

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　さーて、今日はいよいよ第七王女との対面。

			　なんとか、リリーシュの加護のことを口に出させず、穏便に済ませたいのだが……。

			「いいんじゃ、いいんじゃ。セラリアがあそこまで怒るなんて思ってなかったんじゃ。これからのダンジョンのことを思って、ガルツとの縁を用意したというのに……」

			　なんか、いじけてるロシュールの王様が１匹。

			「…………」

			　おーおー。セラリアは、その姿を見てかなりイライラしてるみたいだ。

			「……これ以上嫌われたくないから、ガルツの姫の件はなかったことにして国に戻るわい」

			　なんだこの親父、自分から振っといてその対応かい!!

			　今さら第七王女を連れて帰られるのは、とても困る。

			　リリーシュの加護が付いてますよー、なんて公言された日にゃ大混乱だ。

			「セラリア、気持ちは分かるが、今は王女様をなんとしても……」

			「……分かってるわ……よ」

			　そう言って顔を引きつらせつつも、父親に歩み寄る。

			「お、お父様。第七王女様の件、お受けいたしますわ」

			「……わしのこと、嫌いにならない？」

			　ガキか!!

			　セラリアの闘気が一層上がる。

			「……もとから……いえ、嫌いになんてなりませんわ。むしろ、この縁談はとても嬉しく思います」

			「そうか!!　嬉しいか!!　なら、パパ大好きって言ってくれ!!」

			　空気が凍った。

			　おいおい、一応、そこの娘さんは王様よりレベルが上になったんだぞ。

			　それが分からないわけじゃないだろうに……。

			「……パ……」

			「パ？」

			　頼む、セラリア。

			　これは国家の、いや、周辺国家の安あん寧ねいのためなんだ!!

			「パパ大好き!!」

			　盛大に顔は引きつっていたが、セラリアは言い切った。

			　親父さん、何をしてあそこまで嫌われたんだか……。

			　後ろで見ていた代表メンバーも、顔を引きつらせている。

			　まあ、セラリアと付き合いはそれなりだし、気持ちが分かるんだろうな。

			　というか、嫁さん同士、仲も悪くないみたいだしな。

			　こうした姿を見ると、一夫多妻が浸透してるって感じだ。

			「ほほー!!　嬉しいぞ!!　ま、でも嫌と言われても、受けてもらうつもりじゃったけどな」

			「……は？」

			「向こうが、なぜか婿むこ殿どのをいたく気に入っての。これ以外の縁談は受け付けぬとまで言いおった。わしらとしては、むしろ好都合なんじゃがな」

			　ああ、リリーシュの影響か。

			　いらんこと言ったんだろうな。

			　俺の嫁になることは正義です!!　みたいに。

			「で、では、私が先ほど言ったセリフの意味は……」

			「わしが喜んだからよし!!」

			　セラリアが刀に手をかける。

			「はいはい、落ち着け!!　頼むから落ち着いてくれ!!」

			　危険を感じ、俺はとっさに後ろから抱きすくめる。

			「……ぐっ、今日はずっと私が上よ」

			「分かった。それでいいから」

			「抜かないわよ。寝る時も中よ」

			「それは、セラリアが痛くなかったらだ」

			「あり得ないわ。というか寝かさないけど。はあ、まあいいでしょう。あとは任せるわ。頭の血管キレそう」

			　セラリアに騎乗される約束をする代わりに、大人しくしてもらった。

			　ああ、今日から子作り解禁らしい。

			　嫁さん会議でそう決まったらしい。

			　さすがに俺が個人を指定するといろいろ問題になるから、嫁さんたちでローテーションを組んでるんだとか。

			　ハーレムはハーレムでも、こういうハーレムはいろいろ大変だね。

			　奴ど隷れいを買い漁あさって作るハーレムなら、ご主人様権限でどうにでもなるんだろうが。

			　ちなみに俺は子作りのせいで、２週間ほど仕事から外されます。

			「ふむふむ。セラリアが良くいうことを聞くのう。さすが婿殿じゃな」

			　うるせえ。大臣が周りにいなけりゃ、俺もひと言文句を言ってるところだ。

			「それは、ありがたきお言葉。しかし、妻のセラリアは普段から私の話を聞いてくれる良き妻です」

			「うむ。夫婦仲も問題なさそうじゃな。と、いかんいかん。では、あらためて婿むこ殿どの、今回の件の褒ほう賞しようとして、ガルツの姫が側室として入ることとなった」

			「はて、今回は褒賞なしということで決まったのでは？」

			「うむ。だが、今回の件はセラリアが暴走してのこと。セラリアには罰として褒賞はないが、それを支えて結果を出した婿殿には報いねばならん」

			　ははぁ、そういう理屈でガルツの姫を押し付けようって魂胆か。

			　周りにいるロシュールの大臣たちも、うんうんと頷いている。

			「ユキ殿なら、ガルツの姫にもしっかり対応できるでしょう」

			「そうとも。リテアの精強な部隊に対して、ユキ殿作戦の下、勝利を収めたのだから!!」

			「何も問題はありませんな。姫という褒賞にも釣り合うことでしょう」

			　お前ら、自分たちで処理したくないからって好き放題言いやがって……。

			「さて、待たせすぎてもいかんからな。入って参れ」

			　ロシュール王がそう言うと、そこで待機していたのか、会議室の扉が開いて王女様と思しき人と侍女が入ってきた。俺の前までくると、膝をつき頭こうべを垂れる。

			「これこれ、シェーラ殿。今から夫となる人だ、そこまでかしこまる必要はないぞ？」

			　しかし、そのシェーラと呼ばれた王女は頭こうべを上げずに答える。

			「いえ、ロシュール王。この方。ユキ様は私の夫、旦那様になりますが、それ以前に……」

			「以前に？」

			「このユキ様は、何を隠そう!!　リリー……」

			　シェーラが顔を上げてトンデモないこと言いそうになったので……。

			「きゃっ!?」

			　一気に抱き上げた。
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			　よし、驚いてセリフが止まったな。

			「な、なんという美しい王女様でしょうか!!」

			「まあっ、美しいなんて、どう見ても子供ですわ」

			「いや、ここまで美しい女性は見たことがない!!　女神のようだ!!」

			　ああ、女神は見たことあるけど、駄目神だからな。

			　あと、俺が吐いたセリフに対する代表メンバーの目が痛い。突き刺さる。

			「へぇ、ほう。あんな小さい兎人族がお好みですか……お兄さん？」

			「お、落ち着きましょう、ラッツ。あ、あれは演技に決まってますよ？」

			「エリス、分かってる。分かっているけど、どうしようもないことってあるのよ」

			「何か、むかむかします」

			「トーリ、それは嫉しつ妬となんだよ。僕と一緒」

			「……不愉快」

			「……アスリンたちに報告してあげるわ。きっと喜んで腰を振ってくれるわ。無論私もね」

			　きゃー、怖い。

			　今日家帰るの怖い!!

			　どっかで外食して帰ろうか悩むぞ!!

			「……」

			　セラリアと目が合う。

			『今夜は覚悟しなさい』

			　目と目で通じ合うって夫婦っぽいけど、これは違う。何か違う!!

			「うむ、婿殿も気に入ったようじゃし、シェーラ殿もまんざらではないようだな。良き縁談じゃな。……とそういえば、先ほどシェーラ殿は何か言いかけなかったかのう？」

			「ああ、それは……」

			　ひぃー、このロシュール王、余計なことばかり言いやがって!!

			　釘刺す暇ひまがねぇ!!

			「シェーラ!!」

			「はい？　うぶっ!!」

			　もう、しっかりキスしましたとも。

			　くそー、何でこんなラブコメ主人公のようなまねを……。

			「うむむ……ふわぁ……」

			　シェーラは抱きしめとキスで放心したようだ。

			　よし、まだ子供なのが幸いした。

			　これで、これ以上の追及は無理だ。

			「と、シェーラはお疲れの様子。侍女の方もこちらへ。部屋に案内いたしましょう」

			「あ、はい」

			　王女様をお姫様抱っこしたまま、俺はそさくさと会議室を出ようとする。

			「王様、申し訳ありません。シェーラが気絶したようなので、詳しい話はまた後で」

			「……ああ。構わんが……婿殿、何か変じゃないか？」

			　お前のせいだ、お前の!!

			　王女様をベッドに寝かせたあと、嫁さん全員とキスするハメになったのは言うまでもない。

			　はぁ、何とかなったか？

		

	
		
			第84掘　戦争を起こす理由

			　

			　ｓｉｄｅ：シェーラ　　ガルツ第七王女

			　私は今、心底恥ずかしいです。

			　あの場で、旦那様がリリーシュ様の使いだと言おうとしたこと。

			　そして私が、その神の使いである旦那様を唯一支えられる女性だと勘違いしていたこと。

			　側室なんですから、少し考えれば分かったのに!!

			　そして、旦那様が神の使いであるとばらしてしまうリスクを考えていませんでした。

			　リリーシュ様に会って、完全に舞い上がっていました。

			「……あの、そこまで頭を下げなくていいのよ？」

			　セラリア様の前で、頭こうべを垂れて謝罪をする。

			　一歩間違えれば、三国での大戦になっていたところだ。

			「いえ、本当に申し訳ございませんでした。ルルア様から聞いて、初めてその可能性に思い至った次第です。加護を受けたとはいえ、あまりに軽率でした」

			「いいのよ。リリーシュ様があんな行動に出るとは思わなくて。シェーラの反応が普通よ。ましてや、本妻の私はまだしもユキの側室全員が加護を受けてるなんて思わないでしょう？」

			「いえ、この大陸を救うと予言された旦那様です。その程度のことは当たり前だと思います」

			「……そ、そう？」

			　ああ、でもこの失態。

			　どうすれば旦那様は許してくれるでしょうか。

			　どう見ても、対面の時は演技だったのです。

			　子供の無知を庇かばってくださるのは、とても良い人です。

			　ですが、これから大陸を救うのですから、足を引っ張るような人材はいらないはずです。

			　私でも、こんな自分は必要ないと思います。

			「うっ、うう……」

			　ポロポロと涙がこぼれてきます。

			　リリーシュ様に与えられた使命をあっさりと裏切ってしまった自分が悔しくて、涙が止まりません。

			「ちょっと、あなた。あなたの妻の１人が泣いているのよ」

			「分かってる」

			　セラリア様と旦那様の声が聞こえます。

			　ああ、きっと私はいらないと言われるのでしょう。

			「シェーラ、大丈夫だ。君は俺に必要な人だ」

			「え？」

			　どういうことでしょうか？

			　私はただの一国の王女。

			　しかもいなくなっても構わない、そんな価値のない子供。

			　それなのに、旦那様は私が必要だと言ってくれます。

			「な、なぜでしょうか？　私はこんなにも、皆さんに迷惑をおかけしたというのに……」

			「君は何といえば納得してくれるかな？」

			「……あ」

			　旦那様は私が必要なのだ。肩書きでもなく、私の体でもなく私自身が。

			　だから、私に納得して欲しいのだ。

			　この方は、本当に私を必要としてくれている。

			　なぜかそう思った。

			「大事なのは、ちゃんと学ぶことだ。誰だって間違えるからな。ちゃんと反省して、なぜ間違ったのかを考えて次に繋げること。それこそが俺は大事だと思うんだ」

			「……はい、その通りだと思います」

			「俺には、シェーラはちゃんと次に生かせる立派な人に見えるんだけど、どうかな？」

			「……不ふ束つつか者ものですが、どうかよろしくお願いいたします」

			　リリーシュ様の仰おつしやったとおりです。

			　この人はきっとこの大陸を救う。

			　大事なことをちゃんと見てくれる方。

			　権力や、財、そんな欲に負けない素晴らしい方です。

			　だから、不意にこんなことが思い浮かびました。

			「あの、ユキ様。つかぬことをお聞きしますが、いったいどういった形でリリーシュ様から認められるようなことになったのですか？」

			「「「あ」」」

			　周りの奥様たちも、私が言って気が付いたようです。

			「そういえば、あなたって気が付いたら、ダンジョンマスターになってたとか言ってなかったかしら？」

			「ええ、私もお兄さんからそう聞きましたが。いったいどこで？」

			　皆の視線がユキ様に集まります。

			「ん、ああ。それ嘘。で、だ。俺が神様に連れてこられましたーって言って、信じるか？」

			「「「……」」」

			　私は信じていますが、皆さんはなぜか微妙な顔をしていらっしゃいます。

			　どうしたのでしょうか？

			「あれを神として認識できているのは、今だからこそね」

			「……そうですね～。最初にアレと会っていたら、お兄さんを頭のおかしい人として見ていたかもしれません」

			　皆がうんうんと頷きます。

			　えーと、何やら皆さん、神様に対して不敬がすぎるのではないでしょうか？

			「しかし、これで納得がいったわ。ユキがこんなにいろいろな技術や知恵を持っているのに、さっさと故郷に帰らない理由が」

			「お兄さんは、この大陸を救えと言われていたんですね～」

			「……あ～、まあそうだな。実際言われると、妄言の域だな」

			「あら、ここにいる皆はあなたの言葉を妄言なんて言わないわよ。今までそれだけの成果を見せてきたでしょう」

			　セラリア様がユキ様を見つめて言います。

			　今までの成果ですか？

			「そうですよ、お兄さん。このダンジョンを作り、エル……セラリア様を助け、奴ど隷れいだった私たちを連れてきて厚遇し、多くの人々をダンジョンに住まわせ、多くの命を救ってきたではないですか」

			「ラッツの言う通りです。旦那様はリテアから追われて心折れていた私を再び立ち上がらせ、戦争を回避するために必死に頑張ってこられました。私たちは旦那様を信じています」

			　ラッツさん、ルルア様の言葉に、皆が嬉しそうに頷いている。

			「ありがとう。って言っても結局、皆がいてこそなんだけどな」

			　ユキ様はそう言って、何だか恥ずかしそうにしています。

			　私はよく知りませんが、今までに起こったことには、すべて何かしらユキ様が関わっていたのでしょう。

			「でも、あなた。これまで力を溜ためてきたみたいだけど、大陸を救うのならば、ひと旗上げるつもりなのかしら？　ロシュールかガルツでも落とすの？」

			　セラリア様がさも当然のように、今後、国を作るために必要な犠牲を提示します。

			　ガルツを……ユキ様は落とされるのですか？

			　こんな僻へき地ちの領主では、いつまでたっても大陸を救うことなどできないでしょう。それは、私でもよく分かります。ただ、ガルツは……。

			　大陸を救う、即ち、大陸を一つにするということ。

			　確かに今まで誰も成しえなかった偉業を為さなければ、この大陸は救えないでしょうが……。

			「え、んな面倒なことしねーよ」

			　ユキ様が、今までで一番めんどくさそうに言います。

			「えっと、お兄さん。それではどうやって大陸を救うおつもりですか？」

			　私と同じ兎人族のラッツさんでしたっけ？　彼女が当然の疑問を聞きました。

			「わざわざ人材を集めていたのは、国を作るためではなかったのかしら？」

			　セラリア様も不思議そうに首を傾げています。

			「正直、戦争を起こすならとっくに起こしてる。けど、そんな面倒で恨みを買いそうなことはしねーよ。住人にわざわざ安全に暮らせる場所を提供したのに、なんで命を捨てるようなことを要求せにゃならん」

			「しかし、ユキ様。それでは、どうやってリリーシュ様とのお約束を果たすおつもりでしょうか？」

			　私がそう聞くと、何やら考え込む様子で……。

			「そうだな～、一から説明でもするか。なぜこのダンジョン街を作ったのかってのも分かるだろう。よし、じゃシェーラ。何で戦争が起こるのか分かるか？」

			「戦争が起こる理由ですか？」

			「ああ」

			　私はひと呼吸おいて、その理由を答えます。

			「戦争は基本、潤沢な土地や資源、人材を巡って起きます。今では、どこの土地も何かしらの権利をどこかの国が握っています。たとえ強力な魔物が溢あふれていて手が付けられなくても、どこかの誰かの土地なのです。結局は勝手に人が決めていることですが、国としてはこの国境が非常に重要です。支配する土地が多ければ、多くの人を養え、国を強くすることができるのですから。つまり、国を作り守るということは、常に隣国と土地の取り合いをしているようなものです。この土地や資源の奪い合いの、一番分かりやすい解決策が戦争です」

			「うんうん。セラリアはどうよ？」

			「シェーラと同意見だわ。私たちが旗上げすれば、この土地をロシュールから奪うということ。親父や姉さまはたとえ負けると分かっていても、間違いなく討とう伐ばつ軍を送ってくるでしょうね」

			　そう、簡単に言えば、土地が多ければ多いほど国としては豊かになるのだ。

			　まあ、実際には、支配する土地が広くなれば、領土内に命令がしっかり伝わらないなどのデメリットも存在するが。

			「なるほど、ふむふむ。やっぱりそんなところか」

			「あなた、どういうことかしら？　どうやら、確認みたいだったようだけど」

			「おう、セラリア、さすがに嫁さんだけあるな」

			「それは、あの日からいい加減、あなたの仕草は見てきてるから」

			　２人はほほ笑みあいます。

			　ああ、うらやましいです。

			「さて、皆もシェーラの言葉で戦争が起こる理由が分かったかな？」

			「えーと、ユキさん。ごめん、僕、頭が悪いんだけど。この前の争乱と、リテアの内乱は別に土地の取り合いじゃないけど……」

			「別に、頭は悪くないよ。分からないことは聞けばいいんだ。リエルはちゃんと学べる人だ。さて、この前の争乱とリテアの内乱だが、これは国を保つために必要な争いってやつだな」

			「国を保つ？」

			「そう、知っての通り、国は王様や聖女といったトップが１人で纏まとめているわけじゃない。彼らの政策を実行し、伝える人手がいるんだ。大臣とか兵士とかな」

			　はい。確かに国は王やトップがいて機能するものですが、それだけでは国は動かせません。

			「その人たちが、この国なんてきらいだー!!　って言ってそっぽを向いたら、国、というか王様や聖女様といったトップは意味がなくなるんだよ。だから、国を作る手伝いをしている皆に、この国は大丈夫ですよーって示す必要がある」

			　その通りです。

			　言葉だけでも、行動だけでもいけません。

			　どちらも必要です。

			「今回のロシュールとガルツの戦争は、シェーラには詳しく言っていないが、主にリテアがエルジュを暗殺するために仕掛けたことだ。ロシュールとしては、ガルツの虐しいたげられている民を救うという目的と、人材や土地の確保のため。ガルツとしては、国の民を守るため、またはやられた民の怒りを鎮めるための報復行動。リテアとしては、表向きは別の国で聖女が現れ、人心が離れようとしていたことに対する対抗策。実は、難民救済のためだったけどな」

			「えーと……」

			「ま、簡単に言えば、ロシュールは大臣のロワールに上手く使われていたが、ガルツとリテアは、自国は大丈夫ですよって皆に伝えるためにも行動を起こしてたんだ。戦争になって兵士が守ってくれると、国はちゃんと自分たちを守ってくれるんだーって思うだろ？」

			「ああ、なるほど。そういうことか!!」

			「逆に、これをしないで兵士が人々を見捨てれば、この国大丈夫かなーって思うだろう？」

			「うん、思う」

			「そんなことを続けていると、この国にいたら自分の身が危ないと思い始める人たちが出てきて、国から逃げたり、国を良くしようと反乱が起きたりするんだ」

			「ああ、クラックさんたちは、これをしようとしていたんだ。リテアがダメだから」

			「うぐっ!!」

			　あ、ルルア様が胸を押さえています。

			　……まあ、今回の件はうっすら聞いた限りでは、リテア上層部の不祥事が原因ですからね。

			「さて、国を良くするなら、土地をたーくさん抱えればいいはずだが……実際には上手くいっていない。というか、大国と呼ばれる４か国以外は有象無象だ。何でだと思う？」

			「何でだろう？　大きくすれば力も強くなるんだよね？」

			「リエル、大きくなると管理も大変になるのよ。リエルも警察を手伝っているなら分かるでしょう？　部下が増えてとか、警備する場所が増えて大変にならない？」

			「あ、うん。そうだね、セラリア。最近はとても忙しいよ」

			「それが、今よりもずっと大きくなるの。連絡を取るだけでもひと苦労」

			「うわー」

			「だから、ある程度の大きさ。そうね、この４か国ぐらいの大きさが限界になるの。これ以上大きくなっても、国内で欲の皮の突っ張った奴がいきなり旗上げしたりするからね。距離があると、対応する時間も遅れる。国が広ければ広いほど、その対応は難しくなる」

			「あー、そういうことか……あれ？」

			「どうしたの？」

			「でもさー、セラリア。僕たちのコールってスキル、誰でも距離関係なく連絡できるよね？」

			「「「っつ!?」」」

			　私も含めて、リエルさんの言った言葉の意味が分かった方は驚きを隠せませんでした。

			　そうです。ユキさんに説明を受けましたが、指定保護には連絡スキルが付随しています。

			「それにさ、ゲートをユキさんに作ってもらえれば、一瞬でそのゲートを作った場所に行けるよね？」

			　リエルさんのさらなる言葉で、皆茫ぼう然ぜんとします。

			　ユキ様がいれば、今までの国の大きさの限界を越えられる。

			　連絡もできて、軍隊としての移動も最短と言っていい行動がとれる。

			「あなた、大陸を一つにした国を作れるわ!!」

			　セラリア様がそう声を上げます。

			　私も興奮しています。

			　分かるから。

			　このユキ様がいれば、いかな不正も、問題も即時に対応できる。

			　理想的な国家によって、大陸を一つに纏まとめることが可能なのです。

			「いや、落ち着け。国なんざ作るつもりはない」

			　興奮はユキ様のひと言で冷めました。

			　ああ、そういえば最初から言ってましたね。

			　こちらは、どんな理由があるのでしょうか？

		

	
		
			第85掘　丸投げ

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			「いや、落ち着け。国なんざ作るつもりはない」

			　お兄さんはそう言って、その場の興奮を抑えます。

			　いえ、醒さましたというべきでしょう。

			　最初から、お兄さんは国を作るつもりがないと言っていましたからね。

			　国の重鎮であったセラリア、ルルア、シェーラ様はいろいろ思うところがあって興奮したようですが、私はそうでもありませんでした。

			　しかし、お兄さんの考えている大陸を救う方法は思い浮かびませんし、想像もできません。

			　セラリアたちの言うように、お兄さんが王となって国を作る方が確実だと思います。

			「ユキさん、ではどうやって？」

			　エリスが、答えをお兄さんに聞きます。

			　皆も、その答えを待つようにお兄さんを見つめます。

			「では、俺の考えを披露するかね。とまあ、これもダンジョン運営の一環だと思ってくれ。意見があれば、どんどんな？」

			　そう言われて、皆頷く。

			　……お兄さんは大陸を救う手段としてダンジョンを使うようです。

			　当然ですね。この便利なモノを使わない理由はありません。

			「じゃ、さっきの戦争な。戦争はいろいろイケナイ。国力の低下、生産性の低下、労働力の低下、まあデメリットが多すぎる。ま、食い扶ぶ持ち減らしって意味もあるんだろうけどな。養えない人を減らすための戦争ってことな」

			　セラリアたちは、お兄さんの言葉で顔を歪ゆがめます。

			　なるほど。建前では国土を広げると言って、本音は国土を広げるのではなく、徴兵した人を討死させることで人口の調整をするのですか。

			　胸糞悪くなる話ですが、理解できない話ではありません。

			「戦争を率先して行う国はない。１回事を起こすだけでも、膨大な資金や資源がかかる。それは分かるな？」

			　それは当然です。

			　戦争をしている国の国民は税が重くなったり、徴兵があったり、物資も持っていかれます。

			「しかし、それでも戦争を起こす必要がある。何とか、土地を確保しようとしてな。その根こん幹かんは、今の土地だけでは国民を養えないからだ。だから、勝敗の分かりやすい結果を生む戦争という手段を取るんだ。余裕があるうちは、国同士で交こう渉しようするだろうしな」

			　なんとか交渉の段階で収めて欲しいのですが、それができれば戦争なんて起こっていませんからね。

			「まあ、大国４か国はもう利権争い、つまりどれだけ利益が得られるかに移行してるみたいだが、小国はまずは国力を上げるためにも、他所の土地を奪い取らないといけないってわけだ」

			「はい、その通りです」

			「さて、大陸を救うには、まず死人が出る戦争を起こさないようにするのが一番だと思う」

			　それが一番ですね。

			　その地で生きている人々にとっては、どの国であっても安全ならよいのです。

			「で、戦争を起こさないように、俺は各国にダンジョンのゲートを作って、物資のやり取りを簡単にしようと思う。それで、お互いの資源をお金か何かで簡単に手に入れられるようにするんだ。そうすれば、他所の土地を奪おうってことにはなりにくいだろう？」

			　お兄さんが言うことは、もっともだと思います。

			　なるほど、ダンジョンを各国に作って繋いで交易の道具として使い、争いの原因である物資の枯こ渇かつを防ごうというわけですね。

			「あなた、その考えは甘いわ。今でも小規模だけど交易はあるもの。それだけで戦争が起きないなら、もうとっくに戦争はなくなっているわ。小国も自国の収入源を確保するためにも、土地を切り取る必要がある。国の我わが儘ままと言われればそれまでだけど、人は、他人が裕福なのを黙って何もしないでい続けるのは無理なのよ」

			　セラリアの言うことも分かります。

			　他人が自分よりいい暮らしをしているなら、自分もそうなりたいと思いますし、自国が飢うえているなら、何としても良くしたいと思うものです。

			　交易があっても、賄まかなえないから戦争を起こすんです。

			「ふっふっふ……。セラリアの言うことはもっともだ。しかし、大事なことを見落としている」

			「大事なこと？」

			「そうだな、交易があっても戦争はなくならない。それはもっともだ。だが、俺は各国に交易……つまりお互い、自由に行き来できるゲートを作ると言ったんだ。この意味が分かるかな？」

			「ま、まさか……!?」

			　おや、シェーラ様が何かに気が付いたようです。

			　このシェーラ様は、背格好だけ見ると、アスリンたちよりちょっと上といったところでしょうか。しかし、先ほどからの言動を見るかぎり、とても有能な人物のようです。

			「ゲートを通じて、各国をお互いに監視させるつもりですか……」

			「当たり」

			　お兄さんが嬉しそうに笑います。

			　ええ、とっても邪悪に見えます。

			「ごめん、ユキさん。僕、分かんないよ」

			　リエルが泣きそうになって、凄すごく申し訳なさそうに言います。

			　まあ、得意分野が違うから仕方のないことですよ。

			「そうだな、リエル。今どうしても欲しいモノを横にいるトーリが持っているとして、それをトーリが譲ってくれない、または法外なお金を対価として要求してきた場合、どうする？」

			「え、あきらめる」

			「ああ、ごめん。あきらめるのはなしで」

			「それなら、トーリがいない間になんとか盗む。ああ、でもトーリにそんなことしないよ!?」

			「分かってる。私はリエルにそんなことしないし、リエルも私にやらないって信じてる」

			「だよな。盗んでしまう。これが、国同士の戦争の真実に近いかな。いや、トーリを殴ってそのモノをリエルが奪い取る感じのが近いか」

			「うへぇ……いやだね、戦争って」

			「しかし、これは当事者が２人しかいないから、俺や、他の皆もどっちが正しいのか分からない。決着がついてしまったら、何も言いようがない。じゃあ、前提を変えようか。その欲しいモノを、トーリ以外の人間がいる目の前で盗もうとリエルは思うかな？」

			「しないよ。それ、僕が悪いってばれてるよ。……ああ、そういうことなんだね。各国がそれぞれ繋がって監視し合っているのに、戦争を吹っかけたら、一気に諸外国が敵になるんだ」

			　そう、私が邪悪な笑みと言ったのは、これが原因です。

			　私たちが手を下さずとも、お互いがお互いを監視する世界。

			　たとえば、一国が交易の物資に法外な値をつけたとしても、他国で買えばいいし、その法外な値を付けた国は評判が落ちる。

			　逆に、その国に憤ふん慨がいして戦争を起こしても、他に手段があるのに短絡的な行動を起こしたと、諸外国の評判が落ちる。

			　交易をするかぎり、ある程度、物の値段は上下するようですが、一国だけが独占交易して一方的に値を吊り上げられることはないでしょう。それに、物を売る側も周りの価格に合わせて取引するでしょうから、そのうち一定の価格で収まるはずです。

			　というかゲートを使って交易するのであれば、こうした価格情報はすべて私たちが握ることになるはずです。

			　……お兄さん、恐ろしいことを考えますね。

			「リエルさんの言った通り、戦争を仕掛けた理由が私欲だと判断されるような行動をとれば、大義名分で多くの国が同盟を組んでその国を滅ぼし、利権を分けるでしょう。余程の暗あん愚ぐが国を治めていないかぎり、戦争を起こすメリットがなくなります。国がなくなる危険性を格段に上げるだけですから。誰も戦争なんてしないようになるはずです」

			　シェーラは、やはり聡明な子ですね。

			　そう感心していると、セラリアがお兄さんに疑問を挟はさみました。

			「……さすが、我が夫。と言うべきなのでしょうが、それでも国の運営に行き詰まって仕方なくなったり、お互いの主張の違いなんかで戦争は起こるわよ。そこはどうするの？」

			　ですねー、世の中、仕方なくってのが多いです。

			　まあ、それが許せる範囲かは別ですが。

			「んなのほっとけ。国民が養えなくて仕方なく戦争を起こすなら、そもそもその国の手腕の問題だ。国としての寿命か、土地がやせているのか、それとも暗愚か。そんな状態で国であろうとするのが問題。他所の国に併合されればいいだけだ。誇ほこりで飯は食えん。それと、お互いの主張の違いで戦争を始めれば、長引けば長引くほど国民が離れていくだろうな。国民も進んで死にたくなんてないだろうし、移動するゲートはあるんだ。安全な国に退避するだろうよ」

			　お兄さんの説明で、セラリアも口を開けて茫ぼう然ぜんとしています。

			　ああ、ゲートはそういう使い方もあるんですね。

			　交易ができるってことは、他の人も通れるってことです。

			「……戦争するような国には、余程の愛着がない限り人はとどまらない。……戦争をするメリットが本当にないわね。戦争すればするほど、人は、いえ安全を求める人々は離れていく。傭よう兵へいや成り上がりを目指す人は集まるでしょうが……」

			「セラリア様、それも少数でしょう。戦争を起こした時点で各国から睨にらまれます。もう勝機などはありません。……私なら、各国に要請して物資を締め上げますね。そうすれば戦争すらできないでしょうから」

			　おお、シェーラ様も恐ろしいことを言いますね。

			　物資がなければ戦争なんてできません。

			「ということだ。セラリアとシェーラが言うように、俺が国を興おこして大陸統一を目指してもいいけど、どっちがいろいろな意味で、時間や損そん耗もうが激しいか考えるとな……」

			「ユキ様の案が、一番被害が少なく済むと私は思います」

			「……私たちがロシュールやその他の国を落としても、国内を安定させるのに、とてつもない時間と労力、物資がかかるわ。それを見越して、今ある国でそのまま管理を安定させようってことね？」

			「管理とは酷ひどい言い方だな。俺は、戦争が起こらないように手を打つだけだけどな」

			「はっ、よく言うわよ。あなたの提案に乗らない国は、どう見ても他国より後れをとる。物資にしても人材にしても、情報にしても。これは、ある意味脅おどしよ。ゲートを作らなければ、国が滅びるっていう。あなたの思い通りに動かざるを得ない国のことを、管理を任せているって表現するのは間違っているかしら？」

			　お兄さんの言うことは、大陸を統一するより時間が短く、被害も少ない方法です。

			　何というか、よくもまあ、こんなこと思いつきますね。

			「セラリアは嫌か、こういうの？」

			「いえ、さすが私の夫よ。嬉しく思うわ。でも、ここのダンジョンはもう独立する必要がありそうね」

			「そうなんだよな～」

			「そうですね。セラリア様の言う通り、これからユキ様の案を通すのであれば、このダンジョンが一国の下についているという構図は不ま味ずいです。ロシュールがすべてを握っていると思われますから」

			　シェーラの表明した懸け念ねんに、セラリアも賛同します。

			「まあ、独立を認めてもらうのは、さっきの話をすればロシュールとしても大幅な利益の増加が見込めるからうまくいくでしょうけど、独立しても多少はロシュールの一部と見られそうね……」

			「そこのところは、これからの私たちの手腕ということでしょう。そうですよね、ユキ様？」

			「……あーまー、面倒ばかりですまん」

			　お兄さんはそう言って私たちに頭を下げます。

			　最初に出会った頃も、こんな感じでしたっけ？

			「ん？　何で皆、笑ってるんだ？」

			　頭を上げて私たちの様子を見て、首を傾げるお兄さん。

			「いえいえ、相変わらず。本当に変わらないですね、お兄さんは」

			　さあ、これから各国との交こう渉しようでさらに忙しくなりますね。

			　ロシュール、リテア、ガルツの三国は、もう伝つ手てが……というより、かなりの権限を持っている人が身内にいます。

			　大国４つのうち３つが繋がるなら、小国はこぞって賛同するでしょうし……おや、これって布石だったんですか？

			　と、そんなことより、これから２週間ほどは休憩日です。

			　お兄さんの子供でもこさえますか。

			　正直、そっちの方が重要度が高い私でした。

		

	
		
			落とし穴９掘　日常とお約束　前編

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　今日はいろいろ大変だった。

			　いや、こうなんというか、歴史には残せないイベントというか、定番というか、お約束というか……。

			　何を言っているのか分からないと思うから、ここに一応、日記として書き残す。

			　後の世の人が、これを喜劇と見るか悲劇と見るか、はたまた価値のないただの日々の１ページと判断するかどうかは分からない。

			　俺としては、相手さんのためにも、この記録を残すことに意味があるのだ。

			　じゃ、なんで残したか？

			　そりゃ、面白いことは残しておかないと。今後の世の中にさらなる娯楽を作らないとな。

			　ちょいとした小話ってやつだ。

			　ああ、「饅まん頭じゆう怖い」ってやつほど大した話ではないのは、俺が保証する。

			　とりあえず、読んでくれ。

			　

			　◇年○月△日　土曜日　ダンジョン内：晴れ

			　薄っすらと意識が覚醒していく。

			　寝ていたのを自覚し、そこからゆっくり覚醒していく。

			　いい加減、ダンジョンに慣れたと思っても、時折、起きて出社しないとって焦あせるときがある。

			　日本人の性なのかね？

			「んっ、んん？」

			　横で可愛かわいい声が聞こえる。

			　ああ、そう言えば今日は、セラリアと一緒に寝てたんだっけ？

			　あのルナの宣言以降、万が一、妊娠で母体や子供に問題があれば神様権限で治してくれると約束してもらったから、安心して嫁さんたちといたしているわけだ。

			　セラリアとは、これで３回目。

			　セラリアとの初夜は、約束通りに搾り取られた。

			　本人が無理してないか心配だったが、結局、朝まで繋がったままだった。

			　俺はゲッソリしたが、セラリアはツヤツヤしていた。

			　なんだろうな。お互い、いろいろ出したり消耗してるはずなのに、男だけが疲労している感じは？

			　そんなことを考えていると、セラリアの方も目を覚ます。

			　少し、動きすぎたか？

			「……おはよう、あなた」

			「おはよう、起こしたか？」

			「いいえ、自然に目が覚めただけよ」

			　そう言いつつ、俺に覆おおいかぶさるように布団の中を移動する。
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			「……えーと、今日も？」

			「当然、朝の処理もちゃんとしないとね」

			　セラリアはいたすのが好きなようで、朝も一発してから起きるのが基本になってる。

			　昨日も結構したと思うんだけどな。

			「……こんなに私の中で大きいのに、我慢なんてしなくていいのよ」

			「子供ができるのが早そうだ」

			「それは嬉しいわね。朝も回数増やそうかしら？」

			　そんなことを言いながら、結局数回して起きることになる。

			　ああ、やっぱり搾り取られてる。

			　

			「おはよう」

			　そう言って、アスリンたちと一緒に朝ご飯を宴会場に運び込む。

			「おはようございます。お兄さんも毎朝、すいませんねぇ～」

			「ま、皆にご飯作るのは苦じゃないけどな。美味おいしく食べてくれるから作り甲斐がある」

			「私も、お兄ちゃんと料理ができるから嬉しいです!!」

			「今日は、兄様が作ったお味噌汁と卵焼きです」

			「……他は魚の焼き物ね。鮭さけだっけ？　これはアスリンとフィーリアが頑張ったわ」

			「ん、ラビリスは何を作ったの？」

			　リエルがそうラビリスに聞くと、アスリンとフィーリアが炊飯器を指す。

			「ラビリスちゃんはご飯を炊いてくれたんです」

			「みんなの分全部です」

			「おお、そりゃ大変だったね、ラビリス」

			「ありがと。でも、いつまでもユキにご飯を炊かせるわけにもいかないわ。いつか、あの味に届かせてみせるわ」

			　いやー、炊飯器でご飯を炊くだけなんだが、味に違いが出るのか？

			　ま、本人がやる気なんだし、横やり入れるのは無粋だろう。

			　そんな感じで朝ご飯の準備をしていると、ルルアがやってきた。

			「だ、旦那様!!　セラリア様と朝何回もいたしたって本当ですか!?」

			　……えーと、アスリンたちも含めて、ここの皆は嫁さんなので抱いてはいますが、朝からそんな会話は……。

			「ほう、朝、お風呂で見かけましたが、セラリアがいつにもましてツヤツヤしていたのは、それが原因でしたか。で、何回したんですか、お兄さん？」

			「えー、朝は僕、したことないよ!!」

			「……スケベ」

			「あー、なるほど。道理で今日はユキさんから匂うセラリアの香りが強かったわけですか」

			「……トーリ、匂い嗅かいでるの？」

			「ち、違うよ、エリス!?　私は狼人族だから、匂いに敏感なだけで……」

			「知ってるのよ、洗濯物。ユキさんの……」

			「わー!!　わー!!」

			　なんか、荒れて来たな……。

			「お兄ちゃん、セラリアお姉ちゃんと何回したんですか？」

			「兄様!!　言ってくれれば、私も手伝いました!!」

			「……ここね、朝から元気なのは」

			「ラビリス、触るんじゃありません」

			　とりあえず、ラビリスはサキュバス族なだけあって、とても素晴らしい手腕をもっている。触られたらシャレにならん。

			　ちなみにこの３人はいたすときも一緒で、アスリンとフィーリアが先。

			　疲れて寝たアスリンたちの後に、ラビリスが朝まで相手をしてくれる。

			　というより、寝かせてくれない。

			「答えてください!!　今日はその分、量が少ない可能性があるんです!!」

			「「「！！？」」」

			　ルルアがそう言うと、皆がハッとした表情になります。

			「……それはちょっとどころか、いろいろ困りますね」

			「たくさん中に欲しいのに……」

			「……大問題」

			　えーと、俺が悪いわけじゃないのに、何か睨にらまれてるよ……。

			「だ、大丈夫。ルルアにも皆にもちゃんと頑張るから」

			「本当ですね!?　今日の夜は私とですよ。ちゃんと、たくさんたくさんしてくれるんですね!?」

			　……ルルアがとても嬉しそうだったので、無理とは言えなかった。

			　けどさ、一応、俺にも上限があるって理解してるよな？

			　ちなみにルルアは胸を使った奉仕が好きらしくて、胸を使ったことを毎回試してくる。

			　気持ちいいからいいけど、その結果、中に出す量が少なくなるのは不満じゃないのかね？

			「あら？　みんなご飯ができてるのに、なに食べないで雑談してるのかしら？」

			　ツヤツヤした顔の風呂上がりのセラリアが、自分の席につくとご飯を要求する。

			　皆、セラリアに思うところもあるだろうが、とりあえず、俺の頑張る宣言で話は決着しているので、皆も席についてご飯を食べることになった。

			「ねえ、あなたどうしたの？　少し疲れてないかしら？」

			「……そりゃ、セラリアと朝から頑張ったからな」

			「あら、ずっと寝ててもいいのよ。看病してあげるわ。下も含めてね」

			　この嫁さんはブレないね。

			　いい嫁さんだ。

			「さて、今日も１日頑張りますか」

			「「「はい」」」

			　そう言って、皆、旅館から自分の仕事場へと散っていった。

			「さて、俺たちも学校だ」

			「「はーい」」

			「……早く抱っこしてくれないかしら？」

			　いつものように、３人を抱き上げて移動を開始する。

			「……皆大きくなったか？　なんか重くなった気がする」

			「え!?」

			「兄様、ふ、太ってないですよ!?」

			「……もうちょっと言い方をかえなさい。２人とも違うわ。成長してるって意味よ。私も胸が大きくなったの」

			　いや、ラビリスの胸の成長は、俺が手伝っているようなものだしな……。

			　しかし、メロンがさらに成長か。身長はさっぱりだけどな。

			「いてっ」

			「……あら、小さいからこそいろいろ楽しめることもあるのよ」

			　そうラビリスがきつく俺に抱き着いてくる。

			「あ、ずるい」

			「私も!!」

			　残りの２人もきつく抱き着いてくる。

			「よし、そのままつかまってろよ。せーの……」

			「はやい、はやい!!」

			「さすが兄様です!!」

			「……ふふふ」

			　そうやって学校へ急ぐのであった。

			　

			　遥か先の未来にて、この話に対して意見が二つに分かれている。

			　うらやましい、爆発しろ!!

			　この男性は上手くやっている。男の鑑かがみである。

			　ま、話のタネになっているのなら、ユキにとってこの日記の意味があったのではないのだろうか？
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			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「いいか、だからこの計算は……」

			　普通に授業をやってたんだ。

			　のんびりとした日常。

			　いや、今思えば人に教える側に回るなんてな。教師役か。

			　そんな風に思いながら、今日も今日とて、皆に勉強を教えていたんだがな……。

			「先生!!　ユキ先生、大変です!!」

			　同じ職場のクラック推すい薦せんの女教師――このフレーズにエロイと思った奴、アウト。普通の職員さんです――が駆け込んできた。

			「何かありましたか？」

			　授業中に声をかけられるのは珍しい。

			　まだ午前中だし、会議の時間は昼過ぎだしな。

			「それが、シェーラ様のところに変な男が来ていまして……」

			「変な男？」

			「ええっと、ロシュールの重鎮だとかいって総合庁舎に……」

			「……重鎮ねぇ。分かりました、すぐに向かいます。こちらを頼めますか？」

			「はい、大丈夫です。よろしくお願いします」

			　そう言って、入れ替わり教室を出ていこうとすると……。

			「せんせーはお嫁さんを助けにいくの？」

			　そんな声が上がる。

			　まあ、シェーラはお姫様だし、外見も絵本に出てきそうな容姿だ。

			「おう、お嫁さんぐらい守れないとな。皆、そういうわけだ。しっかり勉強してろよ」

			「「「はーい!!」」」

			「先生、ぶっ飛ばしてくるんだろ!!」

			「さて、どうかな？　この話は明日にでもしようか、じゃあな」

			　そう言って教室を飛び出ると子供たちの歓声が沸く。

			「シェーラ様って、お姫様だったよね？」

			「うん、ガルツのお姫様なんだって」

			「やっぱ、先生は英雄なんだよ。こう、ばーっと助けてくるんだ!!」

			「セラリア先生も助けてもらったって言ってたよね？」

			「そうです!!　兄様は凄すごいんです!!」

			「お兄ちゃんは王子様なんです!!」

			「……あらあら、皆の理想がとてつもないことになってるわね」

			　まあ、どったんばったんと暴れるようなことはないんだけどな。

			　こう、悪巧みタイプなんだ。

			　ちなみに、シェーラは基本、学校には通わず、普段は庁舎で会計の手伝いをしている。

			　本人が役に立ちたいというので、本格的に働いてもらっているのだ。

			　キルエから、

			「本来は、あのように誰かの役に立ちたかったのですが、本国では他の王子様、王女様の手前、大人しくするしかなかったのです。よろしければ、姫様の思うままにさせてあげてください」

			　と言われては止める理由もないが、嫁さんの１人なので無理はしないように言っておいた。

			　……うん、それはいいとしてロシュールの重鎮がシェーラとどう関係してるんだ？

			　というより、ロシュール貴族は全会一致で俺にお姫様を押し付ける方向に決めたんじゃないのか？

			　そんなことを考えつつ、帰還の指輪でさっさと庁舎に転移する。

			　なんで、わざわざ教室を飛び出したかって？

			　なんとなく演出ってやつです。

			　子供の夢を守るため。

			　マスコット人形の中には人はいないんです。夢が詰まってるんです。

			「あ、お兄さん。来てくれたんですね」

			「ラッツも来てたのか？」

			「ええ、会計を手伝ってくれるシェーラ様に呼ばれたんで……」

			　ああ、会計の取り締まりはラッツだもんな。

			　シェーラは部下という扱いになるわけだ。

			「で、いったい何があったんだ？」

			「いえ、意味不明なんですよ。一昨日来た視察の人たちなんですけどね。今日、シェーラ様と会ってから……」

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ（回想）

			「はい、今日もしっかり働きましょう。では、挨拶から」

			　私はそう言って、各店舗の店長を集めます。

			　今のスーパーラッツでは、日常の光景。

			　露天風呂や闘技場や各娯楽施設の売店、冒険者区の武具道具店の稼働を開始して店舗数が増えると、私が１か所に勤めることは不可能になりました。

			　店長を選出し、それを纏まとめる商業役所ができたくらいです。

			　国営ですから、公務員とか言ってましたね、お兄さんは。

			「「「おはようございます。　いらっしゃいませ。　少々お待ちください。　お待たせいたしました。　申し訳ございません。　ありがとうございました。　また、お越しください」」」

			　各店長の声が響きます。

			　毎朝こうやって集まってはミーティングをして、何か問題がないかしっかり調べています。

			　なお、ここの店長たちは、ロシュールからの３００人の移民の人々なので、ダンジョン内では古参にあたります。

			　ちゃんと成長して役に立っている彼らを見ると、私でもちゃんとできるんだなーと驚いてしまいます。

			　ただの、旅商人兼冒険者がえらいところまで来たもんです。

			「では、いつもの通り、昨日の売り上げ……」

			　皆が報告をしていきます。

			『ピー、ピー』

			　その最中、突然、コールがかかりました。

			　朝っぱらから何でしょうか？

			「すいません。私はコールに出るんで、引き続きやっててください」

			「「「はい」」」

			　会議室を出て、コールを取る。

			『す、すいません。ラッツさん。た、助けてください!!』

			「は、シェーラですよね？　いったいどうしたんですか？」

			『な、何か変な男の人が……』

			『おお、なんと美しい!!　是非私の妻になってはくれまいか!!』

			　……あ？

			　変ですね。

			　つーか、会計を任せているシェーラ様は庁舎にいるはずです。

			　つまり、不審人物は入れないはずなのですが……。

			「分かりました。すぐにそちらに向かいます」

			　そして、会議をしている店長にひと言いって、すぐに抜け出してきたのですが……。

			「おお、兎人族の君も美しい!!　どうやらこの視察は、私に妻を見つけてこいとの神のお告げだったのか!!」

			　頭痛い。

			　えーと、シェーラ様を庇かばっているキルエさん。

			　彼女も相当な実力を持っていたはずです。

			　このダンジョンでさらにレベリングしてけた違いになっているのに、その変な男には手を上げていません。

			　ということは、それなりの身分の人ですか？

			「えーと、すいませんが、どなたかお聞きしても？」

			「これはすまない。私はロシュール国、ラブルセ領を拝領しているラブルセ公爵が長男、ジャーマ・ラブルセだ。今回、王の指示でこのダンジョンの視察に訪れた次第」

			「はぁ、これはどうもご丁寧に……。で、シェーラ様に求婚とは、いったいどういった意思で？　シェーラ様はすでに、ユキさ……ユキ侯爵の妻となっているのですが？」

			　妙に丁寧で、乱暴や横暴な行動がないので、実力で排除はしにくいですね……。

			　しかし、公爵ですか。

			　ユキさんより上の身分の子息。面倒ですねー。

			「それは聞いています。しかし、シェーラ様は厄やつ介かい払い当然の扱い!!　いえ、このダンジョンが悪いわけではないのです。むしろ素晴らしい!!　だが、ここに連れてこられた理由は、厄介払いもいいところ。そのような扱いを受けている姫がいると知って様子を窺うかがった次第だが、なんと可か憐れんで美しいことか!!　これは運命!!　姫を救って幸せにしろとの神の啓示!!　是非我が妻となって我が領ですごしましょう。ラブルセは王都も近く、決して不自由はさせませぬ」

			　一気にまくしたてます。

			　うおー、変だ、変な男だ。

			「そして、兎人族の君!!　名前を伺うかがってよろしいか？」

			「え、ええ。ラッツと申します」

			「ああ、ラッツ。君も是非、私の妻に!!　決して不自由はさせない。私は人に差などないと思うのだ。貴族は人々を守るために立ち上がった。それもまた、ただの人だったのだ。だから君が庶民でも、私は差別なんてしない!!　どうだろうか？」

			「は、はぁ……。あ、いえ。ここでの職務もありますし……私も既婚者でして……」

			　何でしょう……これがユキさんと会う前なら、目を輝かせてこの人の妻になっていたのでしょうか……。

			　うゎ……ないわ。

			　いえ、悪い人ではないのですが……こう寒気がね……。

			「ラッツやシェーラ様を働かせるとは、何て酷ひどい夫たちだ!!　君たちは子を産み育てるという大事な仕事があるのに、このような重労働を……!!」

			　いえ、私たちの夫は同じ人ですから「たち」ではないですよ。

			　あと、減点です。

			　私たちは望んで働いているのですから。

			「ねえ、ラッツ。ちょっとこの前の会計なんだけど……」

			「ああ、エルフ族の君もなんて美しいんだ!!」

			「うひゃっ!?」

			　そうやって、エリスにも同じように求婚する変な男。

			　けど、何というか真面目なんで、無下にできないと言いますか……。

			「ちょ、ちょっとラッツ!?　この人は!?」

			「ごめん、エリス。少し相手をしててください」

			　そう言ってエリスに丸投げして、シェーラと相談します。

			「どうしましょうか？　セラリアを呼ぶのが一番効果的だと思いますが……」

			「いえ、それは不ま味ずいです。セラリア様の性格だと、物理的に排除してしまいそうです」

			「ああ……」

			「曲がりなりにも、無理やりではなく普通……ではないですが、真っ向からの求婚です。一度しっかり断って、あきらめてもらいましょう。それで無理なら、ユキ様に来ていただいて説得してもらいましょう」

			「……あくまでも、セラリア様は最終手段というわけですね？」

			「はい、あの人の首が物理的に飛びかねません」

			　そうやって、当事者の方を見ると、エリスの手の甲にキスをして……。

			「どうか私の妻になってはくれまいか？」

			「は？　お断りします。私はすでに結婚しています」

			　エリスがバッサリ言ってしまいます。

			　ああ、エルフ族は結構潔癖性のきらいがありましたね。

			　お兄さんひと筋なんですから……。

			「なんと!?　君も!?　なんて職場だ、妻を働かせるとは!!　その旦那は甲斐性なしだな。私なら不自由などさせないのに!!」

			「「「っつ!?」」」

			　その場にいた全員がイラっとしました。

			　まあ、お兄さんが甲斐性なしとか言われてイラっとこない妻がいたら、私たちで説教ですね。

			「すいません。シェーラ様、ラッツ様、エリス様、あの男、ヤッテいいですか？」

			　キルエの目がすわってます。

			「ま、待って、落ち着いて。そんなことをすればユキ様に迷惑がかかります!!」

			「……しかし、シェーラ様……」

			「そ、そうです。私たちも我慢できますから、キルエさんも落ち着いて」

			「そうそう。お兄さんは笑っているキルエさんが好きって言ってましたし、落ち着いて」

			「そ、そうですか。ユキ様が……」

			　こりゃ、やべーですね。

			　あの男がいらないこと言う前になんとかしないと、私たちで首を飛ばしそうです。

			「分かった、君たちの夫を呼んでくれ!!　ちゃんと説明して納得させよう!!　そして、心置きなく私の妻となってくれ!!」

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　えー、何それ。

			　どこかのお坊ちゃんイベント？

			　しかし、少し毛色が違くね？

			　やりにくいわー……。

			「で、そのロシュールの重鎮は応接室に通しています」

			「……それを俺に何とかしろと？」

			「はい、私たちが対応すると殺しかねないので」

			　……愛が重い。
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			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「あー、ども」

			「なんだい、君は？」

			「いえ、一応、ここの代表のユキと言いまして……」

			「ああ、君がユキ侯爵か。お初にお目にかかる。私はジャーマ・ラブルセ。今回視察に来た一団の中の１人だ」

			　なんとも、対応は普通だ。

			　いや、息子だから、こいつ自身は公爵でもなんでもないんだがな。

			　まあ、次期当主って感じで振る舞ってるんだろうな。

			　セラリアに知られたら、血の雨が降りそうだな……。

			「はあ。で、シェーラのことで何か用事とか？」

			「ああ、そうだ。君はシェーラ姫を労働力として扱い、厄やつ介かい者扱いしているね」

			「いえ、それはほん……」

			「君はシェーラ姫を預けられた理由を分かっていない!!　姫をあのように扱えば、きっと抗議がくる。それでは本末転倒なんだ。分かるかい？　彼女は大事に扱われないといけないんだ。王が君を信頼して預けたらしいが、これではダメだ。君は私に姫を預けたまえ」

			「えーと、ジャーマさんに姫を渡せばどうなると？」

			「君は姫を扱う重荷から解放され、私は姫を自領で大切に扱い、ロシュール、ガルツからの覚えがめでたくなる。ほら、どっちも得だろう？」

			　あー、何というべきか。表情報だけをしっかり聞いているタイプか。

			　なるほど、これならセラリアの夫である俺に強く出られるわけだ。

			　重荷をこちらが引き受けてやるんだから感謝しろと。

			　ま、どれほどラブルセ領が凄すごいかは知らないが、ロシュール王都とそれなりの交流があるのだろう。

			　そこでシェーラを受け入れれば、ロシュール国内の偵てい察さつというシェーラの当初の目的は果たせるし、ロシュール側はまあ嫌だろうが、王都じゃないから良しとして評価も上がるだろう。

			　ダンジョン側を非難する格好の理由としてもいい。

			　が、想定している前提が違う。

			　シェーラ本人は行きたがってないし、俺たちも邪魔だなんて思っていない。

			「いえ、申し訳ないのですが、シェーラは望んで仕事をしていて、夫婦仲も悪くないので遠慮します」

			「は？」

			　あらら、断られるとは思ってなかったのね。

			「ちょっと待ってくれ。今、断ると聞こえたのだが？」

			「ええ、断ります。しかも、この件は王から直々に賜たまわった褒ほう美びでもあるのです。それを、まだ公爵の位を譲ってももらっていない、無名の貴方に譲ったとあっては大問題です。お分かりで？」

			「私が無名？　私はラブルセの長男で次期……」

			「今は、ただのご子息ですね。正直、公爵である貴方のお父上の教育を疑問視しなければいけないのですが」

			「父上の何が疑問なのだ!!」

			「人の妻を横から掻かっ攫さらおうという心根ですよ。セラリアやロシュール王に報告してもよいので？　お家が傾きかねませんが？　おや、まさかお父上の提案とは言いませんよね？　それなら反逆罪もいいところだ」

			「ぐっ……!?」

			　ふむ、自分が無茶を言っているのは理解できてるのか。

			「まあ、シェーラは美人ですからね。そう言う気持ちも分からなくはないです。ですから、今回は見なかったことにしましょう。若気の至りということで」

			「……本当に、シェーラ姫がここでの生活を望んでいるのだな？」

			「ええ、そうですよ。シェーラ、入っておいで」

			「はい、ユキ様」

			　そう言うと、部屋の外で控えていたシェーラが入ってくる。

			　俺の横にストンと座る。

			「ジャーマ殿、私はこのダンジョンで望んで仕事をしていますし、ユキ様の妻で嬉しく思っております。お心遣いはありがたいですが、特に厄やつ介かい者とも扱われていませんし、むしろここに来てよかったと思うくらいです」

			「そう……ですか……」

			　ジャーマは、そう言ってがっくりと肩を落とす。

			「納得してもらえましたか？」

			「……ええ、申し訳ない。ユキ侯爵、今回の件、貴方の言った通りに穏便にお願いできるか？」

			「まあ、仕方ないでしょう。この件はココだけの話ということで。さて、他の視察の皆さんも、突然、ジャーマさんがいなくなって驚いているでしょう。戻って安心させてあげてください」

			　そう言って扉を開くと、ラッツとエリスが室内の様子を窺うかがうようにして立っていた。

			「おおっ!!　そう言えば君たちの夫はまだかい？　シェーラ姫は残念だったが、君たちが来てくれるなら、それも些細なことだ」

			　おいおい、シェーラの前でそれを言うか？

			「……ユキ様、もう、この失礼な男コロシテイイデスカ？」

			「落ち着け。キルエはマジになるからな。キルエ、冗談だ。軍用ナイフをしまえ」

			「……はい」

			　ラッツとエリスも、いい加減切れそうだ。

			「私はオマケではありません!!　ふざけないでください!!」

			「……まあ、そろそろ口を閉じてくださいな。私たちの夫にぶちのめしてもらいますよ？」

			「何をそんなに怒っているんだい？」

			　あ、ダメだこいつ、空気読めてねえ。

			「私たちの夫は、そこにいるユキ侯爵です」

			「だから、いい加減にやめてください。セラリアを呼びますよ？」

			「は、君たちの夫がユキ侯爵？　な、何でだ!?　僕の方がずっと凄すごいだろう!?　どうして、こんな男に君たちみたいな女性が集まるんだ、あり得ない!!」

			　とうとう理解の範疇を超えたか。

			　お前、自分では何もしてないじゃん。

			　ま、俺がイケメンかと言われればノーだが、積み重ねがあるかな。

			「あ、もうダメです」

			　ラッツが笑顔でそう言う。

			「どこからどう見ても、ユキさんの方が上です」

			　エリスは無表情で男に圧力をかける。

			「ユキ様、申し訳ございません。妻として、夫への暴言を見逃すわけにはいきません。そうよね、キルエ？」

			「シェーラ様の言う通りでございます」

			　シェーラとキルエも臨戦態勢。

			「な、何だ!?　君たちどうし……」

			　結果、ジャーマは視察の残りの日々を病院のベット上で過ごす羽目になった。

			　ちなみに、病院でもギャーギャー言っていたせいで今回の件がセラリアの耳に入り、さらなる地獄を見たとか。

			　この話は後に、「人の嫁に手を出すな」という定番の話として語り継がれることになる。

			　さらに、このジャーマも定番のお邪魔虫役として、キャラクターが固定化され、あらゆる物語で足あし蹴げにされている。

			「何だかな……南無」

		

	
		
			第86掘　晩酌

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　今日はロシュール王との晩ばん餐さん会かい、いや、晩飯のあとでお酒に付き合えと言われた。

			　王が視察に来て、はや５日。

			　冒険者ギルドのグランドマスターとの会見もすませ、ダンジョンの視察もほぼ終わった。

			　あとは、のんびりダンジョン生活を満まん喫きつしてもらうだけだ。

			「婿むこ殿どの、これは？」

			「ああ、強いお酒です。大丈夫ですか？」

			「確かに、見るからに強そうな酒だな」

			「そりゃ、ブランデーですからね。ワインをさらに蒸留して樽に付け込んだ物で……。そうですね。ワインの５倍はキツイと思いますよ。アルコール度は55％ですから」

			「55か……ふふふ」

			　ロシュール王はそう言って、グラスの中の琥こ珀はく色の酒を見て笑う。

			「何か問題でも？」

			「いや、酔いの成分のことか？　感覚でしか分からないその量を的確に言う。婿殿はさすが異世界人でいらっしゃる」

			「……いつからお気づきで？」

			「いやぁ、そうだのう。ダンジョンに人を住まわせる、と言った時からかの」

			「それで、少し違和感を持ったってところですか」

			「ああ、決め手はこのダンジョンに来てからじゃな。どう見ても、昔から知られている異世界人の特徴に似ておる。民に政権を委ゆだねるところが特にな。まあ、文献にある方法とは違って、かなり現実的なやり方をしておるみたいだが」

			　なるほどな。カマをかけたというより、むしろ確信があってのことか。

			　特に隠す理由もないから答えたけど、となると……。

			「では、やっぱり今回のお姫様……シェーラの件は、俺たちに渡すつもりでしたね？　真意は俺に役立てろと」

			「ふ、いや。わしではアレを上手く使えん。お前さんほど身も軽くないのでのう。１日でも行方をくらませれば大騒動よ」

			　そういって、満面の笑みを見せる。

			　どこかの悪ガキみたいだ。

			「ぷっ。そりゃ、王様だしな」

			「まあ、このダンジョンの様子を見てから考えるつもりだったのだがな。初日で、もうお前さんに任せてよいと思ってしまったわ」

			　そう言って、ブランデーを飲む。

			「……っく～!!　強いのう」

			「でも、美味うまいだろう？」

			「うむ」

			　俺が、空になったグラスに氷とブランデーをまた注ぐ。

			「……異世界人。多くは救世主と呼ばれ、数多あまたの奇跡をこの大陸に残してきた。最初は偶然なのやもしれんが、今では異世界人を意図的に呼ぶ、異世界召しよう喚かんなどというバカげた誘拐行為を行っている国も多々ある」

			「……だろうな」

			「わしもな、昔、若造の頃、冒険者として暴れたもんじゃ。継承権は第５位での。基本、気楽じゃった。その冒険者稼業でな、１人の男と出会ったんじゃよ。わしを王族と知っても徹底的に扱しごき上げた異世界人がな」

			　ロシュール王は、グラスを傾けながら遠い昔を思い出して語る。

			「不思議な武器を持った黒髪の男じゃった。今のセラリアが持つ武器と同じ刀と言うやつでな。魔力の欠片も感じないのに、魔剣持ちの剣士を剣ごと切り裂くほどの腕前での。よく鍛きたえてもらったわ」

			「……その人が異世界人だと？」

			「その通りじゃ。上かみ泉いずみ信のぶ綱つなとか言ってたの」

			「ぶっほ……っつ。げほっ、げほっ!?」

			「大丈夫か？　知ってる名前か？　お主の友人か？」

			　いや、知ってるも何も、その人、剣聖じゃねーか!?

			　本人かは知らないけど。

			「おかげでな。わしは剣術レベル５という前人未到の技量を身に付けた」

			　あ、本物だ。

			　あの人、教えるのも上手かったらしいし。

			「その、上泉って人は、特に異世界人らしくなかったんじゃないか？」

			「ん？　おお、よく分かったのう。お主みたいな服ではなく……そうさの、浴衣ゆかただったか、あれに近い服を着ておったぞ？　本人は、自分のことをただの修業者だと言っておった」

			「歳はいくつぐらいで？」

			「ああ、見た目は20代後半ってとこでの。本人は天寿を全うしたが若返ったと言っておったのう。わしは冗談かと思っておったわ」

			　……うわー、剣聖が天寿全うして若返ってこっちに来たって？

			　チートじゃねーか。

			「で、その上泉師匠とは知り合いなのか？　師は剣術ですべてを薙なぎ払うツワモノであったわ。彼のことを知っているのなら、是非、少しでも教えて欲しいものだ」

			　おうおう、そりゃそーだろうよ。

			「そうだな。俺の世界……いや、俺のいた国で『剣聖』って言われるほどの人だったよ。確か５００～６００年前の人だ」

			「剣の聖か……納得じゃ。あれは剣聖じゃった。師が木の棒を握れば、手も足も出んかった」

			「そりゃ、剣術レベル計測不能だったろうよ……」

			「よく知っとるのう。一度見せてもらったのじゃが、レベルが３００超えで剣術スキルに至っては無限と書いてあったわ」

			　……おい、ルナ。表記ルールはどうなってる。

			　いや、上泉信綱なら納得だが。

			「と、話がずれたのう。で、異世界人である婿むこ殿どのになぜという話じゃな？」

			「ああ、なんでダンジョンマスターでもある異物に、そんな支援を？」

			「そうじゃのう。婿殿を見て、師を思い出しての。ちょっとした恩返しというわけじゃ。いつか同郷の人間に会ったときには、少しばかり手助けをしてやってくれと頼まれておってな」

			「少しばかりじゃないがな」

			「はっはっはっは。心配はいらんさ、その褒賞に見合う成果もあげておる。それに道を探求しておった師とは違って、お主はいろいろ面白そうでのう。ここのダンジョンがいい例じゃ。縛しばり上げる方が、どうかしておるわ」

			　とんだ食わせ物じゃねーか。やっぱり王様ってのは伊達じゃねーな。

			「……婿殿は、ダンジョンに街を作ることや他国と関係を結ぶだけが、目的じゃなかろう？」

			「いや、暮らしを良くするためにしてるだけだからな」

			「はっはっはっは。そういうことにしておこう。いずれ、本音を話してくれることを願う」

			「……今は、まだ早すぎる。時期が来ればな」

			「そうか……。うむ、美味うまい」

			　カランと氷がグラスに当たって音が響く。

			「娘を、セラリアをよろしく頼む」

			　そう言って、ロシュール王が深く頭を下げた。

			「いい娘さんだよ」

			「ありがとう」

			　いい顔で笑う、男２人。

			　傍はたから見たらどうなんだろうな。

			「……どうする？　コールで連絡はできるが、いっそのこと城をダンジョン化して、安全を図ってもいいんだが」

			「……ふ、気持ちはありがたいが、それは遠慮しておく。わしは最後までこの大陸の住人でありたいのだよ。婿殿には理解できない拘こだわりなのかもしれないが……」

			「いや、分かる……って言ってもあれだな。人それぞれだ。何も悪いことじゃないし、それが生き様ってやつだろう？」

			　肯定も否定もしない俺の言葉に、王はただ頷いて酒を飲む。

			「そうさな。孫の顔を見るぐらいまでは何とか生きるつもりじゃが、そこら辺はどうだ？」

			「ん、積極的で大変だよ」

			「くっ、くははは!!　あのセラリアがな。ちょっと扱しごきすぎたせいで女傑になったんで心配しておったが、大丈夫のようだな」

			「なんだ、あの性格は母親譲りかと思ったんだが？」

			「いや、それで間違いはない。アーリアとセラリアの母が一緒で、エルジュが別じゃ」

			「ああ、それは本人から聞いたよ」

			「どちらも冒険者時代に組んでいた仲間でな。アーリアとセラリアの母は、わしもかくやというぐらいの剣と魔術の使い手じゃった。エルジュの母親はチームの回復役でのう」

			「まんまだな」

			「ああ、よい妻であったよ。妻同士仲も悪くなくてな。娘たちにとっても、どっちも大事な母親であった。残念かな、流は行やり病でコロリよ。セラリアは当時幼くてな。わしが政務にかかり切りで母を蔑ないがしろにしたのを、今でも納得できていない。わしの代わりに、面倒をみてくれたエルジュの母にべったりじゃったが、彼女もエルジュを産んで体を悪くしてのう」

			「……そうか」

			「どうも、男手一つで育てるのは大変だ。セラリアは最悪、一生独身かと思ったぐらいじゃ。今回のことは感謝しとるよ」

			「娘を掻かっ攫さらったのにか？」

			「子供が巣立つのは寂しいが、大きく羽ばたくのも見たい……という感じじゃ」

			　そうやって、また静かに飲む時間が続く。

			「ああ、ひとついいかの？」

			「なんだ？」

			「今さらじゃが、息子が欲しかったが、男は生まれなくてな。それで、あきらめた夢があるのじゃよ」

			「それは？」

			「息子と酒を酌くみ交わすことよ」

			「もう飲んでるがな」

			「ああ、だから今さらじゃよ」

			　そう言って、グラスをこちらに差し出す。

			「「乾杯」」

			　チンと、グラスがぶつかり合う音がする。

			　夜は、まだまだこれからだ。

		

	
		
			第87掘　今後の予定を話し合う

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　さて、セラリアやシェーラが言う通り、今後、このダンジョンを数多あまたの他国と繋げるのであれば、ロシュールの領土の一部と認識されるのは確かに他の国のことを考えると、避けたいところだ。

			　だが、独立するのは本格的に動き出してからだ。

			「というわけだ。ロシュールから独立しようにも、いまだ何も成果がないんじゃ独立しようがないし、認められない」

			「は？　さっさと宣言して、攻めてくるなら返り討ちにすればいいだけじゃない」

			　相変わらず物騒なことを言うな、セラリアは。

			「セラリア様、ユキ様は血の流れない方法を模索しているのです。私たちが協力しないでどうしましょう」

			「シェーラ、冗談よ。といっても独立が認められるって余程じゃないと無理よ？　いっそ、私たちの背後にリリーシュ様とその上のルナがいるのを教えればいいんじゃないかしら？」

			「無理です。いえ、私の父であるガルツ王やロシュール王はそれで納得しましょうが、家臣全員がリリーシュ様を本物と認めるわけがありません」

			「そうなのよね。説得ができても身内まで。家臣にまで神様云々のことを言えば、リテアがまた傾く。何かこう、いい解決策はないのかしらね」

			　そうやって、お姫様２人がうんうん考えていると……。

			「というかさ、独立ってどうやって認められるの？　僕はそこら辺良く知らないんだけど」

			　リエルがそうつぶやく。

			　まあ、そりゃそうだよな。

			　どうやって国から離れて、独自に国を起こしたらいいのかなんて分からないもんな。

			　ま、俺もこの大陸の独立に関するルールは知らないし。

			「そうねぇ。普通なら大武ぶ勲くんを収めたりすると、落とした敵の領地をもらってそのまま国を名乗ることが許されるわね」

			「あとは、そうですね。大規模な開拓の末、その成果を認められて、独立できたりします」

			「ま、その実、厄やつ介かいな土地を押し付けただけなんだけどね。前者は敵国だったわけだから、領民は自国に不満たっぷり。後者は、その後も面倒な開拓作業をしなければいけないっていうね。独立国になれば、国の立て直し費用とか開拓費用もその独立国任せになるわけ」

			「み、身も蓋ふたもない言い方をしますね。ですがセラリア様の言う通り、自国では手を出したくないという理由で、独立を認めるわけです」

			　なるほどな。独立を認めるからあとは勝手にやってくれ、けど、交易とかでは仲良くしようなって感じか。

			「えーと、ここはどうなの？」

			「そうね。普通ならダンジョンは厄介な土地として認識されているし、独立してもさほど問題はなかったでしょうが……」

			「ここの有用性を証明してしまいましたからね。ダンジョンが厄介なものではなく、数多あまたの宝を生む宝物庫であることを」

			「ロシュールの重鎮は、ここを手放すのを嫌がるでしょうね」

			「はい、そうだと思います。セラリア様が条件をつけたので、５年は納税免除になっています。しかし、５年後の納税時には、大量の税をかけてくるはずです」

			　でしょうな。

			　狭せまい視野で見れば、ロシュールがこのダンジョンを独占すれば、ここで作られる商品や、ダンジョンを使用した簡易移動などに利用料も取れるし、いろいろと稼ぎ放題なのだから。

			　全体的に見れば、それをやると他国から大ヒンシュクを買いかねないけどな。

			　それが原因で、攻め込まれるかもしれないし。

			「……う――ん。話を聞くと、どうやっても僕たちが独立するのは無理なんじゃない？」

			　リエルが頭をひねりながら、そう口に出す。

			　まあ、現状じゃな。

			「セラリアとシェーラの話で、とりあえず何か成果を上げないことには独立もなにもないことが分かっただろ？」

			「ええ、それは分かりましたが……何をすればいいのでしょうか？」

			「ですね。ユキさんのおかげで、私は冒険者ギルドの管理者にまでなりましたが……ここからのことはさっぱりです。グランドマスターに聞いてみますか？」

			　エリスとミリーもお手上げのようで、首を傾げている。

			「そこは心配するな。俺も考えている」

			「へぇ？　聞かせてもらえないかしら？」

			「ユキ様、どのような方法でしょうか？」

			　セラリアとシェーラも興味があるのか。まあ、隠すようなことでもないしいいか。

			「俺の予想では、ルルアのリテア、シェーラのガルツ、この二国と協力することで、このダンジョン街は独立国家として認められると思う」

			　俺がそう言うと、考え込んでいたルルアがポツリとつぶやく。

			「なるほど。両国がすでにこのダンジョンを知っている事実を大声で喧けん伝でんし、なおかつ、ここの利益をロシュールへ集中するのを防ぐ。二国としては、このダンジョンが独立してくれれば、私たちを通して交こう渉しようがしやすいし、ロシュールを通さなくていいからやりやすい」

			「そういうことだな。ロシュールとしては、二国が声高々にこのダンジョンの独立を認めると言うなかで一国だけ拒否しても、お金に目が眩くらんだと悪評がつくし、下手をすれば今結んでいる同盟に亀裂が入りかねない。

			　ダンジョンは、まだ交易で利益を出していない状況だ。いくら金の成る木に見えようが、実績がないから大半は独立を認める方向に流れる。これが、俺たちがすでに大々的に国を相手に交易をして利益を出していたら、反対派も多かっただろうけどな」

			　セラリアとシェーラも納得したように頷く。

			「大国ならではってところね」

			「そうですね。小国ならば意地でも手放さないでしょう。これは上手く大国を利用したやり方だと思います」

			　皆も一応話が理解できたのか静かになっている。

			「うーん、つまり、これからリテアとガルツにお願いに行くってこと？」

			　リエルが、めいっぱい頭を働かせて答える。

			「そうだな。これからリテアやガルツに、独立したいから手助けしてくれってお願いしに行くことになる」

			「そうですね。ま、もっともリテアに関しては、ただ話をしに行くという形をとるだけでしょうけど。アルシュテール様とはコールでいつでもお話しできますし、リテアにとってもダンジョンの件は、ロシュールが絡んでくるのはなかなか面倒みたいですし」

			　ルルアがリテアの方は問題なしと分析する。

			　アルシュテールとは知り合いだしな。いろいろ貸しもあるから、嫌とは言わないだろう。

			　むしろ得が多いから、何かもらえるんじゃないかな？

			「……ということは、ユキ様。一番の問題は、私のガルツとの交こう渉しようですね？」

			　シェーラが俺を真剣に見つめて問いかけてくる。

			「ああ。シェーラには、近々ガルツに戻ってもらい、このダンジョンのことを話して独立援助の約束をしてもらう。その後、ガルツの地下にダンジョンを作り、ゲートで直接ココと結ぶ」

			「ちょ、ちょっとお待ちください。旦那様、シェーラ様はご結婚してまだいくばく。それを、いきなりガルツへ使者として遣わすなどと……」

			　キルエが慌てて話を止めに入る。

			　まあ、嫁に送った娘が数か月もしないうちに戻って来たら、送り返されたと思うよな。

			「それは分からないでもないけど、これは時間との勝負だ。下手に時間を空けると、ロシュールがごねてくる。なるべく早い約束と協力が欲しい。別に夫婦仲は悪くないし、疑われても平気だしな」

			「ええ、キルエ、心配は無用です。これは、ユキ様が大陸を救うための布石。妻である私が、なぜ嫌と言いましょう。そして、仰おつしやる通り私とユキ様はちゃんと愛し合っております。向こうで疑われれば、事実を知っているキルエがそう言えばいいですし、私が医者の診断を受けて、生き娘むすめではないことを証明してもよいでしょう」

			　シェーラが自信をもってそう言う。

			　あ、ちなみに、シェーラとの夜は基本一対一だが、最近ではアスリンたちが混ざってくることもある。

			　ラビリスと同じように、アスリンとフィーリアの姉のような感じで仲睦むつまじいのはいいが、夜も一緒に過ごすのは仲が良すぎる気がしないでもない。

			「今回の件は、俺もダミー……ドッペルでガルツに赴おもむく。シェーラとキルエも、ドッペルゲンガーの使い方を覚えるのにちょうどいいだろう。とまあ予定を話したが、ダンジョンの評定が思った以上に長引いているし、ロシュールからの視察もある。それをこなしてからの話だ」

			「なんだ。とりあえずは、いつも通りということですね」

			「ユキさんも本物……体はこっちに置いていくみたいですし……」

			「お、お兄ちゃんの体は任せてくだしゃい!!」

			「兄様の体は責任もってわたしゅが面倒みます!!」

			「……くすっ」

			　あれ、なんか女性陣の目が変わった気がする。

			　いくらリリーシュが、

			「複数の女性相手ではさすがに持たないでしょうから、精力増強とかその他諸々の加護をしておきますね」

			　とか言って夜の戦闘用スキルばかり付与してくれても、このままでは……。

			「……えーと、俺の意識があるうちに……」

			「大丈夫です!!　お兄ちゃんが寝ていても、私たちは気持ちいいんです!!」

			「です!!　兄様はいっつも動いてくれるから私たちの番です!!」

			「……ふふふふふ」

			　……うん。なんか国との交こう渉しようよりこっちのが大変そうだ。

		

	
		
			第88掘　ダンジョン評定結果

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　今日は、いよいよダンジョンの評定結果の発表ということだ。

			　これで、ひと段落して、ガルツとの交渉へ動ける。

			「さて、代表の皆さま方、集まってもらってすまない。昨日、ようやくダンジョンの評定がすんだんじゃよ」

			　俺の目の前には冒険者ギルドの大ボス、グランドマスターの爺さんが立っていた。

			「予定を大幅に超えて３週間近くも時間を取ってしまったこと、まことに申し訳ない」

			　深々と頭を下げるグランドマスター。

			「いえ、それは構いませんが、問題でもあったのですか？」

			　エリスはどうやら、ダンジョンの不備を気にしているようだ。

			　まあ、２週間も予定をオーバーすれば気になるよな。

			「いや、問題は特になかった。提示された情報に狂いがないかの確認に時間がかかったんじゃ。本来、ダンジョン情報は探り探りで手に入るもの。ダンジョン情報は、ある意味資産なのじゃよ。それが、初めからちゃんとある。そして、それが正しいかどうかを確認したわけじゃ」

			「なるほど。私たちの情報通りかということと、想定外の事態が起きないかということですか？」

			「そうじゃ。ダンジョンの情報は間違いないとは思っていたが、下層の強力な魔物が上層に来たりしていないかなどは確認せんとのう」

			　確かに必要な作業だな。

			「まあ、最初の１週間で冒険者チームを選別して、その後確認をさせたので、数が少なくなった分、時間がかかったんじゃがの」

			　ちなみに、コボルトに返り討ちにあったチームは、１週間でお帰りコースだったようだ。

			　トーリとリエルの知り合いのオーヴィクたちは、問題なく突破したらしい。

			「とりあえず、細かい評定結果は、この……紙に纏まとめておる。わしからは簡単に結論だけをな……」

			　そこでグランドマスターが、いったん言葉を切る。

			　皆が多少緊張した雰囲気になった。

			「……問題なしじゃ。前代未聞じゃが、最奥のダンジョンコアまでギルド職員および、調査冒険者たちによって下確認もできた。そして、情報通りの場所に魔物も生息しておる。まったくありがたい限りじゃ。どうか代表の方々、これからも良きお付き合いを」

			　グランドマスターが、そう言ってほほ笑む。

			　ワッ、とみんなから歓声があがる。

			「ほっほっほ。喜んでくれて何よりじゃ。して、一般への公開はいつからにする予定なのかの？」

			「ああ、それはですね。こちらの彼女のことはご存じで？」

			　そう言って、シェーラを俺の横へと招き寄せる。

			「うむ、顔を合わせるのは初めてじゃが、ユキ殿の妻になったと話は伺うかがっておるよ。ガルツの姫じゃとか？」

			「ええ、そういうわけです」

			　俺がそう言うと、グランドマスターが目を細めて頷く。

			「なるほどのう。まあ、さすがにロシュールとリテアだけで事を進めると、いろいろ話がこじれそうじゃのう。ガルツもここに招くというわけかな？」

			「はい、そのためにガルツへ交こう渉しように向かわなくてはいけません。２か月はかかる話になりそうです」

			「ふむ……それまでお預けかの？」

			「いえ、大々的に行うのが問題なだけでありまして、国とはまた別の管轄である冒険者ギルドなら問題はないでしょう。しかし、問題は困りますよ？　荒くれ者が問題を起こしに来るのであれば、こちらの法に則のつとって処しよ罰ばつさせていただきますし、それを迎え入れた其方への……」

			「あい分かった。無論、そこら辺はこちらで何とかするわい。ここの環境が荒れるのは、こちらとしても困る。そこら辺は厳命したうえで選別するとしようかのう。普通の冒険者に対しては、ガルツとの交こう渉しようが終わってからにするわい」

			「そうしていただけると、こちらもやりやすいです」

			　そこで、俺はミリーに目をやった。

			「詳しい話は、冒険者区代表のミリーと詰めてください。私たちの方は、ガルツとの交渉について話し合わないといけませんので」

			「そちらも、いろいろ大変じゃのう」

			「まあ、これでも街を守らなくてはいけないので。あと、ミリーと詰めると言いましたが、最終的に全員が判断するわけですから、手を抜かないでくださいよ？」

			「ほっほっほ。任せておきなさい」

			「ユキさん、こちらは任せてください。そちらもぬかりなく」

			　最近、ミリーには冒険者関連を押し付けっぱなしで申し訳ない。

			　いつか、しっかり労ねぎらってやらないとな。

			　そんなことがあったあと、庁舎の会議室に戻ってきたわけだが……。

			「ふふん、まあ妥当ね」

			「そうじゃのう」

			「むむむ、この評価ですか……」

			「あら、何か不満？」

			「なるほど、この結果ですか」

			「僕的には少し不満だなー」

			「ねえねえ、ラビリスちゃん、これっていいの？」

			「私もよく分からないです」

			「……そうねえ、なんと言えばいいのか」

			　まあ、頑張って作ったダンジョンの結果発表だからな。こうなるか。

			「あの、皆さん、何か楽しそうなのですが……。いったい何を？」

			「ああ、そういえばシェーラには冒険者区のことは詳しく教えてなかったな」

			「いえ、このダンジョンに人々を誘致するために、フットワークの軽い冒険者を集めることを目的にした区画ですよね？」

			「……そうだけど、よく知ってるな」

			「ここに来て、もう３週間近くです。学校にも時々、行ってますし、アスリンやフィーリアに話も聞いています。何より妻として当然です」

			「無理はするなよ？　とまあ、シェーラの言った通り一番手っ取り早く人を集めるのには簡単だと思って作ったんだが、リテアからの難民受け入れで、もう住人がしっかり集まったんだよな。でも、冒険者ギルドとの繋がりは惜しいし、小ダンジョン……つまり本物というとあれだけど、本来に近いダンジョンを作って、それで冒険者ギルドと人を集めたってわけだ」

			「なるほど、私たちは自由にダンジョンを作れる。そこを有効活用したわけですね」

			「で、今日が、その作ったダンジョンの結果発表ってわけだ」

			「ああ、なるほど、道理でグランドマスターが来ているわけですね。こちらで完全に管理されたダンジョンが複数あることだけでも驚きなのに、それの評定ですから、グランドマスターが出向いたわけですか。そして、皆さんはその結果で一喜一憂しているわけと」

			「そういうこと」

			「あの、ユキ様はダンジョンをお作りには？」

			「ああ、作ったよ」

			「その、ユキ様が作ったダンジョンの評価を聞いてもよろしいでしょうか？」

			「ええっと、待ってくれ……この紙だな」

			　

			　ユキ侯爵のダンジョン

			　評価　10

			　詳しよう細さい　トラップ、魔物分布、共に凶悪。

			現存するダンジョンで最難易度と認定。

			今後、このダンジョンは基本的に出入りを禁止とする。

			なお、宝物やドロップアイテムに関しては、難易度に見合った凄すさまじいものである。

			現状、このダンジョンを攻略することは不可能と判断。

			幸いなことにダンジョン区での位置は最奥にあるため、発見は遅れるだろうし、入口も洞どう窟くつと判断のつかない危険度を示すものになっている。

			万が一冒険者から発見報告があっても、絶対手出ししないよう厳命する。

			　

			「「……」」

			　俺とシェーラは、評定結果を見て沈ちん黙もくする。

			「えっと、ユキ様は何を目的にこのダンジョンを？　これでは人が寄り付かないというより、寄り付けませんが……」

			「いや、俺としては、まあ問題ない評価だとは思う。目的にも合致してるかな。ちょいと評価の内容が過激すぎるとは思うが」

			「その目的をお聞きしても？」

			「簡単だよ。このダンジョンもダンジョンコアで動いてるだろう？」

			「はい、それはお見せいただきました」

			「さて、万が一、このダンジョンを機能停止させたい場合はどうする？」

			「それはダンジョンコアを奪うしかありません……。そういうことですか。これだけ危険なダンジョンなら、このダンジョン全体を動かしているダンジョンコアがあると思いますね」

			「そういうこと。本当は、この旅館のさらに地下部分にあるんだけどな。こっちが本物なんて思わないだろ？」

			「ですね。立ち入り禁止のこのダンジョンにあると思いますね。まったく、悪戯好きですね」

			　シェーラがほほ笑む。

			「のうユキ、そっちはどうじゃった？」

			「ねえ、見てくださいよ、お兄さん。私たちのダンジョンですが……」

			「僕不満!!　不満だよ!!」

			「お兄ちゃん、見てください!!」

			　わらわらと皆が集まってくる。

			　こりゃ、ガルツの話は随分後になりそうだな。

		

	
		
			第89掘　いざ交渉へ

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「さて、これからガルツに行ってくるけど留守を頼むよ」

			　振り返り、ダンジョンを任せる皆に言う。

			「はい、任せてください」

			　エリスがしっかり頷いてくれる。

			　今回は、俺たち……俺、セラリア、ルルア、シェーラ、キルエ、ラッツ、カヤ、ナールジアが出かける。

			　その穴を、エリスを筆頭に埋めてもらうことになった。

			　まあ、最近は部下の成長もあって仕事も減っているから大丈夫だと判断してだ。

			　いざとなれば、ドッペルゲンガーだし、叩き起こしてくれればいいだけだしな。

			「デリーユ。何か問題が起これば、お前が一番の戦力だ。皆を守ってやってくれ」

			「うむ、妾わらわに任せて安心して行ってくるがいいぞ」

			　デリーユもすっかりダンジョンになじんだようで、仕事も頑張っている。

			　俺の仕事を手伝うのは苦手なようだが。

			「ロックさん、間違ってもユキさんに迷惑をかけないでくださいよ？」

			「分かってるって、ミリー。向こうで姫様たちの旦那様にいつも通りの感じで接したら、俺の首が飛ぶからな」

			　ギルドの関係でロックさんもついてくる。

			　ロックさんとは仕事終わりに酒場で一緒に食事したり、何か問題がないかお互い聞いたりして仲はいいけど、まあ、外で同じようにしてたら問題だろうな。

			　さすがに、グランドマスターを旅につきあわせるわけにもいかなかった。

			　ダンジョンが開通し次第、グランドマスターも来る予定にはなっているが。

			　ちなみに、グランドマスターは先日の冒険者選別のためにリテアにいったん戻ったりしたが、基本生活はこっちでしている。

			　本人曰いわく「便利じゃから」だそうだが、それで、今まで住み慣れた所をあっさり去るってのはスゲー爺さんだ。

			「カヤ、皆をお願いね」

			「僕の分まで守ってあげて!!」

			「……正直、私の力はいらないと思うけどね」

			　トーリとリエルがカヤに激励の言葉をかけている。

			　カヤは一応、護ご衛えいという形でついてくる。

			　重要人物なら、普通こんな人数じゃすまないだろうけど、まあ偽者だし？　レベル高いし？

			「シェーラちゃん、気を付けてね」

			「キルエ姉様もお気を付けて」

			「……２人とも無事に戻ってきてね」

			「大丈夫。ちゃんと戻ってきます」

			「フィーリア様、お気遣いありがとうございます。ラビリス様もどうか、私がいない間にこの２人が泣くことのないよう……お願い……します」

			「……そんなに気になるなら、キルエは残っても問題ないって……」

			「…いえ、シェーラ様の傍そばから離れるわけには……」

			　キルエもすっかりアスリンとフィーリアに当てられて、２人を溺愛している。

			　しかし、言葉を詰まらせるほどとは……あのちびっこ２人、侮あなどれないな。

			「では、私も行ってきますが……コヴィル、私がいない間のことは頼みましたよ」

			「えー、最近、私ばっかりに任せっきりじゃないですか。ぶーぶー」

			「その分、お給与もいいでしょうに。なに、減らされたいのですか？」

			「いえ、真面目に仕事に取り組みます!!」

			　こっちはいつも通りだな。

			　ナールジアさんは妖精族代表として、ダンジョンに問題がないことを保証してもらう。

			　説得力はこの人が一番だからな。種族的にも完全に独立しているようなもんだし。

			「ラッツも無理はしないでね？」

			「いや、それはこっちのセリフですよ、エリス。一応、会計関連は部下、もとい庁舎の一員に任せたので問題ないですが、商業組合はいろいろ面倒ですからね。真面目に問題があれば、すぐに私を呼んでください」

			「分かってるわよ」

			　ラッツは今回、ダンジョンの品物、物流に関しての代表ということでついてくる。

			　ここまで人材を揃えたのは、一気に畳み込むつもりだからだ。

			　何度も行き来するのは面倒だからな。この１回の交こう渉しようで、ある程度……最低、ダンジョンを作ってゲートで繋ぎたい。公に許可をもらって。無理ならこっそり作るだけだが。

			「ちぃ姉さま、ルルア様、どうか無事に目的が達成できますように……」

			「任せなさい。エルジュもしっかり努めなさい」

			「エルジュ様、私がいない間、病院をよろしくお願いします」

			　セラリアとルルアが、エルジュと言葉を交わしてる。

			　２人には、ロシュールとリテアがこのダンジョンに関わっていると証言してもらう。

			　どっちも元は国の重鎮。ガルツの重鎮とも顔を合わせたことがあるそうだから、いろいろありがたい。

			　

			「……暇ひまねえ」

			「後ろに混ざってくるか？」

			　俺は運転をしつつ、セラリアに返答する。

			　すでにダンジョンを出発して数時間。

			　ひたすら移動の時間だ。

			　今回は人数が多いのと、ラッツとカヤが運転してみたいと前から言って練習をちゃんとしていたので、マローダー２つで移動している。

			　俺の方の車にはセラリア、ルルア、シェーラ、キルエ。

			　ラッツとカヤの方はナールジア、ロック、クアルとなっている。

			　あ、クアルは、セラリアが偽者とはいえ他国に赴おもむくのでついてきた。

			　親衛隊みたいなもんだから、ある意味ありがたい。

			　けどさ、セラリアと別の車って意味なくね？

			　本人的には、「ユキ様の奥様たちの護ご衛えいも当然仕事に含まれる」ので問題ないらしい。

			「トランプねぇ……今やってるのは何？」

			　セラリアがそう言って、後部座席の皆に声をかける。

			「今は……はい、９です。ダウトですね」

			「……では、10」

			「ダウトです。シェーラ様」

			「くっ!?」

			　会話から察するに、シェーラがダウトと指摘されてものの見事に当てられたらしい。

			「なんで分かるんですか、キルエ？」

			「シェーラ様は嘘をつくと妙に落ち着きます。冷静になるといいましょうか」

			「ず、ずるい」

			「まあ、私だから分かる……と言えばいいのでしょうが、これからガルツのご兄弟や父である王との交こう渉しように向かうのです。トランプ遊びはちょうどいい練習になるでしょうし、頑張りましょう。相手の仕草や表情を読んで相手の手札を察する。シェーラ様に今必要な技能です」

			「ま、負けませんからね!!」

			「その意気です」

			「ま、まあ、トランプですし」

			　ルルアが引き気味に言うが、２人は燃え上がっているようで真剣だ。

			「あれに混ざると、いろいろ息がつまりそうよ」

			「だな」

			「ラッツやカヤはついてきてるかしら？」

			「んー、ほれ、横のミラー……鏡を見てみろ。後ろにちゃんと車が付いてきてるから」

			「ああ、これね。本当に便利な乗り物ね」

			「それに……コールラッツ」

			『はいはい、お兄さん、何かご用ですか？』

			「いや、そっちは大丈夫かなってな」

			『こっちは、そろそろ退屈で死にそうですね。後ろの皆はトランプやってるみたいですが』

			「そっちもか」

			『おや、そっちもですか』

			　そうやって会話をして暇ひまをつぶす。

			「ねえ、ラッツ。今運転してるのはカヤかしら？」

			　セラリアがそう尋ねると、コール画面にカヤが現れて答えた。

			『……違う、今運転してるのはラッツ』

			「あら、運転中なのにコール取るなんて器用ね」

			『いや、別に通話をポチっと押すだけですからね』

			　再びコール画面にラッツが現れて言う。

			「何か面白いことないかしら、私も退屈なのよ」

			『うーん、そうですね。いくらこの車が速いと言っても、３日はかかるんでしょう？』

			「まあ、さすがに１日じゃ無理だな」

			『何か継続的に暇ひまをつぶせる方法を探さないと。もうドッペルに任せて、ダンジョンでのんびりした方がいいですかね』

			「それは、避けたいわね。せっかくの旅行なんだから」

			『……だね。私もそう思う』

			　セラリアの言葉に、口数の少ないカヤも賛同した。

			　そうは言っても、暇をつぶすねー。

			　都合のいいモノなんかあったっけ？

			「ああ、何も思いつかんが、そういえばガルツってどんな感じの国なんだ、セラリア？」

			　ガルツの特徴を知っておくのはマイナスにはならないだろうし、会話のネタにちょうどいいだろう。

			「ガルツねぇ……」

			『あー、私はガルツの王都に入ったことがないので何とも……』

			『……私は、美味おいしい小麦があるって聞いたことがある……』

			『ああ、カヤ、それなら私も聞いたことがありますね。何やら独自の栽培方法でガルツでしか育たないとか……』

			「そう言えば、ガルツの交易品の項目に必ず小麦があったわね。味の良いパンができるわよ……まあ……」

			『ダンジョンのフワフワパンには及ばないですが』

			「ふむ、なら小麦を買ってきて、ダンジョンでちゃんと精製すればいいんじゃないか？」

			『ああ、それはいい手ですね。あのフワフワは、ただ単に小麦を機械に入れて精製してるだけですからね。機械自体もナールジアが調べて、私たちで作れますからね。大量生産も可能でしょう』

			「それでしっかり独自の味になるなら、交易品の筆頭項目でいいんじゃないか？」

			『ですねー。休憩時にメモでもしておきますよ』

			　そんな話をしながら道中を、この時代では壊されようのない車２台で進んでいった。

		

	
		
			第90掘　堅牢の国

			　

			　ｓｉｄｅ：ローエル　　ガルツ第二王女

			　今、城は大騒ぎだ。

			　なんと、ロシュールに嫁に出したシェーラが、こちらに用があって戻ってくるとのこと。

			　しかし、まだ１か月も経っていないのにだ。

			　早馬で届けられた情報は……。

			「お久しぶりです。お兄様、お姉様、お母様、そしてお父様。私は今元気にやっております。時に、少しご相談したいことがあり、夫と共にそちらを訪ねる予定です。どうか、夫に失礼のないようお願いいたします」

			　この手紙だけ。

			　完全に情報が不足している。

			　シェーラが嫁いだ相手が、ロシュールで暗躍する魔王の配下を暴いた者だというのは聞いている。

			　が、それだけだ。その者がどのような経緯を持つのか、身分は？

			　その他諸々不明の状況。

			「どう思う？」

			　会議場で父、ガルツ王が皆に尋ねる。

			「……普通に考えるのであれば、送り帰されてきたというのが妥当です」

			　そう答えたのは、第四王子でガルツの参さん謀ぼう役を務めるヒギル。

			　実は、シェーラを送るという案を提案したのは、このヒギルだ。

			　送る者の安全や向こうで無下に扱われないようにと考えて、わざと身分の高いシェーラを送り出したのだ。

			　頭でっかちだと勘違いされがちだが、このヒギルは身内では家族を大事にすることで有名だ。

			　特に、一番下のシェーラには、毎月自分の給料で何かしらせっせとプレゼントを贈っていたくらいだ。

			　なのに普段は冷たくしてるから……何というか不器用な弟だ。

			「普通な……。ヒギルは違うと思うのか？」

			「はい。まずは、これがロシュール本国の意図ではない可能性が非常に高いです」

			「なぜだ？」

			　私は不思議に思って聞き返す。

			　だって、シェーラ……他国のお姫様を送り帰すという無礼を働くのだ。

			　ロシュール本国を介さずに実行すれば、その英雄だか何だか知らないがシェーラの旦那は、今までの名誉を失うどころか、処刑される可能性すらある。

			「……ねぇさん、少しは考えようよ。いえ、ローエル様に分かりやすく説明いたしましょう。もしロシュール本国の意思で送り帰したとすれば、ロシュールには何か隠したいことがあると言っているようなものです。これは分かりますね？」

			「ああ」

			「だから変なんですよ。わざわざ、こちらに隠し事がありますよーって思われるようなことをするのは。同盟に亀裂が入ってもおかしくない行為です」

			　なるほど、確かに私もそう勘ぐった。

			「ロシュール側の対応としては、お粗末すぎます。先だっての戦後処理で、真っ先に頭を下げて賠ばい償しよう金を支払ってきた経緯を考えると、まず、あり得ないと言えるでしょう」

			「ふむ。ヒギルの言う通りじゃな」

			「シェーラが嫁いで、まだ１か月とちょっと。この短期間で送り帰すのは、他国に対しても外聞が非常に悪い。ですから、これはシェーラの夫かシェーラ自身が望んでこちらに来ているはずです。しかも本国に話を通さずにです」

			　ふむ、そう言われるとそうかもな。

			「あ、普通に、シェーラが夫に自分の国を見せたいだけなのでは？」

			　私が思い付きでそう言うと、ヒギルと王の目が点になってしまった。

			「ま、まあ、その可能性もないことはないな……」

			「……父上、こうビシッと言ってくださいよ」

			「……何を言うとるか。お前の姉だぞ、今説明してるのはお前だろうに」

			「……こっちに押し付けないでくださいよ。大体、ねぇさんの教育をしたのは……」

			　２人でこそこそ何かを話し合っている。

			　変なことでも言ったか？

			　そこで、第一王子のティークが口を挟はさんだ。

			「……こほん。ローエルの言う通り、その可能性もある。それなら何も心配はいらない。だが、この会議は、何か問題があればどうするかを決めるためのものだ。まずは、問題があることを前提にして考えるべきだろう」

			「おお、なるほど。その通りです、ティークお兄様。さすが、ガルツを継ぐ器です」

			「……ああ、ありがとう」

			　お兄様は、少しお疲れの様子だ。

			　やはり国を支えるのは大変だということか。私たち弟妹がしっかり兄を支えねば。

			「よし、よくやった」

			「さすが兄上」

			「……父上、ヒギル、後で書類仕事を半分やれよ」

			「「そんな!!」」

			　なぜ、２人が手伝うのを嫌がっているのか、私には分からん。

			　さっきの兄上のお疲れの様子を見ていなかったのか？

			「そうね、どんな問題があるのかは、実際に来てみないと分からないけど、区分はつけておいた方がよさそうね」

			「区分？」

			　私に説明を始めたのは、第三王女のシャール。

			　国では主に内政を担当している。

			「そうよ、お姉様。即時対応できるようにしておこうってこと。たとえば、ロシュールが国内事情を知られたくなくてシェーラを送り帰したのであれば、抗議文を送りつけて、ロシュール王都へ調査に向かう方向へ。シェーラが、何かしら情報を掴んで戻ってきた可能性もあるわね。その場合は、シェーラがこの短期間で報告しに戻ろうと思ったくらいだから、とても重要な情報よ。あの子はバカじゃないわ。それは、私たちが一番よく知っているでしょう」

			「ああ、シェーラはとても賢い子だ」

			「最後の可能性として……シェーラの夫がバカで、いろいろこっちに便宜を図ってもらおうと来訪するパターンね。その場合は、即座にこちらでシェーラを保護するわ。今回の訪問も、シェーラは強要されてでしょうし、夫に暴行を受けている可能性だってあるわ」

			「それは許せないな」

			　シェーラに暴行するなど、もっての外だ。

			　その場で首を刎はねてやる。

			　こうして方針を考えていると、親衛隊が慌てた様子で会議室の中に駆け込んできた。

			「何があった？」

			　一番上の兄上は、極めて落ち着いた様子で話を聞こうとする。

			　素晴らしい。私だったら、声を上げて聞き返していたと思う。

			「も、申し上げます。王都入口に、馬を付けていない馬車が２台停泊。その馬車はほとんどが鉄でできており、不審極まりないので調査しようとしたところ、中からシェーラ様、キルエ様が下りてこられました!!」

			「「「は!?」」」

			　さすがに全員が大声を上げた。

			「ちょ、ちょっと待ってくれ。このシェーラの手紙が届いたのは、いつだ？」

			「ねぇさん、落ち着いて。確か昨日だよ」

			「……早馬で来たのよね？」

			「ああ、それはこちらで確認した。別に遅い馬でもない。いたって普通の早馬だ」

			「どういうことだ？」

			「……考えたくはないけど、ロシュールには早馬に匹敵するスピードを持つ馬車があるというとこかな」

			「そんなバカな!!　この前の争乱では普通の馬車だったぞ!!」

			「落ち着いて、お姉様。……シェーラとキルエというのは間違いないのね？」

			　私を宥なだめつつ、シャールが再度兵士に確認を取る。

			「はい、見間違えだと思いたいところですが、私だけではなく、隊長も他の仲間もシェーラ様だと確認しています」

			「……それは疑いようがないわね。今、その馬車とシェーラたちは？」

			「はっ、現在通行の邪魔になるので、外の警備駐屯所へお越しいただいております」

			「お兄様、どうしますか？」

			　シャールがそう長兄に指示を仰あおぐと、兄上は少し考えて……。

			「そうだな、このままでは無礼だ。しかし、得体のしれない馬車の件もある。ローエル、ヒギルが兵を率いて出迎えに行ってくれ。万が一のときは自分の身を優先しろ。いいな？」

			「「はい」」

			「父上、よろしいですか？」

			「うむ、もう立派に王の器じゃ。もう替わってよいぞ？」

			「いえ、まだまだ私は若輩者です。２人とも気を付けてな」

			　私とヒギルは、長兄の言葉を受けて即座に会議室を飛び出す。

			「ヒギル、編成はどうする？」

			「そうだね。時間はかけられないから、今城にいる親衛隊を40人ほど引き連れていけばいいんじゃないかな？　武装に関しては、魔術が５、弓が５、盾が10、近接が20で」

			「近接兵の武装は指定しないのか？」

			「今は少しでも急がないといけないからね。親衛隊なら、自分たちの得意な武器で戦えば、そうそう後れはとらないでしょう」

			「それもそうか……」

			　こうして私たちは、シェーラを迎えに出るのであった。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「はぁ～、なるほど。堅牢とはよく言ったものだ」

			　俺は目の前にそびえる分厚い城壁を見つめていた。

			「どうです、凄すごいでしょう？　ドラゴンの攻撃だって耐えられる設計なんです」

			　シェーラが嬉しそうに説明してくれる。

			　あれから３日、予定通りの行程で無事ガルツ王都についた。

			　今回はダンジョンの説明や利便性をしっかり伝えなければいけないので、その証拠を見せるためにもマローダーで直接乗り込んだ。リテアのときのように途中下車しなくて済んだ分、速かった。

			「しかし、マローダーで王都に寄ったのは不ま味ずかったか？」

			「うーん、それはどうでしょう？　しっかりこちらの重要性を知って欲しいですし、これは仕方のないことかと」

			　ラッツがそう言って、マローダーを眺める。

			　マローダーは兵士たちによって厳重に取り囲まれていて、俺たちが近寄れる雰囲気ではない。

			「まあ、普通、鉄の馬車が馬なしで来れば、どこでも同じ反応をするわ」

			「そうですねー。実際、あの車は物騒ですから」

			　セラリアとルルアが、そうコメントする。

			　ルルアに対して抗議するが、トロールを轢ひいたのは人命のためだ。

			　そう、トロールが悪い。

			「も、申し訳ございません!!　今、知り合いの兵士に事情を説明してまいりました。今しばらくお待ちください!!」

			　キルエが心底申し訳なさそうに頭を下げている。

			「キルエ、謝らなくていいわよ。むしろ、この対応は兵士として合格よ。得体のしれない物を入れない。評価できるわ」

			「そうですね。私たちは別に気にしていませんので、大丈夫ですよ」

			　セラリア、ルルアの考えは当然だよな。

			　いくらお偉いさんだとはいえ、こんな得体のしれない物に乗っていれば警戒する。

			「ユキ様、交こう渉しようが終わったら少し付き合ってくださいませんか？」

			「ん、どこか行きたいところでも？」

			「はい、王城の中で、私とお姉様しか知らない綺き麗れいな場所があるんです。是非、見ていただきたくて」

			「そうか、それは楽しみだな」

			　そう言いながら、俺はシェーラの頭を撫でてやった。

			「あっ」

			　シェーラも嬉しいのか、目を細めて大人しく撫でられている。

			　すると、いきなり地響きが聞こえてきて……。

			「うおぉぉぉおぉおおお!!　シェーラ、大丈夫か!!　そこの男、覚悟しろ――――!!」

			「シェーラ!!　お兄ちゃんがやって来たぞ!!　魔術兵、弓兵!!　あの男を狙い撃て!!　シェーラに手を上げる不届き者だ！！！」

			　おいおい……。

		

	
		
			第91掘　まずはご挨拶

			　

			　ｓｉｄｅ：シェーラ

			「まったく!!　お兄様、なんてことをしてくれたんですか!!　いくらお兄様とはいえ、許せるものではありませんよ!!」

			　私は、ヒギルお兄様に今までにないぐらい怒っていた。

			　だって、ユキ様に魔術や矢を撃てと命じて、本当に撃ってきたのですから。

			　まあ、私とカヤさんがあっさり迎げい撃げきしたので事なきを得ましたが。

			　これがドッペルではなく、本物のユキ様相手だったらと思うと背筋が凍ります。

			「あ、あの、シェーラ。そ、そこら辺で許してくれないか？　ヒギルもお前を心配して……」

			「お姉様もです!!　セラリア様が止めに入ったというのに、そのまま２人で競い合いを始めるなんて!!　まずは頭こうべを垂れて謝罪をするべきでしょう!!」

			「う、うぐっ……」

			　ちなみにユキ様に暴行を働こうとした、このバカ姉、バカ兄は、現在、応接室で正座をさせられています。

			　無論、私の指示で。

			「シェーラ、落ち着きなさい。私も楽しめたし、夫も無事。ただの余興で済ませられるわ」

			「セラリア様、しかしっ……!!」

			「ほ、ほら、セラリアもこう言ってるし、な？」

			「お姉様は黙っててください!!　今、お姉様に発言権はありません!!」

			「ひぃ!?」

			「お父様、大兄様はどうなさるおつもりですか!!」

			　私は何とも言えない表情で、我が国の王である父、そして、次代のガルツを率いていく兄に問いかける。

			　一方、傍そばでは、セラリア様がローエルお姉様と何やら話している。

			「ローエル、貴女の妹しっかりしてるのね」

			「ううう、セラリア、助けてー。幼おさな馴な染じみだろ～」

			「そうなんだけど、今回は普通に考えて貴女が悪いしね。私からできるのは、せいぜい処しよ罰ばつが軽くなるよう言こと伝づてするだけよ」

			「しょ、処罰……。いったいどんな……」

			「まあ、首が飛ぶことはないでしょうけど、一応、妹婿に暴行を加えようとしたんだから、何もなしじゃ無理でしょう。多分、３か月ぐらいは、訓練なしで王女様らしい活動をさせられるってところじゃないかしら？」

			「な、私から盾と剣を奪ったら、何が残るというんだ!!」

			「それが問題なのよ。いい機会だから、頭の方も鍛きたえなさいな」

			「む、無理だ。セラリアだってそうだろう？　剣を振ってた方が気楽だろ？」

			「そりゃね。でも、私も一応軍部を預かる身だし、そっちみたいに参さん謀ぼう……はいないからね。全部私の仕事よ？」

			「……うあぁあぁぁぁ」

			　いい気味です。

			　お姉様は、しばらく打ちひしがれててください。

			「で、何かお言葉はないのですか、お父様？」

			「お、落ち着け。シェーラ、話せば分かる」

			　お父様は私が本気で怒っているのを感じとり、後ずさります。

			「話せば分かる？　そこのお姉様とお兄様は、会話もなしに襲い掛かってきましたが？」

			「そ、それは、シェーラの頭を鷲わし掴づかみにして暴行を……!!」

			「頭を撫でてもらっていただけですよ、お兄様。夫婦として仲なか睦むつまじい時間を、良くもぶち壊しにしてくれやがりましたね？」

			　酷ひどい言い訳ばかりするヒギル兄様が、とても醜い生き物に見えてきました。

			「この、屑兄」

			　私がその言葉を発すると、しばし沈ちん黙もくが続き……。

			「うわぁっぁぁぁ……!!　僕はもう生きていけない!!」

			　いつの間にかヒギル兄様はナイフを取り出し、自分の首へ……。

			「ええい、落ち着きなさい!!　シェーラの冗談だから。ね？　ねっ!!」

			　シャールお姉様が、ナイフを握る手を必死で止めつつ私に言ってきます。

			　あれ、結構まずいことを言ってしまいましたか？

			「え、ええ。冗談です。ですが、それだけ反省していただきたいのです」

			「ごめんなさい!!　反省しています!!　どうか嫌いにならないでくれ!!」

			　ヒギル兄様は、こちらが引くぐらい必死に何度も頭を下げていました。

			「……今回の件はこちらの落ち度だ。シェーラ、すまない。そして、シェーラの婿むこ殿どの、そしてセラリア殿、ルルア殿、お付きの方々、この場で深く謝罪いたします」

			　大兄様がそう言って深々と頭を下げます。

			「父上も頭を下げたいのだが、なにぶん王という身分。どうか私が頭を下げることで、王の謝罪も含めて容よう赦しやしていただきたい。処しよ罰ばつに関しては、しっかり検討したのち、其方にも確認をしていただいたうえで実行いたします」

			　……大兄様、少しやつれましたか？

			　大兄様を困らせてしまったことについては、少し反省します。

			「……ごめんなさい。これから全員が自己紹介するのもアレですから、まずは、お部屋を用意します。後で、お食事でもしながらゆっくりお話を、ということでよろしいでしょうか？」

			　シャールお姉様が額に汗を流しながら、何とか場を収束しようと提案します。

			「私は構わないわ」

			「私も構いませんよ？　シェーラ様はどうですか？」

			「……ここで文句を言っても、もう仕方がありませんね。シャールお姉様の言う通りにしましょう」

			「ありがとう、シェーラ。客室は分かるわね？　部屋の割り振りとか侍女は、好きに使ってちょうだい」

			「……はい、分かりました」

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「本当に、申し訳ありませんでした」

			　客室に入るやいなや、シェーラが頭を思いっきり下げた。

			　まあ、あんなことがあれば俺でも青ざめるわな。

			「気にするなって言っても気にするんだろうけど、俺は大丈夫だから。そうだな、これで交こう渉しようがしやすくなったりするだろ？」

			「……そんなことでよろしいのですか？」

			「そりゃ、俺にとっても大事な家族だからな。こんなことで不和を招いても、シェーラが悲しいだろ？」

			「あ、ありがとうごじゃいます!!」

			「よしよし」

			「これで、ユキ様に……嫌われたら……と、思うと……ひっく、えぐ」

			　あーあー、泣きだしちゃった。

			「みんなもそれでいいか？」

			「お兄さんが被害受けたんですし、お兄さんがいいならいいですよ」

			「……問題ない」

			「私はもう、ローエルと話はついているしね」

			「私も問題はありませんよ」

			「……私は一応、警護という点から文句はありますが、まあいいでしょう」

			「俺はギルドマスターだからな。どうこう言う権利はねーよ」

			　皆の賛同に続き、最後にキルエが感謝の言葉を口にした。

			「皆様の寛大なお心に感謝いたします。少々、お待ちください。もうすぐ飲み物がきますので……」

			　それから飲み物が届いて、しばらくシェーラからガルツの特産品についてや思い出話を聞いて時間をつぶした。

			　その後、部屋割りを決めた。

			　俺、シェーラ（キルエ付き）、セラリア、ルルアに加えてナールジアが同室。もう１部屋はラッツ、カヤ、クアルのメンバーで、ロックさんは１人部屋だ。まあ仕方ないよな。

			　

			「……と、そんなことがありまして」

			「へえ、そんなことがねえ」

			「いい話じゃない」

			「ええ、とてもいい話ですね」

			　今は、荷物を大方出し終えたところだ。

			　まあ、アイテムボックスがあるから、荷物の出し入れはすぐだがな。

			　のんびりシェーラやセラリア、ルルアを抱き枕代わりにして話していると……。

			「お待たせいたしました。国王様、並びに王子様、王女様がお待ちです。こちらにどうぞ」

			　従者に従って、皆で会食に赴おもむいた。

			　出された料理はさすがと言うべきで、しっかり美味おいしかった。

			　みんなが料理を堪能して落ち着いていると、一緒に食事をしていた王様が口を開いた。

			「どうだったかな、ガルツの味は？」

			「ええ、とても美味しくいただきました」

			「久々に、この味が食べられてよかったわ。まさか、戦争状態になるとは思わなかったし」

			「そうだな、私も思わなかったよ」

			　お互い軽い雑談に花を咲かせる。

			「食事も済んだことだ。さて、改めて紹介させていただこう。わしがこのガルツの王、ガルツ９世である」

			　そう言って王様は威厳たっぷりに自己紹介した。

			　種族は人族だが、体ががっしりとしていて超重量級って感じだ。

			「私は、ガルツ第一王子のティークと言います」

			　次に、イケメンの金髪王子。

			　だが、なぜか俺と同じ苦労者のにおいがする。

			　なんでだ？

			「先ほどは、ご迷惑をおかけした。私がガルツ第二王女のローエルだ。もう知っていると思うが、セラリア姫とは旧知の仲でな。今回の出会いは嬉しく思う」

			　この金髪の狼人族は先ほど俺を襲ってきた１人で、セラリアにいなされたお姫様。

			　なんというか、セラリアよりも脳筋な気がする。

			　スタイルはセラリアよりもいいのにな。

			「お姉様と弟がご迷惑をおかけいたしました。私がガルツ第三王女のシャールと申します」

			　同じく金髪だが、また種族が違うな。エルフ族か？

			　エリスみたいに、胸がバインバインの女性だ。

			「……第四王子のヒギルです。まことに申し訳ございませんでした」

			　眼鏡をかけた知性溢あふれる金髪イケメンが、そう言って頭を下げる。

			　この王子が俺に魔術、矢を射掛けよと命じた本人。

			　まあ、随分絞しぼられたようで可哀想かわいそうに……。

			「すまんが、第五、第六の王子たちは、今、魔物の討とう伐ばつに赴おもむいておっての。間に合うか分からぬ」

			「いえ、こちらこそ突然の訪問で申し訳ない。と、こちらも紹介させていただきます」

			　そう言って俺は立ち上がり、礼をした。

			「私がシェーラの夫となったユキと申します。ロシュールから侯爵の位をいただいております」

			「そして、私の夫でもあるわ。シェーラは側室ということになるわね」

			「ちょっ!?　セラリア、結婚したのか!?」

			「ええ、そうよ、ローエル」

			「裏切りものー!!」

			　ローエルとセラリアが仲良くじゃれ始めると、王様が俺に話しかけてきた。

			「なるほどな。セラリア殿を妻として迎え入れるほどの人物であったか。シェーラも安心して預けられるな」

			「はい、お父様」

			「して、なぜ、リテアのルルア殿がいらっしゃるのか？」

			「ああ、申し訳ありません。私も、この度ユキさんの側室となりまして……」

			　そこで空気が固まる。

			「な、なんと。聖女のルルア殿が嫁いだと？」

			「いえ、もう聖女はアルシュテール様にお任せしていて、今は旦那様を支える妻の１人です」

			「ちょ、ちょっと待ってください。セラリア様、ルルア様、つまりロシュール、リテアのお２人の夫がシェーラの嫁いだ夫だと？」

			「はい、その通りです」

			　シャールが、ルルアの返答に口をあんぐり開けて驚いてる。

			　仕方ないよな。どこから見ても、俺はそんな大人物には見えないもんな。

			「……はっ、すいません。少々驚いてしまって。よろしければ、セラリア殿やルルア殿がどういった経緯で、そのユキ侯爵に嫁ぐことになったのか聞いてもよろしいですか？」

			　長男のティークが、何とか再起動して俺たちが一番話したいことを聞いてきた。

			　この人、凄すごいわ。こんな大混乱な状況でも、しっかり次へ進めようとする。

			　次期王様ってのは納得だわ。

			「いいですよ。しかし、少々人払いをお願いいたします」

			　セラリアがにこやかに、そう言う。

			「あいわかった」

			　王様がそのセラリアの態度を察したのか、あっさり人を遠ざける。

			　さて、どこから話したモノか……。

		

	
		
			第92掘　ガルツの反応

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			　夫は難しい顔をしているわね。

			　無理もないわ。

			　どこから説明すれば理解が得られて、こっちに引き入れられるか。

			　下手な説明なんてすれば、一気にご破算になりかねないものね。

			　ガルツ王は、あっさり人払いをしてくれたけど……そうね、こうしましょうか。

			「そうですね。とりあえず、こちらから話そうにも、そちらがどれだけ知っているか分からないのです。よろしければ、そちらが知っている情報を教えていただければ」

			「……失礼ながら、セラリア殿。それはこちらの情報を開示せよと？　さすがに、それは承しよう諾だくできかねる。こちらの手札を晒さらすようなものだ。シェーラのことは疑っていないが、セラリア殿、ルルア殿はロシュール、リテアの重鎮。まずはそちらから話すべきでは？」

			　ガルツ側を代表して、ヒギルが抗議する。シェーラに怒られて本気で泣いてた割には、ヒギルは冷静ね。

			　ま、伊達にローエルの手綱を握ってはいないか……。

			「いいえ、そういう意味ではないのです。そうですね。順にこちらから聞いていきましょう。私が今どちらに赴任……いえ、領主をやっているかはご存じで？」

			「……それは、エルジュ殿が治めたという、ダンジョンのことですか？」

			「ええ。ここまではシェーラも知っていたように、ご存じのようですね。では、私がなぜ夫に嫁いだかはご存じで？」

			「いえ、それに関してはまったく。今日この日、セラリア殿のご結婚を知ったばかりでして」

			　ふむ、知っていた様子はなしか……。

			　まあ、ガルツからすれば和解がなった同盟国の姫の結婚だし、謝辞の言葉を真っ先に送って同盟強化に繋げるべきだから、知っているのを隠す理由もないか。

			　ま、何か隠していても、こちらとしてはバレて困るような内容ではない。

			　さっさと話すべきか。

			「なるほど、そこからですね。シェーラから聞きましたが、今回の賠ばい償しよう金の出所を探っているとか？」

			「……っ!?　シェーラが喋しやべったと？」

			「ええ、夫が寝台でしっかりとお聞きになりました」

			「セラリア様!?」

			　シェーラが顔を真っ赤にしている。

			　可愛かわいらしいけど、向こうからすればあなた、完全な裏切り行為よ？

			「シェーラ、いったいどういうことだ。これでは、ロシュールとの関係にヒビが入りかねない。それが分からないわけではないだろう？」

			「ち、違うんです。り、理由がありまして……」

			「ええ、理由があります。ですので、夫の大事な側室をいじめないでくださいな。話を戻しますが、私の結婚と賠ばい償しよう金の出所が関係あります。これで少しは察しがつくのでは？」

			「……セラリア殿が賠償金を何とかしたと？　あの額を？　あり得ない。しかも、それを教えようとしている。貴女の意図がさっぱり分からない。ロシュールには益がない」

			「あら、私が求めているのは夫の益のみですわ」

			　私がそうきっぱり言い切ると、周りが静かになった。

			　それもそのはず、この宣言は……。

			「……セラリア殿、祖国に剣を向けるつもりか？」

			　ガルツ王が真剣にこちらを見つめて聞いてきた。

			　そう、これはロシュールに属さぬと宣言してるようなもの。

			　それが目的だけどね。

			「まあ、それだけではないんですが。これ以上、下手にロシュールを探られると、とんでもない大蛇が出てきますので、もう直接ガルツ王に話して、探りの手を止めてもらおうというのも意図のひとつです。これは公式ではありませんが、我が父からの頼みでもあります」

			「……なるほどな。下手に知られるとまずいから、言えることだけを明かして真実の拡散を防ごうというわけか」

			「その通りです」

			「あい、分かった。話を続けてくれ」

			「では、時に私の妹……エルジュのことは……」

			　私がそう言い切る前に、ローエルが立ち上がった。

			「言わなくていい!!　セラリア、お前がどれだけ辛かったか!!　私とセラリアが手を結んだ今、立ち塞がる魔王なぞ刈り取り……お前の……妹に……」

			　かつて、ローエルもエルジュにはよくしてくれた。

			　彼女も今回の件はいろいろ思うところがあったのだろう。

			　すっかり涙目になっている。

			「ありがとう、ローエル。でも、これが今回の話の核心でもあるのよ」

			「……ぐすっ。どういうことだ？」

			　私はひと呼吸置いて、皆の視線が集まるのを待って……。

			「魔王の策謀にガルツとロシュール両国の削りあい、エルジュ謀殺の件。……真実は、すべてリテアが仕組んだことよ」

			「「「なっ!?」」」

			　ガルツの面々は目を白黒させている。

			　まあ、魔王の仕業だと思っていたら、実際には第三国が裏で糸を引いていろいろしていましたーって言われればね。

			「ご存じでしたか？　エルジュが聖女と呼ばれるようになったのと同時に、リテアの内政が不安定になっていたのを？」

			「……多少はな。しかし……むう。エルジュ殿は、リテア聖国にとって邪魔であったか……」

			「ば、バカを言うな!!　ふざけるな!!　自国の不安分子を抑えられないからってエルジュに手を出したのか!!」

			「……ねぇさん、落ち着いて。気持ちは分かる。だけど、少し下策ではあるけど効果的な解決方法だよ」

			「ヒギル!!　お前!!　セラリアの前で!!　しかもだ。その話が本当なら、戦争になったのはリテアのせいだぞ!!　我が国の民がどれだけ血を流し、友を、恋人を、家族を失ったと思っている!!」

			「分かってる!!　でも、ここでそんなことを言ってどうするんだよ!!　これからどうするつもりなんだよ!!」

			「分かり切ったことだ!!　すぐさまロシュールと組んで、リテアを叩き潰す!!　そうしなければ、エルジュが、死んでいった人たちが……!!」

			　ローエルとヒギルの言い合いは終わらない。

			　王族でこれなのだ。下手に情報が拡散すれば、とんでもないことになる。

			「静まれいっ!!」

			「「っつ!?」」

			　ガルツ王が一喝し、ローエルとヒギルの言い争いを止めた。

			　へぇ、私のクソ親父に負けず劣らずって感じね。

			「……セラリア殿。お父上は断腸の思いで、落としどころを作ったのだな」

			「はい」

			　まあ、エルジュは生きてますけどね。

			「落としどころ？」

			「……ローエル。もう少し勉強せい。もう、これ以上争いを広げるような火種はいらんと、ロシュール王は判断したのだ」

			「どうしてですか!!　娘が殺されて!!　なぜ!!」

			「……だからかもしれぬ。これ以上戦えば、確実にロシュールもガルツもリテアも疲弊する。そして、それで一番被害を被こうむるのは民だ」

			「……」

			「ローエル、お前の気持ちも分かる。お前がエルジュ殿を自分の妹のように可愛かわいがっておったのは知っておる。だが、ここで三国が争い疲弊したところで、本当に魔王の軍が迫ってこればどうなる？」

			「それは……」

			「苦戦は必至だ。だから、ロシュール王はこの落としどころを用意した。これ以上争わなくてよいように。これ以上、民が、自分の娘が傷つかなくて済むように……。英断、見事だ」

			「くそっ、くそうっ!!　こ、こんなふざけた理由で……エルジュが、ロシュールとガルツの民が……」

			　さすが、私の友のローエルといったところかしら、まだ納得がいってないみたいね。

			　でも、その気持ちはとても嬉しいわね。

			「……そして、私が捻出した賠ばい償しよう金ですが……」

			「……リテアからか？」

			「はい、さすがに踊らされたままでは、こちらも矛の収めようがありません。ですので、私が直談判してまいりました」

			「直談判のう。あちらは、さぞや肝が冷えただろう」

			「ええ、ですからあの額になったわけです」

			「……聞きにくいが、セラリア殿はそれでよかったのか？」

			「……エルジュは争いを好みません。あの争乱のなかでさえ、各地を転々として治療行為に励んでおりました。それを……ただ、憎しみだけで争いを広げてはエルジュが悲しみます」

			「……だそうだ。実の姉がこうも納得……はしておらんが耐えておる。姉の１人と言っていいローエルはどうする？」

			「……分かりました。エルジュがそれを望んでいるのなら……。すまん、セラリア」

			「いいのよ。ローエルの気持ちはとても嬉しいから」

			　ローエルが涙をハンカチでぬぐい顔を上げたのを確認してから、私は会話を続けた。

			「ということです。この真実が下手に広まれば……」

			「……リテアとの全面戦争に突入するな。国民を抑えきれぬ。このことは決して口外しないことを誓おう。皆よいな？」

			「「「はい」」」

			　全員、この話がどれだけ危険を孕はらんでいるのかを理解し、ちゃんと頷く。

			「シェーラのおかげで、いらぬ藪やぶを突かなくてすんだ。感謝するぞ」

			「いえ、これも王族の務めです」

			「うむ」

			　ガルツ王がシェーラのことをほめたことで、場が少し和む。

			　だが、それも長くは続かない。

			「……で、その悪巧みをしたリテアの聖女殿が、なぜ、セラリア殿と同じ夫に嫁ぐことに？」

			　ヒギルが、嫌なものを見るような目でルルアを見つめた。

			　仕方ないことだ。

			　彼女１人に責任がないとはいえ、彼女がリテアのトップだったのは間違いないのだ。

			「それについては、私自身から説明させていただきたいのですが、よろしいですか？」

			「私は構わないわよ」

			「……ふむ。セラリア殿がそう言うならいいだろう」

			「感謝いたします」

			　ルルアがそうお礼を言って話し始めた。

			「まず最初に、これから話すことは事実だけです。私は自分のことを弁解したりはしません。どう考えても、今回の件は私に責任の一端があることは間違いありません。私を糾きゆう弾だんしたい方もいるでしょうが、どうか最後まで話を聞いてからにしていただければと思います」

			　さすが、リテアのトップだけあるか。

			　クソ親父やガルツ王とまではいかないが、しっかり場の空気に威圧感が生まれている。

			　ここから先は、私たちがルルアに聞いた通りの話だった。

			　エルジュの暗殺を知って止めに行ったが間に合わず、そのまま帰国。

			　その帰国途中で暗殺されそうになり、私がいるダンジョンに逃げ込んで一命をとりとめた。

			　その後、ダンジョンを発ち、リテアを立て直すために舞い戻ったが、そこで判明したのは、今回のリテアの暗躍は強硬派によって起こされた事件だということ。

			　結果、今回のお詫びとして、リテア側からは強硬派の資金をすべてセラリアに譲渡。ルルアは聖女の座を降り、実質人質としてダンジョンに側室に入った。

			　うん、モノの見事に、立役者であるユキが出てこないわね。

			　だけど説明ができる不思議。

			　自慢したいのに、できないジレンマ。

			「……ルルア殿も大変だったな。国の長としてはアレだが、最後まで、いや、今も尽力しているその姿勢に私は敬意を表する」

			「……先ほどの失礼な態度、まことに申し訳ありませんでした」

			　ガルツ王がルルアを褒ほめ、ヒギルは先ほどの態度を謝罪する。

			「ローエル、貴女はいいの？」

			「……ルルア殿がエルジュの師だということは知っている。エルジュの手紙にいつも書いてあった名前だ。その手紙通りの人物だ。私が言うことはない」

			「……そう」

			　そこで皆がひと息ついた。

			　結構な長い話だったから、ひと息つきたくなるわ。

			「と、すいません。賠ばい償しよう金や今回の争乱の真実は分かりました。しかし、その……ユキ殿はなぜ、セラリア殿やルルア殿の夫に？」

			　ここまで話をじっと聞いていたティークが口を開いた。

			　相変わらず細かいところに気が付くわね。

			　でも、それを待っていたのよ!!

			「それは簡単です。この争乱を最小限の被害に止めたのは、まさに夫の手柄というわけです」

			「ほう？　まことか？」

			「はい。今回の落としどころについて英断したのは父上ですが、それを提案したのは我が夫です。そして、リテアの手引きでロシュール国内は敵だらけでしたが、そんななか毒殺されそうになった私や暗殺されそうになった父上、姉上を救ったのも、また我が夫です」

			「それは、まさに英雄と言って過言ではないな」

			「そうでしょう。しかし、我が夫はそれだけにとどまりません。ねえ、ルルア？」

			「はい、旦那様は怪け我がをした私を癒いやすとともに、失意のどん底にいた私を諭さとしてくれました。そして、再びリテアに舞い戻ると決意した私が復権するのを、手伝ってくださいました。強硬派のことを抑えられたのも、旦那様のおかげです」

			「ふっ、ふははははっ!!　なんという、なんという英傑か!!　見事、実に見事だ!!　しかし、その手柄に対して、あまりに名が広まっていないのは……」

			「ええ、公に言える事件ではありません。そうですね、私と父上、姉上を魔王の魔手から救ったとぐらいしか、名は知られておりません」

			「じゃろうな。だが、相応しい。これ以上にないぐらい相応しい夫だな。セラリア殿、ルルア殿」

			「ええ」

			「はい」

			　私たちは何のためらいもなく、返事をする。

			　ユキ以上に私たちに相応しい夫はいないわ。

			　それを、これからさらに教えてあげましょう。

			　ここからが、本番なのだから。

		

	
		
			第93掘　本題

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「セラリア殿、ルルア殿、そちらの情報、とてもありがたく思う。これで、極秘の任務は成功じゃな。こちらからも、しかとロシュール王に伝えておこう」

			　ガルツ王が今回の件を聞いて、そう締めくくろうとした。

			「あら、待ってください。言いましたよね、これは私たちにとってはついでだと。本題があるのですが、よろしいですか？」

			「む？　この話より重大だと？」

			「ええ、そうです。今の話は平和を保つための話。そして、これからお話しすることは、未来への話です」

			「未来？」

			「はい、私たちがこれから話すことを聞けば、お分かりになるはずです。と、どうしますか？　いったん休憩を入れますか？　少し長い話になると思いますので」

			　私はそう言って、ガルツの面々に視線をやる。

			　多分、驚きの連続になるからね。

			　準備……にはならないだろうけど、休憩を挟はさめば少しはましになるのではと思う。

			「ふむ、どうせ食後だ。わしはこのまま続けて構わんが、皆はどうだ？」

			「いいのですか、お父様？　正式に話を聞かなくて？」

			「どのみち非公式だ。ちゃんとした話であれば、ここで聞いたあと再度検討すればよかろう」

			「そうですね。それなら私も否はありません」

			「私も問題はありません」

			「まあ、お茶をのんびり飲みながらだし、セラリアが相手だ。私はいいぞ？」

			「ねぇさん。もうちょっと言い方を……一応、同盟国の姫様です」

			　ふむ、まあのんびり話せる場であるのは確かね。

			　問題が起これば、ひと息入れればいいでしょう。

			「皆、良いようだ。セラリア殿、本題とやらを聞かせて貰えないだろうか？」

			「はい、分かりました」

			　さて……いったん説明から入ろうかしら。

			　私が話さないといけないのが面倒ね。

			　ダンジョンの表向きの管理者は私だから、夫が説明するのは不適切だし。

			　夫が説明するにしても、私が説明した後の補佐って感じでお願いするしかないわね。

			　夫がダンジョンマスターだと明かしたいところだけど、そんなことをすればロシュールが乱心したと思われるし……やはり夫の言った通り、私が表に出るしかないわね。

			「では、私からの本題というのは、我が領地であるダンジョンとの交易についてです」

			「……普通だな。いや、当たり前ではあるが、なぜそのように勿もつ体たいぶったのだ？」

			「そうですね。ダンジョンを治めたという意味を、ガルツ王は理解しておいでですか？」

			「ダンジョンを攻略したという意味ではないのか？」

			「いえ、攻略ではなく、ダンジョンを制御することに成功したんです。つまり、ダンジョンを自由に製作することができます。たとえば魔物を召しよう喚かんしたりなども……」

			　そこでティークが言葉を挟んだ。

			「……それは、大成果ではないですか。しかし、危険はないのですか？」

			「それはもう、皆さんが確認していらっしゃいますよ」

			「どういうことだ？」

			　ふふ、私が言うまで気が付かないとはね。

			　さすが、ドッペルゲンガーね。

			「今回ガルツに来たここにいる面々は、シェーラとキルエを含めて全員がダンジョンで制御しているドッペルゲンガーです。つまり、私も含めて全員偽者。まあ、中身は本物ですが」

			「「「なっ!?」」」

			　驚いて目を白黒させているガルツの面々。

			「……どこからどう見ても、本物にしか見えんが……」

			「ドッペルゲンガーは姿形をまねるだけで、その人物を知る者なら、すぐに正体が分かると聞きましたが……」

			「ええ、本来はその通りです。しかし、ダンジョンの魔物は制御ができます。そして、ダンジョンマスターは、安全のためにダンジョンから出るようなまねはしない」

			「……なるほど、ドッペルゲンガーは本来、ダンジョンマスターが外に出るための借りの体だったと？」

			「さあ、私もドッペルの性質を知ったのはダンジョンを制御してからでして、私はこういう風に使っております」

			「要人護ご衛えいに関して、これ以上の対策はないでしょう。そっくりな影武者。これは素晴らしい」

			　ヒギルが素直にドッペルのことをほめる。

			「これでお分かりいただけましたか？　私たちは魔物でありながら、そちらに危害を加えていないのです。まだお疑いであれば……そうですね、ブラッドミノタウロスでも呼びましょうか？」

			「ま、待て!!　そんな怪物を呼べば大混乱だ!!　ダンジョンが制御されているのは信じる!!」

			　ヒギルが慌てたように言って、他も頷く。

			「ありがとうございます。しかし、これはまだ、序の口です」

			「こ、これで序の口か……」

			「はい、最初から言っての通り交易が目的ですから。……そうね、まずは交易品をお見せしましょうか。ラッツ、いいかしら？」

			　ラッツに目め配くばせすると、彼女が軽く頷いた。

			「では、これから、このラッツことダンジョンの商店代表と、鍛か冶じ代表で妖精族の長のナールジアがご紹介いたします」

			「よ、妖精族？　どこにその姿が？」

			「ナールジア、いいわよ」

			「はいはい。忘れられてたかと思いましたよ？」

			「「「っつ！！？」」」

			　ガルツの皆からすれば、いきなりナールジアが現れたように見えるだろう。

			　実際には、ガルツ国に入ってから、ずっと透明化の魔術をかけて待機していたのだ。
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			「ば、バカな!!　ここは魔術を行使できないようにしてあるのに!!」

			「うーん、確かに行使しにくくはありますが……ほら」

			　ナールジアがそうやって手を振ると、空中に火球が複数現れる。

			「私ぐらいになれば、さほど問題はありませんよ。ああ、安心してください。普通なら行使はできませんから」

			　そう言って、火球を消す。

			「では、改めまして。ダンジョンで鍛か冶じ代表を務めております。妖精族代表、ナールジアと申します」

			「あ、ああ。どうやら、本物のようだな……」

			「ええ、それを証明するために今まで隠れていたんですから。私たちに敵意がないのは、今のでご確認できたと思います」

			　ふふ、予定通りに敵意がないと示せたわね。

			　彼女が妖精族だと確信をもったみたいだし、これで私たちに危害を加えれば、妖精族に敵対することにもなるのを理解したようね。

			「……あの～。ナールジアにいきなり出番を奪われましたが……。ダンジョンで商店代表を務めております、ラッツと申します。ユキさんの側室でもあります」

			「ほほう!!　ユキ殿もすでに兎人族の女性を妻としておったか!!」

			　……なにを嬉しそうに夫に語り掛けているのかしら？

			　ガルツ王家だと、そういえばシェーラが兎人族だったわね。

			「え、ええ。良き妻ですよ」

			「うむうむ、セラリア殿、ルルア殿、シェーラと３人も相手にして大丈夫かと思っておったが、他にも側室がおったとはな。わしには及ばんが、見所がある。そちらに夜の秘薬を届けよう。わしに追いつけるかもしれんが、せめて、あと４、５人はのう……」

			「……お父様。少し下世話ですわ」

			「……お父上。今は大事な話の途中です」

			　娘と息子から待ったをかけられる父親。

			　……でも、その薬はもらおうかしら。

			　もっと激しくしてもらえそうだし。

			「えーと。とりあえず、今回の訪問の献上品として、今後、交易品になりそうな物を多数持ってきておりますので、そちらからご紹介いたします」

			　ラッツがそう言いながら、アイテムボックスから予定されていた品々を取り出し、説明し始める。

			　ナールジアの方も、妖精族が作った武具などを紹介した。

			「ほほう。このウィスキーとかいったな。強いが美味うまい!!」

			「ですね。しかし、私はナールジア殿が持ってきてくれた、この剣。いや、セラリア殿と同じ刀（？）でしたかな。素晴らしい切れ味とエンチャントです」

			「セラリア、ずるいぞ!!　この防具とか凄すごい!!　こんなのを使い放題とか!!」

			「あら、美味おいしい。シュークリームでしたっけ？　是非とも交易品のトップに入れて欲しいですわね」

			「ちょ、なんだ、この白い紙は!?　これがペン!?　インクがないのに書ける!?　いや、この中にインクが入っているのか？　しかし、どうやって……」

			　どうやら、概おおむね受け入れられたようだ。

			「ふむ、これほどの品とはな。……交易を断る理由はないのう」

			　そこでシャールが疑問を口にした。

			「お父様、お待ちください。品物を仕入れるだけでは、こちらが枯こ渇かつしてしまいます。セラリア様たちは私たちの国から何を仕入れてくれるので？」

			「そうですね～。そこの相談もあるんですよ。こっちが便利だからといって、そちらに無理やり押し通せば、ガルツの市場は大混乱になるかと思いまして」

			「……その通りじゃのう。様子を見て、徐々にといった感じか。こちらからは……小麦がおすすめじゃな。他もあるが、今思いつくのは小麦じゃのう」

			「ですね。小麦を第一の交易品として仕入れていただきたいのですが？」

			「ええ、喜んで。こちらだけが得をするなど、交易ではありませんからね。シャール様が気に入ったシュークリームも小麦が材料ですから、レシピをお教えするので、ガルツ独自のシュークリームを開発してはいかがでしょうか？」

			「……それは名案ですね。すぐに、レシピを書き写す羊皮紙を用意しなくては……」

			「それでしたら、この紙を使ってくださいな」

			　ラッツが大量にコピー用紙を渡す。

			「姉上、ここでの書記は私にお任せを!!　ボールペンの使い方は知らぬようですし」

			「そうね、ヒギル。お願いするわ」

			　それからしばらく、あーだ、こーだとにぎやかに会議をして……。

			　主に会議をしてたのは、私、ラッツ、ナールジア、ティーク、シャール、ヒギル。

			　他は持ってきた物を検分して遊んでたわ。

			　……まったく。

			「しかし、ここまでの交易品。万が一盗とう賊ぞくや災害などで失くせば、大きな損害になるな」

			「そうですね。この品々の価値を知れば、確実に狙ってくる盗賊は増えるでしょう」

			「……ロシュールとガルツの道の警備を強化するしか……」

			「でも、それで完全に防げるわけではない……」

			「……お兄様。もうそれは仕方のないこととして、まず仕入れないと話になりません」

			「だな。多少の損失は覚悟して、売値を上げて損失分を補うようにするしかないか……」

			「ですね。値は上がりますが、どうしようもありません」

			　ガルツ王家の３人はそう言って、難しい顔をしている。

			　私たちにとっては、ありがたい悩みなんだけどね。

			「その悩み、解決できますよ。物資を大量に安全に運搬できて、安価で民に売る方法が」

			「本当ですか!!」

			「ええ、ダンジョンの力を借りることになるのですが……よろしいですか？」

			「……なるほど、しかし今までのことを見て疑う理由はないと思うのですが。父上、どう思われます？」

			「わしは問題ないと思うが、当分は様子見という形をとるべきだと思う」

			「そうですね。様子見ということで、しばらく使って問題がなければそのまま使うということでよろしいですか？」

			「構いません。国を預かる者として当然の判断だと思います。で、方法ですが……」

			　私がそう言って息を止めると、ガルツの面々がどんな答えが出てくるのか期待を含んだ目でこちらを見つめてきた。

			「ガルツの地下にダンジョンを作らせていただけませんか？　それで、我がダンジョンとガルツを直接繋ぐゲートを設置できます。すでに、リテアとのゲートは開通していて、冒険者ギルドには、安全だとお墨付きをいただいております」

			　満面の笑みでそう言ってやった。

		

	
		
			第94掘　緊急会議

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　セラリアが上手く話を纏まとめてくれているな。

			　あとは、ダンジョンを作ることに同意してくれればいいのだが……。

			　ガルツ王の代わりに、ティークがセラリアに聞き返した。

			「ダンジョンを作る？　このガルツに？」

			「ええ、そのダンジョンの中にゲートという転移トラップの一種を設置して、我がダンジョンと繋ぐわけです」

			「……リテアもすでに繋がっていると言ったが、本当なのか、ルルア殿？」

			「はい、すでに我がリテアとダンジョンは繋がっております。リテア大聖堂の下にダンジョンが作られております」

			「大聖堂の下に!?」

			「まあ、脅おどしの意味もあったので、そちらに作らせていただきました。ご希望があればそちらに作りますが？」

			　ルルアと連携して畳み込んでるな。

			　リテアがそんな場所に存在するのを認めているとなると、安全性は確かな物。

			　ここで怖がって、下手にガルツ王都から離れた場所に作れば、侮あなどられる可能性もある。

			「ぼ、冒険者ギルドから安全宣言が、で、出ているとか？」

			「はい、すでにダンジョン内には冒険者ギルドがあります。代表者の方々が誘致の政策として、本来の攻略目的のダンジョンを複数作り、そこを攻略する冒険者を集めているところです。すでに、グランドマスターの視察も終えて、太鼓判を押してくれております」

			「グ、グランドマスターもか」

			　ロックギルドマスターからの援護もあり、これでかなり有利になったと思うが……。

			「結構大がかりな話ですし、今すぐというわけでもありません。しばらくこちらに滞在しようと思いますので、その間に決めていただければいいですわ」

			　セラリアがそう言って、にっこり笑う。

			「そう、ですか。ありがたい。検討する時間をいただけるのですね」

			「当然です。いきなり、王都の下にダンジョンを作ることに同意されても頭を疑いますわ」

			　セラリアがそう言って立ち上がった。

			「さて、私たちからの本題の続きはダンジョンを作ってからになりますので、これで失礼いたします」

			「……まだ続きがあるのか？」

			「ええ、交易、ダンジョンの開通は私たちにとっては、まだ通過点です。ここから先を聞きたいのであれば、ダンジョンを作ってからですわ。皆、部屋に戻りましょう。これから大事な会議なようですから」

			　やれやれ、戦闘以外はここまで頭が回るのにな。

			　皆もセラリアに促うながされて椅子から立ち上がる。

			「ああ、この件はしっかり重鎮たちと話し合ってもらって結構ですよ。黙っていて欲しいのは、賠ばい償しよう金の出所と争乱の理由だけですので」

			「……うむ。承知している」

			　そこで、ガルツ王が重々しく頷いた。

			　会議しろって言ってもな。

			　どう考えても、受け入れなければ、今後のガルツに不利になることは分かり切ってることだからな……。選択肢なんて実質ないようなものだ。

			　

			　ｓｉｄｅ：ガルツ王

			　セラリア殿たちが出て行ったあと、わしたちはまず、話を聞いたこの面々で緊急会議をすることにした。

			　正直、セラリア殿の言う通り、こちらが本題であった。

			　賠ばい償しよう金の出所や争乱の真相といった過去のことより未来。

			　なるほど、ロシュールの爺じじい、いい跡継ぎを育ておったわ。

			　しかし、この話をなぜ持ってきた？

			　イマイチ理由が分からぬ。

			　何の得がある？

			　ロシュール一国でダンジョンを管理した方が有利になるはず。

			「さて、緊急会議を始める。まずは、セラリア殿の提案だが……」

			「それ自体は何も問題はないと思います。すぐに設置、撤去可能なような言い方でしたから」

			「問題は、セラリア様の意図がまったく分からないところですわ」

			「そうだな、私も自分なりに考えてみたが、わざわざ個人でこちらに交こう渉しようしにくる理由が分からない」

			　シャールとティークも同じ考えであったか。

			「彼女自身がお金と権力を欲しているなら、賠償金を国に提供しないだろうし、個人でダンジョンとの交易を勧めに来たりはしない」

			「ええ、大金を求めるなら、国同士の交渉の方が圧倒的に有利ですわ。わざわざ力関係が劣る個人で交渉しても足元を見られるだけです」

			「……彼女が今緊急に私用の資金が必要……はないな」

			「あり得ませんわ。それならいっそ、今持ってきたそこの規格外の物資を売りさばけば、ひと財産になりますわ」

			「彼女が何を目的としているのか分からない。そこが不ま味ずい。下手を打てば、多分国が傾くような気がするんだ」

			「お兄様のお考えに、私も同意いたします。セラリア様のあの自信たっぷりなご様子、下手に動くことは危険だと思いますわ」

			　ティークとシャールの言う通りだ。

			　あのセラリア殿は、何か自分たちでは予想もつかないようなことを考えているのではないのか……そこが一番問題だ。

			　わしの手におえる人物かどうか……。

			「……ダンジョンのゲート……任意に作れる？　……まさか……いや、でも……そんなバカな」

			　わしとティーク、シャールの３人で話し合っているなか、我が国内随一の頭脳を持つと言われるヒギルは、書き留めていた紙を見ながら独り言をつぶやいている。

			「ヒギル、どうかしたのか？　些細なことでいい。何か予想はつかないか？」

			「そうね。ヒギルの頭脳、ここが使いどころよ？」

			　ティークとシャールもヒギルの様子に気が付いたのか、声をかけた。

			「い、いえ。す、少し気になったことはあるのですが……。これは、あまりにも……」

			　珍しい。ヒギルが言うのをためらうのか。

			「何を言っている。さっさと言え。話さねば何も分からん。私は、学がちょっと足りない。だから、些細なことでも教えて欲しいんだ」

			「ねぇさん……」

			　押し黙っていたローエルが声をかけたことで、ヒギルが少し落ち着いてきた。

			　ふむ、ローエルはやはり将としての才能は群を抜いておる。

			　こうもあっさり、ヒギルを落ち着かせるとは。

			「そう、ですね。では、今から私の考えを言います。しかし、これはあくまでも考えですので、鵜う呑のみにしないでいただきたい」

			　ヒギルの言葉に全員が頷く。

			　それを確認したヒギルがゆっくりと口を開く。

			「まずは先に、セラリア殿が何を考えているのかの答えを言いましょう。彼女は、戦争のない世界を……いえ、限りなく戦争が起こりにくい世界を作ろうとしています。我が国との交こう渉しようはその布石です」

			　ヒギルの言葉に皆、反応できないでいる。

			　わしもそうだ。

			　戦争がない、いや限りなく戦争が起こりにくい世界か。

			　それは、この大陸に住まう者すべてが望む理想の果て。

			　そして、幾度となく平和を目指し数多あまたの血を流してきた世界の矛盾。

			「……なぜ、そのような答えにたどり着いたのか、説明してもらえるな？」

			「はい」

			　ヒギルはわしの視線をしっかり受け止めて頷く。

			　これは、ただの勘で言っているのではないな。

			　さっきの会話の中で、ヒギルは確信する何かを得たのだ。

			「僕が疑問に思ったのは、益のないダンジョンについての情報開示、そしてゲートの開通についてでした」

			「うむ、それはわしも同様だ」

			「しかし、これが回答でもありました。益がないからこそ、この回答しかあり得ないと」

			「戦争なき世界だと？」

			「はい。このダンジョンのゲート。セラリア殿は交易のためのもので、安全でかつ最短で移動できるものだと言いました」

			「その通りだな」

			「これは、各国で情報交換が簡単になるということです。つまり、お互いが簡単に監視できるのです」

			「「「っつ!?」」」

			「？」

			　ヒギルの言葉に全員が……いや、ローエル以外が反応する。

			「また、各国が了承し、ダンジョンを管理するセラリア殿が許可すれば、ダンジョンを繋いでいる国へと軍隊を簡単に移動することができます。たとえば、リテアの大聖堂の下にあるというダンジョンへも」

			「「「！！？」」」

			「ダンジョンと交易する国同士は、お互い手出しができない状態へと追い込まれるでしょう。いえ、むしろ交流が盛んになって友好国が増え、万が一ダンジョンと交易していない国に侵攻されるようなことがあれば……」

			「即時に連合軍を組んで、かつてない速度で迎げい撃げきができるな」

			「はい、さらに、攻めてきた国の利権を分け合うことができます」

			「ダンジョンを中心にした連合を組まない理由がないな」

			「いろいろ細かい問題点はありますが、これがセラリア殿の最終目的でしょう。この世界の平和」

			「……途方もない夢……ではないな」

			「はい、これは現実的であり、実現可能で、血を流さずにすむ最上の策かと。そして、そこからガルツとの交こう渉しよう目的も予想がつきました」

			「どういうことだ？　争いのない世界が目的では？」

			「それは最終目的です。ガルツとの交渉は通過点です」

			「ほっ、わしらが通過点か」

			「ええ、どう見ても通過点です。セラリア殿のガルツでの目的。それは、ダンジョンの独立支援の確約です」

			　その言葉を聞いて、わしはすべてに納得がいった。

			「そうか、セラリア殿は祖国に剣を向けるのを否定していなかったな」

			「ええ、セラリア殿はロシュール一国の安定より、世界の安定を取ったのです。リテアの大聖堂の下にダンジョンを作った話を、脅おどしと言ってました。つまりその気になれば、私たちに断らずに地下にダンジョンを作り、簡単に制圧が可能ということです」

			「……セラリア殿は信ずるに値すると？」

			「正直に言いましょう。セラリア殿に手を貸さなければ、私たちの国は遠くない日に滅びます。自滅という形で。信じる信じないの話ではないのです。すでにこちらに選択権はありません。しかし、セラリア殿の手を握るなら……」

			「争いのない世界を作り出した立役者の１人になれるわけか」

			「はい。選択権はありませんが、こちらに不利益もありません。セラリア殿が欲しているのは支援をしてくれる同志。すでにリテアは同意しているとみていいでしょう。ロシュールにしてみれば、ダンジョンの独立は何としても止めたいはず。しかし、独立を支援すると大国……リテアとガルツが大声で周辺諸国へ喧けん伝でんすれば……」

			「ロシュールは体面のため、独立を認めざるを得ないか」

			「こちらとしても、ダンジョンとの交易でいちいちロシュールを通さなくてよくなるうえ、変に足元を見られたりもしないでしょう。こちらの足元を見るようなら、独立宣言を支援しないと言えばいいのですから。もっとも、そんなことセラリア殿がするわけないと思いますが」

			　……ふむ。

			　全員、こちらを見つめる。

			「父上。これが僕の考えです。自分でも言葉にしてみて、間違いでないと確信が持てました。王よ、ご決断を」

			　ヒギルが頭を下げる。

			「うむ。まだ確実ではないが、この話が真実ならば、平和を望む数多あまたの民のためにセラリア殿を支援する。ガルツ王都にダンジョンを作ることを前提にして、重鎮たちを説得する。皆、手伝ってくれ」

			「「「はっ」」」

			　さて、明日にでもセラリア殿に確認を取らねばならぬな。

			　この策を考えたのは……ユキといったか、あの若者だろうな。

		

	
		
			第95掘　重鎮たちへの対策

			　

			　ｓｉｄｅ：ティーク　　ガルツ第一王子

			　大まかな方針は決まった。

			　だが、まだこれだけでは、我が国を支えてきた臣下たちを納得させることはできないだろう。

			　私たちがセラリア殿を信じただけであって、彼女以外の何者かが、いらぬことを考えていないとは言い切れない。

			　いや、それはこの国も同じか。

			　しかし、どうしても不安は出てくるものだ。

			　ダンジョンとの交こう渉しようで何とか好条件を取り付けたり、有利な条件で進めないと臣下の不安や不満はたまる一方だろう。

			　ヒギルの言う通りであれば、断るのは得策ではない。

			　本当にガルツが諸国から置いて行かれる。

			「さて、セラリア殿の提案を前向きに受けるとして、それでも反発は出てこよう」

			「はい、得体のしれないダンジョンを、この王都の下に作るというのです。確実に反対派が出てきます」

			「当然ですわね。しかし、リテアと冒険者ギルドからの公認、これで押し通せるのでは？」

			「押し通すことは可能です。ですが、それではいらぬ反発を生むでしょうし、後々に問題になっては困ると思いますが？」

			「そうじゃのう。そこら辺も抑えられるように、重鎮たちの希望を聞いてみるか。それをセラリア殿と相談して、すり合わせていくしかないのう」

			「それが一番妥当ですね」

			　やはりこういうことになるか。

			　どうやっても反発は出る。

			　それを限りなく少なくするため、反対派の意見を取りこみ安定化を図る。

			「しかし、万が一、相手方がよからぬことを考えているとしたらどうしますか？」

			　私は失礼と思いながらも、最大の不安を口にした。

			「ふむ。それを排除して考えるのは得策ではない……が」

			「兄さん。セラリア殿やそれに連なるダンジョンを制御できる人物が悪意を持っているのであれば、どうしようもありません。というか、向こうからすれば話し合う意味すらありません。見たでしょう？　あの本物と区別のつかないドッペルゲンガーを。本気になれば、いつでもガルツなど潰せるでしょう」

			「それは分かっている。だが、他の要因も考えなくてはいけないということだ。たとえば、我が国とダンジョンの友好を望まない者の妨害工作などだ」

			「……なるほど。間違っても敵に回したくない相手を、第三者のせいで敵に回すことになるのは避けないといけませんね」

			　そう、まかり間違っても、セラリア殿が治めるダンジョンと敵対することは絶対に避けたい。

			　しかし、友好を快く思わない者は必ず出てくるだろう。

			　そして、ダンジョンと我が国の友好を切り裂こうとするはずだ。

			　それだけは、何としても阻そ止ししなければならない。

			「うむ。そこもしっかりと、セラリア殿と話し合う必要があるな」

			「はい、では、今決まったことをセラリア殿に話して了承をもらい、重鎮たちを説得するという流れがよいかと」

			「ですね。一度セラリア様に話を通しておいた方がやりやすいでしょう」

			「では、明日改めて、セラリア殿と会談を行おう」

			「「「はっ」」」

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「どうなると思うかしら？」

			　私たちはあてがわれた部屋に戻り、コールで全員と会議をしている。

			　私たちに卓上会議など不要。

			　この連絡機能がどれほど便利か、ガルツの面々には教えてないが、聞けば驚くだろう。

			『そうですね。得体がしれませんから、信頼はできても、周り……臣下を抑えるために、いろいろ条件を付けてくるのではないでしょうか？』

			「そうですね。私もお父様やお兄様は、そう考えると思います」

			「ですね。リテアの時と違って完全に最初から交こう渉しようですからね。向こうの要求も当然出てくると思います」

			　シェーラやルルアも同じ意見か……。

			「あなたはどう思うかしら？」

			　私が一番に信頼している我が夫、そして私が知りうる限り最高の頭脳の持ち主（乙女おとめ補正）。

			「そうだな。概おおむね皆と同じ意見だ」

			「概ね、ね？　違いがあるのはどこかしら？」

			「うーん、下手したら俺たちがガルツの臣下の前に出ることになるかもしれないな」

			「それは当然だと思うけど？」

			「いや、俺たち全員な」

			「……ああ、そういうこと」

			　なるほどね。

			　そうなれば、いろいろ面倒なことが起こりそうね。

			「あの、申し訳ありません。我が国の臣下たちの前に出るのが何か問題でも？」

			「いえ、それ自体は問題ではないわ。だけど、万が一反対派が、私たちがドッペルゲンガーだからといって襲い掛かってきた場合、どう対応しようかしら？」

			「そ、それは!?」

			　あらあら、シェーラが目を白黒させている。

			『それは、私たちが偽者とはいえ、やられる筋合いはないですからね』

			『……抵抗する。というか殲せん滅めつする』

			『ですね。私はカヤ様に同意です。いくら偽者とはいえ中身は本人の使者です。それに危害を加えるなど、斬って当然かと』

			『ま、俺も死にたかねーからな。伊達にギルドマスターやってねえよ。自分の身ぐらい守ってみせる』

			「ですね。偽者とはいえ旦那様に危害を加えるなら、全力でお相手しましょう」

			「当然ね。夫や私たちに危害を加えるなら手加減なんてしないわ」

			「私も、襲われるのは嫌ですからね。妖精族の力をお見せしましょう」

			　全員が迎げい撃げきに賛成する。

			　当然よね。

			「いや、そこじゃねーよ。身を守るのは当然として、そんなことがあればガルツとの交こう渉しようをどうするかだ。継続するのか？　帰るのか？　それとも因縁……でもないか、ちょうどいいからケンカ吹っかけるか？」

			　ああ、そっちね。

			　でも……どうしようかしら？

			『あー、私は帰る方向で。ま、脅おどしですね。諸国に今回の対応を喧けん伝でんすると』

			『……私も帰るに１票。皆を守るのが私の仕事』

			『私も帰るに賛成ですね。護ご衛えいとしては、そんな事態が起きた国にはいたくありません』

			『うーん、ガルツのギルドにも用事があるから、帰るのはなしで交渉を継続して欲しいかな』

			　ラッツ、カヤ、クアルは帰るか。ロックはギルド関連で用事か。

			　これはこれで当然よね。

			「あ、あの、私は……そんなことは起こるとは思えないのですが……。その時は、どうにか交渉を継続していただきたく思います!!」

			「そうですね。リテアもあんなことをしてなお、交渉していただきましたし、どうか継続を」

			「私は……ガルツのことも、その程度の荒事で見捨てては欲しくないですね」

			　シェーラは当然として、ルルアも継続に賛成か。

			　ナールジアも継続と。

			「あなたは？」

			「俺が意見を言えば、嫁さんたちが一気に意見を変えそうだから、ノーコメント」

			「それもそうね」

			　私もユキが意見を言えば、何か深い理由があると思ってそっちに傾くわね。

			「と、セラリアの１票で引き分け会議延長か、交渉継続の勝利かに分かれるが、どうする？」

			「そうね……」

			　私たちの目的は、ガルツがダンジョンの独立を支援すること。

			　それがないと、いろいろ面倒なことになる。

			　被害が少ないと分かっているし、帰る選択肢はあまり美味おいしくないわね。

			「私は交渉継続に１票ね。でも、そんな事態が起これば、強気で押し込んでいくわよ？」

			「は、はい!!　当然です!!」

			　シェーラとしては、あまり心臓に良くない話だからね。

			　今日はこの辺で終わりにして、明日の対応をみますか。

			「さて、詳しい話は明日にでもしましょう。今日は疲れているし、もう寝ましょうか？」

			　そう提案すると皆から同意の答えが返ってきた。

			　コールを切り、私たちは夫を抱き枕にしてベッドへ沈み込んだ。

			　さあ、ガルツはどうするつもりかしら？

		

	
		
			落とし穴12掘　夏の日に

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			「……暑い」

			「あついね～。なんでわざわざ、ダンジョンまで外の気候に合わせてるんだか……」

			「……あまりクーラーとか、ダンジョンの快適な空間になれると、外での生活に支障をきたすって言ってたわ」

			「分かってるけど……。外回りの僕たちはつらいよ。トーリ、見てよ、耳が垂れてる……」

			「……大丈夫ですよ」

			「うそだー」

		

	
		
			[image: p_231.jpg]
		

	
		
			　私はリエル、カヤと一緒に、ダンジョンの警備として住宅街を歩いてるのですが……。

			　リエルの言う通り暑いです。

			　この大陸には四季があります。

			　ユキさんの住んでいたところにも四季があったようで、そこは混乱ないそうです。

			　まあ、大陸の北端や南端近くは、１年を通して気候が変わらない地域もありますが……。

			　と、話がずれましたが、このダンジョン内はユキさんの意向で外の気候……温度に合わせています。

			　理由はカヤが言った通り。

			　ダンジョンの施設内はエアコンがあるので快適です。

			　ただ、それで、子供たちとかが特に外に出たがらないようになっているのです。

			　というか大人たちも、用事がなければ室内にこもりきりなので、最近、ダンジョン全体で夜以外のエアコン禁止令が出ました。

			　ユキさんが言っていましたが、室内で快適な温度で過ごし続けると体力が落ちるようで、多くの住人たちも自覚があったのか、この禁止令に反発は出ていません。

			　まあ、喫茶店や飲食店、その他快適に過ごすための場所でのエアコン使用は許可されていますが。他にも病院とか、仕事場で必要以上に暑くなる鍛か冶じ場のエアコンも使っていいことになっています。

			　ただ、鍛冶場については、ナールジアさんとドワーフの大旦那さんが、

			「「生ぬるい！　エアコンでのんびり槌つちを振るうこたぁ許さん!!」」

			　と鍛冶魂全開で、ほとんど使わせてもらってないとか……可哀想かわいそうに。

			「ねぇ、トーリ。部屋に籠こもって書類整理しようよ……。仕事場のエアコンはＯＫだしさー」

			「ダメ、私たちがそんなことしたら、部下に示しがつかないよ」

			「……リエル。私と一緒に農地開拓してみる？　暑さになれる」

			「いやー」

			　今日は珍しく、この３人で見回りをしています。

			　ですが、この暑さでリエルは少し疲れているようです。

			　私も多少きつくはありますが、この時期は毎年こんなものなので大丈夫ですね。

			　カヤも農業関連の仕事で外回りの日々ですから、暑さもあまり気にならないようです。

			「そうだ、アイスでも買って休憩する？」

			「うん!!」

			「……現金」

			「仕方ないじゃん!!」

			　ということで、住宅街、最大の商店スーパーラッツへ。

			　ここ最近の人口の増加で、スーパラッツは２号店、３号店とどんどん増えています。

			　まあ、１店舗だけで１万人強の人たちに商品を販売するのは大変ですからね。

			　多少家族世帯もありますが、半数以上は１人暮らし。下手したら５０００人が、毎日買い物に来る計算です。３店舗になって、ようやく１店舗あたり１８００人程度。

			　ラッツは、当初あまりの忙しさに倒れてしまいそうだったんですが、ユキさんや、最初からいた店員さんの協力の下、無事に今にこぎつけました。

			　今ではその店員さんたちが各店舗の店長や副店長を務めていて、ラッツ自身は在庫管理や商品受注など完全に裏方の仕事に回っています。今の仕事はデスクワークばかりで、それはそれで辛いんだとか。

			「おや、３人一緒とは珍しい」

			　店舗に入ると、ラッツが入口で何か作業をしていました。

			「やっほー」

			「……暑いからアイス買いに来た」

			「というわけです」

			「あー、なるほど。外回りは大変ですね」

			　ラッツは作業を他の店員に任せ、こちらに寄ってきます。

			「いいの？」

			「まあ、大した作業でもないですし。アイスでも食べながら少し会議といきましょう」

			　さっそくラッツを先頭に、アイス売り場へ向かいます。

			「でもさ、スーパーの中は涼しいよねー。はー、癒いやされる」

			「……うん、涼しい」

			「そうだね」

			「そうですね～。お客さんは涼しいかもしれないですが、働いてるこっちは難しいんですよね」

			「どういうこと？」

			「いや、レジにいる店員はじっとして動かないので、寒くならないよう長袖です」

			「あ、ほんとだ」

			「でも、品出しとかで、倉庫から出入りしてる人はかなり動き回って外に出たりもしますから、汗だくになったりもします」

			「……お店もお店で大変」

			「そういうことですね」

			　そんな会話をしつつ、冷蔵庫の中のアイスを漁ります。

			「ねえ、どれがおすすめ？」

			「何言ってるんですか。いつもブラックモンブラ○買っていくのに？」

			「いやさ、たまには他のもいいかなーって」

			　リエルがラッツにおすすめアイスを聞いていると、カヤがずいっとある物を渡します。

			「……雪見だいふ○」

			「それも美味おいしいね。トーリ、どう？」

			「うーん、それはこの前食べたしな～」

			　リエルは普段から自室の冷蔵庫に、スーパーで買ったお菓子やアイスをいろいろストックしています。

			「そうですね～。それならあずき○ーとかどうですか？」

			「何それ？」

			「昨日仕入れたんですよ。ほら、お餅の中に入ってたりするあんこって知ってますよね」

			「うん、甘いよね～」

			「そのあんこを凍らせてバーにしたやつです。もちろん小豆だけではなく、バニラアイスがベースですが、ほらこんな感じで」

			「へー、綺き麗れいな色のアイスだね。僕、これにするよ」

			「まいどあり」

			　私たちもさっさとアイスを選んで支払いをして、店舗の店長室に行きます。

			「ふわー、甘い!!　でも、小豆の甘さだ、なんていうか、お茶が欲しい!!」

			「はいはい、どうぞ」

			「ありがとう、ラッツ」

			　ラッツが甲斐甲斐しくリエルの世話をしています。

			「……雪見だいふ○は相変わらず美味おいしい」

			　カヤが上品に雪見だいふ○を食べています。

			「しかし、トーリはバニラの棒アイスなんですね」

			「これ、好きなんです」

			　白くて甘い棒を口の中に入れて、ペロペロする。

			「うん、美味しい」

			「定番の安定感ってところですかね」

			　そう言ってラッツ自身も、カップアイスの蓋ふたをあけて食べ始めた。

			「あれ、ラッツ、そのアイスはお店に出てなかったよね？」

			「おや、気が付きましたか。これはナールジアの希望の品ですよ」

			「ああ、またハーゲンダッ○の新作？」

			「ですね。抹茶です」

			「好きだね～。ナールジアさんも」

			　ナールジアさんもアイスが大好き……いえ、大好きすぎて、アイス専用の冷凍庫が自室に置いてありました。今店舗で売っているハーゲンダッ○を、全種類３個ずつストックして……。

			「でもさー、ハーゲンダッ○って高いじゃん？　そんなのたくさん仕入れて売れるの？」

			　リエルがあずき○ーを食べながらラッツに聞きます。

			「高いと言っても、２倍ほどの値段ですからね。銅貨２枚が４枚に増えるぐらいのものです。収入が安定しているここの住人なら、毎日食べてもさほど懐ふところは痛まないでしょうからね。実際、売れ行きはいいですよ」

			「へぇ、そうなんだ」

			「これだけ種類があって、普通のアイスよりも味わい深いですからね。何というか、固定の客がいます。ハーゲンダッ○しか食べないという」

			「ナールジアさんみたいな人が、他にもいるんだ」

			「ええ、あと、少し贅ぜい沢たくをってことで買っていく人も多いですからね」

			　なんとなく分かるかな。

			　ハーゲンダッ○は確かに美味おいしいけど、私はたまにしか甘い物を食べないので、あんまりね。

			「そういえば、皆の好きなアイスは聞いたことなかったね」

			「あ、ほんとだ。今日僕たちで皆に聞いてみようよ」

			「……面白い。きっと、雪見だいふ○が一番人気」

			「ほほう。それは面白そうですね」

			　食べ終わって少し雑談を始める。

			「さて、皆とその話をする前に、ちゃんとお仕事を終わらせようね」

			「えっ？　今日はこのまま終わりじゃないの？」

			「……サボりはダメ」

			「はいはい、頑張ってください。また家で」

			　リエルを引きずって、店舗の裏口から出ていく。

			「いやだぁぁあぁぁあ!!　暑いよ―――!!」

			　さあ、お仕事お仕事。

		

	
		
			落とし穴13掘　土用の丑うしの日

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			「う？　うむむむ？」

			　私は少し体に違和感を覚えます。

			　何というか怠だるいと言いましょうか、食欲がないと言いましょうか。

			　時刻は18時。

			　普段なら、仕事を終えてお風呂入って、晩ご飯万歳なのですが……。

			「暑い日が続きますからね……体調でも崩したんでしょうか？」

			　最近デスクワークばかりで、エアコンが効いている室内ばかりです。

			　元冒険者で、現在はけた違いのレベルになっていますが、体調が悪くなったりするのは変わらないらしいです。

			「でも、食欲がないからといって、ご飯を食べなければお兄さんが心配します……」

			　それは、決して許容できません。

			　お兄さんは、自分は無理するくせにこっちが無理するのは認めないという頑固さんです。

			　食欲がないのがばれれば……。

			「本日の夜のお楽しみがなかったことに!!　絶対許容できません!!」

			　今日はお兄さんを独り占めできる日なのです!!

			　私たち、お嫁さんズにとって、お兄さんを夜中のあいだ１人で独占できることは、何事にも代えがたい夢のような時間。

			　永遠と腰を振るのもよし。なでなでしてもらうのもよし。胸をいっぱい揉んでもらうのもよし。少し違った趣向で、お風呂でいたすのもよし!!

			　具合が悪いとお兄さんに知られたら、添い寝ぐらいで終わりになります。

			　……それはそれでいいのですが、そんなのは別の日でいいんです。

			　お兄さんを食べ放題な日に、そんな状況になれば泣くに泣けません!!

			「とりあえず、お風呂に入ってさっぱりすれば少しは変わりますかね？」

			　私はそう思いたって、お風呂へと足を運びます。

			「いやー、ここだけは特権と言いましょうかねぇ」

			　すっかりいい気分になって、湯船に浸かります。

			　訓練所や一般住人たちは普通のお風呂ですが、私たちのお風呂は露天風呂!!

			　テンションの上がり具合が違いますね。

			　まあ、娯楽施設として露天風呂を備えた銭湯はありますし、家族風呂なんかもあります。

			　一概に私たちだけが贅ぜい沢たくってわけではないのですが、無料で自由に、掃除いらずなのが素晴らしい!!

			「あー、疲れが溶けますね～。これで食欲も戻ればいいのですが」

			「ラッツお姉ちゃん、食欲ないの？」

			「大丈夫なのですか？」

			　私がつぶやいていると、可愛かわいらしい返事が返ってきました。

			「おや、アスリンにフィーリア、そしてラビリス。いつの間に？」

			「さっき入ってきたら、ラッツお姉ちゃんがのんびりしてたの」

			「です」

			「……随分とお疲れのようね？」

			「まあ、最近異様に暑いですからね。みんなも具合は悪くなったりしてませんか？」

			「「大丈夫です!!」」

			「……２人は元気いっぱいよ。……ま、ラッツの言ってる意味は分かるけどね」

			「そっちも、ダンジョンの統括ですからね」

			「……立場だけなら、セラリアの次の２番目だから」

			　それから、しばらく私たちはのんびり湯船を堪能します。

			　アスリンとフィーリアは、このダンジョンに来たての頃に私があげたうさぎさんで遊んでくれています。

			　なんとも嬉しいですね。

			「そういえば、最近、お兄さんと一緒に入らなくなってますね」

			「……そうね。２人もようやく落ち着いてきたのよ」

			「ああ、なるほど」

			　この子供３人はお兄さんにべったりで、いつも一緒にお風呂に入っていました。

			　しかし、その理由は「捨てられるかもしれない」「また１人になってしまう」といった不安からです。

			　最初なんて、お兄さんが夜、少しいなくなっただけで、泣きながら廊下を歩き回って探していましたっけ。

			「それでも、まだ部屋は一緒がいいみたいですが？」

			「……それは当然よ。愛しい人とは、いつでも一緒にいたいものよ」

			「私たちではダメですかね？」

			「……一緒に寝ようって言えばくるわよ？　セラリア様やエルジュ様の所にお泊りしてるのは知ってるでしょ？」

			「あー、そういえば」

			「……ま、そこが違いなんだけどね。懐いてる具合で言えばユキが一番よ」

			「そうですね」

			「……ここに連れてこられた当初、ラッツもあの子たちと話はしたでしょうけど、仲を深くしようとは思わなかったでしょ？」

			「これからどう扱われるのか、分かりませんでしたからね。下手に仲良くなれば、別れがつらくなりますし」

			「……で、奴ど隷れいから解放された。最初、あの２人を大切に扱ったのは、ユキが一番だったのよ。私もそれなりに頑張ったけどね。お姉さんとお兄さんじゃ違うものだから」

			「あの頃は、私たちも状況把は握あくに忙しくて余裕がなかったですからね」

			「……そうね。私もそうだったわ。あの２人は純粋だから、ユキの優しさにいち早く気付いたのかもしれないわ」

			「２人とも、最初は食事もままなりませんでしたからね」

			　そう、アスリン、フィーリアは幼くして奴隷となっていたため、一般教養がすっかり抜け落ちていました。

			　食事は手づかみで、フォークやスプーンは使わない。服は簡単な貫かん頭とう衣いの服。髪の毛はぼさぼさ、体は多少マシではありましたが、綺き麗れいかと言われれば違いました。

			　それを、お兄さんが一つずつ丁寧に怒らずに教えていきました。

			　最初の食事のときなんて、あまりに美味おいしすぎたためなのか、２人とも勢いよく食べて浴衣ゆかたを汚してしまい、お兄さんに怒られると思って涙目になってましたっけ？

			　ま、お兄さんは驚いた顔はしていましたが、怒りもしないでお風呂へ連れて行って綺麗にしてましたね……。

			「あの時のお兄さん……これ、私でも惚ほれますよ？」

			「……しっかり、惚れられてるから心配いらないわよ」

			　そんな雑談をしてお風呂を堪能したあと、夕食までのんびり自室ですごしたのですが……。

			「ううっ。やっぱり、なんか怠だるいですね。食欲がイマイチと言いましょうか……」

			　いけません!!

			　これでは夜のお楽しみがなかったことに!?

			　死活問題です!!

			　ラッツ、今こそ女としての根性を見せるべきです!!

			「おう、ラッツ。アスリンが言った通り、少し疲れ気味みたいだな？」

			「はっ!?」

			　ちょ、アスリンに口止めするのを忘れてました!?

			　ば、ばれてますよ!?

			「ち、違うんですよ!?　大丈夫です。気のせいです!!」

			「ま、多分、夏バテだろうからな。それに合わせた晩ご飯だ」

			「は？　夏バテ？」

			「夏の気候についていけなくて、食欲が落ちたり怠かったりする症状のことを夏バテという」

			「あ、ええ、そんな感じではありますが。……晩ご飯？」

			「晩ご飯だ。晩ご飯で夏バテを解消できる。心配するな、今日の夜はラッツとだしな、多分、これで大丈夫だろう」

			「お、お兄さん……」

			　正直、ウルッときました。

			　休めというのではなく、私の気持ちをくみ取った行動。

			　ああ、これで夏バテが解消されなくても、夜は寝かせませんし寝ませんよ。

			「何かいい匂いです!!」

			「おーい、トーリ、走っちゃダメだって。っていい匂いだねー」

			「なんでしょうか、この甘くて食欲をそそる香りは？」

			「おお、ユキ。なんじゃ、この香り!!　お腹がへって仕方がないぞ!!」

			「お酒に合いそうな匂いです!!」

			「ミリーさん、今日も飲みますか!!」

			「ちぃ姉さま、いい香りですね」

			「そうね。まったく夫といると毎日が楽しみね」

			「……お揚げには……お、及ばないと思う」

			「ユキ様。何でしょうか、この不思議ないい香りは？　またユキ様の手作りですか？」

			　匂いに釣られて続々と住人が集まってきます。

			　私も言われてようやくその香りに気がつき、食欲を刺激されます。

			「ふふ、よくぞ聞いた!!　今日の晩ご飯は鰻うな重じゆうだ!!　しかと食うがいい!!」

			　お兄さんが宴会場へ皆を案内します。

			「普通の蒲かば焼やきも用意しているから、足らなければご飯をついで、お代わりしていいからな」

			　そして、晩ご飯は戦場になりました。

			「「「最後の１枚は……」」」

			「「「私が食べる!!」」」

			　無論、私の怠さも、食欲がないのもすぐに消えて、その戦争に参戦しましたとも。

			「……追加作るか。いつも想定以上に食べるのはなんでだ？」

			　お兄さんの手作りなら、はずれがないですからね。

			　頑張ってください。

			　夜は私が頑張りますから!!
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			第96掘　大臣たちの反応と暇つぶし

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			『そんなのは認められません!!』

			『その通りです!!　王よ、お気を確かに!!』

			　くくっ、シェーラを今回の大臣たちへの説明会に行かせたかいがある。

			　現在、ガルツ王とその息子たちは、我がダンジョンとの交流、交易……そしてガルツ王都地下のダンジョン建設について大臣たちに説明をしている。

			　ま、どれが一番揉めているかといえば「王都地下のダンジョン建設」だ。

			　当然と言えば当然ね。

			　得体がしれないものを、王都地下に設置するなんて普通はあり得ないわ。

			　そこら辺も、今朝いろいろと話しあっているから想定済みではあるのだけど……。

			『セラリア様の治めるダンジョンとの交流、交易はお止めいたしません。むしろ、見せていただいた交易品は素晴らしい物です。縁ができるのは、こちらも賛成です』

			『ならば……』

			『ですが、王都の地下にダンジョンを作るなど、喉元にナイフを突き付けられているようなものです!!　安全やその他諸々の観点から賛成できませぬ!!』

			　予想通りの答えね。

			　様子を見ているかぎり、謀む反ほんや敵意のある大臣は目に留まらない。

			　むしろ、皆忠誠心が厚そうだ。

			　……ったく、ロワールのクソ野郎め。

			「ふふっ、何というか手の平ね」

			『ええ、さすがユキ様ですわ』

			　そう、王都地下へのダンジョン設置に反対してくると、我が夫は見抜いていた。

			「次は、ダンジョンをどこなら設置していいかという話になるわね」

			「さて、私の隣町が当たるといいですが」

			「どうですかね？　リリーシュ・リテア教会の下を押しますが」

			　現在、私たちは部屋に集まって、全員でのんびりコールを通して状況を見守っている。

			　結局、皆でダンジョン敷設場所を当てるゲームになっているが。

			『では、ダンジョンを敷設するのが王都以外なら、問題はないというのだな？』

			『はい。王や王子、王女様方のお話は信用できますし、交易品も確認しました。他の皆も、それで納得するのではないのでしょうか？』

			　１人の大臣があたりを見回す。

			　視線の先の大臣たちが、うんうんと頷いた。

			『ふむ、その件は理解した。して、どこが良いのか？　こればかりは、わし１人の判断とはいかぬ。が、時間をかけて長々と会議するわけにもいかん。セラリア殿たちは、今後、各国に直通の通路を作る予定で、あまり長くガルツにとどまってはおれん』

			『父の、王の言う通りです。大臣たちの不安も分かりますし、否はありません。しかし、すでにリテア聖都の大聖堂地下、ロシュール王都にダンジョンが配備されています。そのため、王都とはいかなくても、なるべく近くに置かなければ、交易品の安全確保、情報伝達の速さなどで各国に劣ることになるでしょう。それを踏まえて、考えていただきたい。設置後に安全なことが分かったからといって、セラリア殿にまた御足労を願い、ダンジョンをまた作ってもらう……といった我わが儘ままは通らないでしょう』

			　ティークが、異論が出ないようにまとめて釘を刺す。

			　そう、彼の言う通りダンジョンは簡単に設置できるが、そう簡単にホイホイ作っては軽んじられるし、私も面倒だわ。

			『セラリア殿の滞在期間は、あと５日だ。それまでに、決めておかねばならん』

			『５日ですか……』

			『先ほども言ったが、セラリア殿たちは、冒険者ギルドのガルツ支部にも用事があるのでな。実際にこの件にかけられる時間は、もっと少ないと思った方がよかろう』

			　こうして、どこにダンジョンを作るのかを決める会議が始まった。

			　これはすぐに決まるわけでもないし、見ている意味はないわね。

			「やっぱり、今日は決まりませんか」

			「まあ、そうですよね」

			『じっくり考えたいでしょうからね。誰の予想が当たるかは、結果をお楽しみにということで……と、私は会議を抜けてそちらに戻りますね』

			「ええ、シェーラ、ありがとう」

			　そこで、シェーラとのコールが切れる。

			「さて、あとはガルツの答えが出るまではのんびりだな。といってもギルドの件とか、市場調査とか、シャール王女を通じて交易の話を進める必要もあるが」

			　ユキが転がっていたベッドから起き上がって、こちらに歩いてくる。

			「そうね。でも、ガルツ王や王子たちが、私たちの狙いに気が付くとは思わなかったわ」

			「別に俺でも思いつくんだから、誰が思いついてもおかしくねーよ。むしろ説明が省けて楽じゃねーか」

			　そう、ダンジョンを中心にした情報網、戦争の鎮静化の目的について、ガルツの王族は最初の会談で答えにたどり着いた。そして、今回のガルツ訪問の目的は、ダンジョンの独立支援の要請だと、あっさり言い当ててきた。

			　ま、そんなことで動揺はしないのだが、カヤなんかは目を丸くしていた。

			　カヤは少し、そういう訓練をしないと情報がばれそうね。

			「俺も話は聞いたが、ダンジョンを戦争抑止のために使うとはな……。冒険者ギルドとしては支援する話になっているが、まあ凄すごいよな。グランドマスターも諸手を上げて応援してるし。と、冒険者ギルドの件は、俺に任せとけ。今日にでも行って、さっさと話を通してくるわ」

			「おう、頼むわ。……と、待ってくれ」

			　ロックがそのまま部屋を出ようとするのを、夫が止める。

			「なんだ？」

			「何か暇ひまつぶしになるようなことはないか？　ガルツには足を運んだことがあるんだろう？」

			「暇つぶしねー。というか、ユキは一応、大事な客人だろ？　城で大人しくしてる方がいいんじゃねえか？　ほれ、シェーラ様と何か約束してたじゃねーか」

			「そりゃ、丸５日も使うことじゃねーよ。城で大人しくしてるのも却下だ。……そうだな、近場にダンジョンはないのか？　他のダンジョンを見てみたい気がする」

			「あら、それはいいわね。車もあるし、大抵の場所なら日帰りできるでしょうし」

			　私は、夫の意見に思い切り賛成。

			　だって体はどうせ偽者だし、それでも強いし、暇もつぶせるし、なにより他のダンジョンに興味があるわ。

			「おいおい、攻略する気か？　万が一、そこに他のダンジョンマスターがいたら、まずいんじゃないか？」

			「それも目的だよ。他のダンジョンのダンジョンマスターとは会ってみたいし、敵対しないなら関係を持ちたいだろ？」

			「まあ……な。しかしなー。近場ねぇ。車の移動距離を考えれば、２か所ぐらいダンジョンがあるぞ」

			「なんだ、ダンジョンって、結構点在するのか？」

			「いんや。このガルツの国土はもともと、ダンジョンが多いんだ。というより、ダンジョンの仕組みを考えると、この土地にダンジョンマスターがいたんだろうな、ガルツ国内には、７か所もダンジョンがあるしな」

			「そうね、多いわね。ロシュールは３か所よ」

			「リテアは５か所ですが、すべて攻略済みですね。ダンジョンコアまで奪取してるのは３か所ですが」

			「そりゃ、グランドマスターのおひざ元だからな。リテアのダンジョンは階層詳しよう細さい、魔物の分布まですべて情報収集が完了している」

			　確かにダンジョンの数を考えると、ガルツにダンジョンマスターがいる可能性が高いわね。

			「ここから行ける２か所のダンジョンの情報はあるか？」

			「そりゃ、ガルツの町のギルドマスターだったからな。そこら辺は……」

			「ロック、教えてくれないかしら？」

			「……おいおい、セラリア様までいくつもりですか？」

			「無論、夫だけ面白そうなことはさせないわ」

			「あれだ、用事で出るって言えば問題ないだろ。で、ダンジョンの情報は？」

			「こりゃ、止めても無駄だな。まず、攻略済みと未攻略が……」

			「「「未攻略の方で」」」

			　さて、私たちの滞在期間の暇ひまつぶしはできたようね。

		

	
		
			第97掘　非常識

			　

			　ｓｉｄｅ：クアル

			　私たちは今、ガルツ王国内のダンジョンがある町に来ております。

			　いえ、正確にはダンジョンの中、47階層です。

			　と、その前に、この未攻略ダンジョンがある場所に、なぜ町があるのかを説明いたしましょう。

			　ご存じのとおり、ダンジョンは天災とも言われる魔王やドラゴンを超える危険な物です。

			　それにもかかわらず、なぜそこに町ができるのか？

			　それは、ある意味、国を守るためでもあるのです。

			　ダンジョンへの対応は国々で違いますが、ガルツではダンジョンを収入源のひとつにしていて、冒険者ギルドと連携して支部を作り、そこを中心に町を作ることで、監視と財源確保に役立てているのです。

			　ダンジョンからいつ強力な魔物が湧わきだすか分からないというリスクはありますが、逆に言えば、それにすぐに対応できる方がよいとも言えます。加えて国庫を潤うるおすこともできるというわけで、こうしたダンジョンを中心にした町ができるのです。

			　あ、私たちのダンジョンは論外です。

			　比較対象にすらなりません。

			　セラリア様を筆頭に、代表の方々が完全にダンジョンを制御しているのですから。

			　ちなみに、リテアには冒険者ギルドの総本山があるので、それを頼りにガルツと同じようにダンジョンを町で囲み、冒険者や騎士たちによって常に監視する方法を取っております。

			　一方、我らロシュールはダンジョンが少なく、ここ数十年でできたダンジョンは３つだけ。近いもので８年前です。

			　そうした事情もあって、ロシュールでは直接、ダンジョンの周囲に町を作るようなことはせず、近場の町や村に冒険者支部と騎士団の施設を作って監視しています。

			　昔は、ロシュールにはまったくダンジョンがなかったのです。

			　ある意味、財源ができたことになるので、ロシュールの国庫にはありがたいですが、その分危険も増すので、いろいろ悩ましいところです。

			「何ボーっとしてるのよ？　クアル、しっかりしなさい。一応、警護役でしょ」

			「あ、ああ。すいません」

			　私が、ちょっとダンジョンの歴史を振り返り、物思いにふけっているところに、オーガシュナイドをあっさり斬り捨てたセラリア様がこちらにやって来ます。

			　オーガシュナイドは、オーガの中でも比較的強いと分類される種族です。

			　本来であれば、ＬＶ50……つまり、軍隊を率いることのできる将軍クラス数人で挑んでやっと倒せるような魔物なのですが……。

			「ふむふむ。ここらへんでようやく、一撃で倒れなくなってきましたね」

			「……うん。もうちょっと手こずると思ってたのに」

			「そうですねー。後衛職の私でも、ちょいちょいですからね」

			　……最初がラッツ様の発言。以前は槍やりを扱う冒険者だったとのことですが、偽者の体でもなんなくオーガたちを倒していきます。

			　……次がカヤ様。彼女は村の自警団で頑張っていたらしいのですが、こっちも問題なく、剣と魔術を使って簡単に敵を倒します。

			　……最後の発言はルルア様。元リテアの聖女様で、セラリア様ほどではないとはいえ高レベルだったはずですが……それでも、オーガを杖つえで撲殺するなんてのは酷ひどいです。

			『ユキ様!?　ご無事ですか!?　オーガシュナイドが映った気がするのですが!!』

			「ああ、大丈夫。セラリアたちが一掃したよ」

			『何かいい金属とか出ましたか？』

			「あー、そうだな。何かオリハルコンとか出てきたぞ」

			『おー、それはそれは。ＤＰで出そうにも価格が高いですし、むやみに出せば価格破壊に繋がりますからね。そこで集めてくれませんか？』

			「そうだな、ここから得たってことで少量ずつ仕入れてみるか？」

			『あー、ありですね。これから鍛か冶じ場で作った武具の輸出も始まりますし、ＤＰでいくらでも代用できるとはいえ、安易にやれば他所の採掘場を枯こ渇かつさせますからね』

			「そうですね。あくまでも私たちのダンジョンの輸出品は、加工品でいかないと。原材料を他から輸入しないのは、それはそれで問題ですからね」

			　……さて、このダンジョンの奥深くで皆とともに今後の政策を考えているのは、セラリア様の夫のユキ様。

			　本人は一切戦っていませんが、実力はセラリア様が絶賛するほどの人物。

			　私もユキ様の実力は存じていますが、ダンジョンの奥深くでのんびり会話するほどの根性は私にはありません。

			『しかし、口惜しいです!!　私もユキ様について行きたかった!!』

			『まーまー。シェーラ様にはユキさんたちとの連絡役の仕事もありますし……』

			『ナールジアさんがやってください～!!　なんで妻である私が離れ離れに……』

			『そう言われましても、シェーラ様が一番適任だとユキさんも仰っていたじゃないですか』

			『うう～!!』

			　というわけで、シェーラ様はガルツの動向を知るためにお留守番。

			　まあ、元、いえ現在もガルツの王族であるのには変わりないので、一番適任なのです。

			　あと、ナールジア様はガルツの武具に興味があるようで、王都に残ることにしたそうです。

			　そして、ロックさんは現在、王都ギルドで会談中。

			「ごめんな、シェーラ。お土産みやげ買って帰るからさ。少し我慢してくれ、な？」

			『……お土産よりも、熱い抱擁と眠らない夜が欲しいです』

			　……ここ最近、頭の中が桃色な話ばかり聞いている気がします。

			　セラリア様も、普段から同じようなことを言いだすようになりましたからね。

			　世の中、分からないものです。

			「しかし、セラリア様。まだ進むのですか？　もう47階ですよ？　ギルドの報告では、これまで冒険者が到達したのは34階が最高とのことです。これ以上は危険だと思いますが……」

			　私はそう言って、これ以上のダンジョン探索を止めようと進言しました。

			　そう、もうギルドの所持している情報のない階層まで潜っています。

			　本来なら、ダンジョン攻略は１階ずつじっくり攻略していくものです。

			　深く潜ればその分魔物も強力になり、罠わなも凶悪になります。

			　たとえ、その階層の魔物を簡単に一掃できたとしても、次の階層で大丈夫だとは限らないのです。

			「そもそも……５時間で47階層ってのがおかしいんです!!　オーバーワークです!!　真面目に戻るべきです!!」

			　そう……47階をわずか５時間……１階層に約７分ちょいです。

			　バカです。

			　あり得ない速度です。

			「んー、それもそうね。ねえ、あなた？　５時間も潜りっぱなしなのは、さすがにアレだと思うわ？」

			「ああ、それもそうだな～。普通ならハイペースだよな」

			　ハイペースどころじゃないですよ!!

			「どうなの？　あなたが言ってたことは？」

			「んー、半々ってところかな」

			「おや、半々もできたんですか？」

			「……ということは」

			「おう、今まで降りてきた階層の掌しよう握あくは済んだ。……なんと言うか、モノ○リーなんだよな……。より多くのＤＰをつぎ込めば、上層部に置いたダンジョンコアを起点に他のダンジョンの階層を掌握できるなんてな」

			　そう、ユキ様はこのダンジョンを掌握しながら進んできています……。

			　ここに他のダンジョンマスターがいるなら、今頃泣いているのではないでしょうか？

		

	
		
			第98掘　ダンジョンの記憶

			　

			　ｓｉｄｅ：？？？

			　いつだったか、あれからいったいどれだけ時が経ったのだろうか……。

			　僕の人生は、あの日から変わった。

			　今まであったものが全部なくなった。

			　いや、辛うじて残った物や友人もいた。

			　だが、多分、全部失くしたという人が大半だと思う。

			　

			　あの日、僕の祖国は滅びた。

			　文字通り、滅びた。

			　天災などであれば、まだよかった。

			　人が起こす戦争。

			　他国からの侵略。

			　慈悲のない殺さつ戮りく。

			　守るべき民も守れず、父である王も、母である王妃も、姉であった王女も皆死んだ。

			　だが、僕だけは１人の侍女……いや、姉の友人でもある彼女と共に生き残ってしまった。

			　……僕はその日、ダンジョンマスターとなって生きながらえたのだ。

			　彼女が手を引いて何とか僕を逃がそうとしてくれたが、それは不可能に近く、逃げ込んだ倉庫にも敵の手が伸びようとしていた。

			　その時、神を名乗る女性が現われ、ダンジョンマスターの能力を得た。

			「生きたい？　なら、その力を使いなさい。代償はそうね……とりあえず、まずはそのダンジョン能力を使いこなしてからよ」

			　何が何だか分からなかった。

			　だけど、ダンジョンマスターのスキルの使い方はなんとなく分かった。

			　だから、即座に倉庫に小さなダンジョンへの通路を作り、必死に逃げ込んだ。

			　追ってきた兵士は罠わなと魔物で殺した。

			　そして、彼女と一緒に、ダンジョンの中で息をひそめて幾日かを過ごし、外の様子を窺うかがえば……城は崩れ、街は焼け、生き残りは１人としていなかった。

			　僕は彼女と一緒に、元領地を見て回った。

			　でも、すべて焼き払われていた。

			　生き残りもいなかった。

			　いや、生き残りがいるのなら、もう逃げているだろう。

			「坊ちゃま……どうされますか？」

			「……ここまでとは思わなかった……。ねえ、アンナ。近くの他国までどのくらいだい？」

			「……そう、ですね。私たちの足で……２か月はかかるかと……」

			「……そうか。今のままの僕たちじゃ危険だね……」

			　僕は何とか自分の置かれた状況を判断する。

			　このまま他国に行っても、ただの難民扱いだろう。

			　自分が王子だと名乗っても証明できないし、安全だとも限らない……。

			「アンナ、聞いてくれ。僕は、しばらく王都の下のダンジョンで力を蓄たくわえようと思うんだ。父も母も……民も弔とむらいたいし……どうかな？」

			「立派なご判断かと思います。このアンナ、最後まで坊ちゃまと一緒にいきます」

			「……ありがとう」

			　こうして僕とアンナは再び王都のダンジョンへ戻り、魔物を使役して瓦が礫れきを片付け、皆の遺体を弔った。

			　申し訳ないが、墓荒らしが出ても守るものなどいないので、皆の墓は安全に管理できるダンジョン内の一室に安置させてもらった。

			　そして、しばらく時が経った。

			　滅びた王都は風化し、そこに宝を求める冒険者たちが押し寄せてくるようになった。

			「坊ちゃま。また侵入者です」

			「またか。そっとしておいてくれないんだな。いつもの通り迎げい撃げきをする。奴ど隷れいなど酷ひどい扱いを受けている人間がいたら、保護するように」

			　僕がそう指示をすると、デュラハンが敬礼で返事をし、その場を離れる。

			「彼とも、長い付き合いになりましたね」

			「ああ、王都が落ちてから、ずっと僕たちを守ってくれている」

			　デュラハンとは、あの王都が落ちた日、僕がＤＰの消費量も考えずに一番強そうな魔物を呼び出してからの付き合いだ。

			　呼び出したときのレベルは何と１３０で、伝説の勇者や魔王と肩を並べるほどの魔物だった。

			　そして、今までのダンジョンでの防衛戦で、レベルは１５０まで上がっている。

			　デュラハンを見送ると、居住場所の方から小さい女の子がこちらに駆け寄ってきた。

			「ライエ様、デュラハンさんは？」

			　キョロキョロとあたりを見回して、デュラハンを探す女の子。彼女は、ここのダンジョンを攻略しに来た冒険者が、おとり役として連れてきた女の子だった。

			　何とか外の人間と連絡を取りたいと思っていたが、冒険者は信用できない。

			　何度か話し合いを試みたりしたが、魔物として斬りかかってきたり、アンナを人質に取ろうとしたりで上手くいかなかった。

			　彼女は、そんな中で唯一、僕たちの味方になってくれている大事な家族だ。

			「リーリ。彼は、お仕事に行きましたよ」

			「えー!?　私も追いかける!!　剣を使って冒険者を倒す!!　ライエ様やアンナさん、デュラハンさんを虐いじめる奴は許さないんだから!!」

			「あー、落ち着いて。大丈夫だから、ね？」

			「ほんと？」

			「ええ、彼はとても強いですからね」

			　そうやって日々が過ぎていく。

			　いつか、話し合って仲間になってくれる誰かがくると信じて。

			　

			「ライエ様、今日で２２５年です」

			「良く数えてるな。僕は、もう２００年ぐらいしか感覚がないよ。アンナも若いままだし」

			「私としては見慣れたけど、不思議だよね。私も１８２歳だよ。もうびっくり」

			　アンナの計算によると、あれから２２５年も経っていた。

			　僕が作ったダンジョンは、そこを中心に町ができ、冒険者ギルドができ、大いににぎわっていた。

			　仲間はあれから増えたり減ったりの繰り返しだ。

			　ダンジョンマスターの権限で不老にすることはできるが、なかなか不老を望むモノはいなかった。自分が人間でない何かになりたくはない、というのが主な理由だった。

			　不老になれば、外的要因で死ぬことはあっても体の衰えや病気で死ぬことがなくなるからだ。

			　ちなみにダンジョンを中心にして作られたこの町は、ダンジョン内で助けた奴ど隷れいの一団がここで町を作ると頑張ってくれた結果できた。

			　町を作った彼らも、僕たちのことを話さずに墓まで持っていってくれた。

			「しつこいかもしれないけど……」

			「私は不老になったことを、悔いてはおりません」

			「私も不老になったことを気にしてないよ。むしろ、ライナ様やアンナさんを食べ放題だし……ふへへ」

			「こほん。リーリ、あまりそういうことは……」

			「はーい、ごめんなさい」

			　ま、姿は変わらないけど、男としての、女としての生理現象や欲求はあるので、この３人で仲良くしている。

			　立場が立場だから子供は作れていないが、いつか欲しいとは思う。

			「さーて、私はいつも通り、冒険者ギルドに行ってくるよ」

			「はい、リーリ、気を付けて」

			「買い物もよろしく」

			「はーい」

			　今では、リーリが冒険者ギルドに定期的に出入りをして素材を換金しては、外の町の品物を買ってくる習慣ができている。

			　不老だとばれるとまずいので、30年周期ぐらいで10年間、外に出ない時期を設けているが、今は活動時期だ。

			　リーリもあれから強くなったもので、レベル１５０と、当時のデュラハンと同じぐらいになっている。ちなみに現在、デュラハンのレベルは３１０で、もう勇者でも魔王でも何でも来いといった状態だと思う。

			　なるほど、デュラハンを見ていると、ダンジョンが天災と言われるのも分かる気がする。

			　そして、その日は僕たちにとって運命の日となった……。

			「っつ!?」

			「なっ!?」

			　僕とアンナが、そろって声を上げる。

			「ど、どういうことです!?　あ、あり得ない!?」

			「だ、ダンジョンの制御ができない!?　う、奪われてる!?」

			　そう、その日も攻略をしている冒険者たちを監視しているところだった。

			　だが、急に１階の制御ができなくなった……。

			　そして、大体７分ごとに制御できなくなる階層が増えていく。

			「アンナ、今侵入している冒険者の数は!!」

			「はい、確認しているのは55名です!!」

			「全員ステータスを調べ上げろ。何か変なのが混じってるぞ!!」

			「分かりました。リーリにもドッペルを使って連絡をやります!!」

			「頼む!!」

			　だが、無情にもダンジョンの制御がどんどん奪われていく。

			　５時間、たった５時間で、全50階層のうち47階層まで制御不能となった。

			「……なんなんだ、いったい」

			「坊ちゃま、大丈夫です。リーリとデュラハンが迎げい撃げきに行っているはずです」

			「ああ、デュラハンが負けるとは思えないけど……リーリは大丈夫だろうか……」

			「彼女は頑張り者で、私たちよりもレベルが上です。きっと大丈夫ですよ。それに、今まで鍛きたえてきた精鋭の魔物たちも放っております」

			「くそっ、こんなことなら僕もレベルを上げていれば……!!」

			「それはなりません。ダンジョンマスターである坊ちゃまがいてこそ、皆力が出せるのです。坊ちゃまは王者として、最後まで私たちに指示をしてくれればよいのです」

			「でもっ」

			「何度も話はしたはずです。私もリーリも、ライエ様を生かすためなら命を捨てる覚悟です。ライエ様も約束したではありませんか。必ず生き延びると」

			「……ああ」

			　頼む。

			　皆無事でいてくれ。

			　僕が悪かったのか？

			　ダンジョンマスターという力に胡坐あぐらをかいていた罰なのか？

			　ダンジョンの制御ができなくなるんて……。

			　この力を与えたあの声の持ち主は、何を考えて僕にこの力を渡したのか……。

			　今さらながら、この力の意味を考えたのだった。

			　

			　ｓｉｄｅ：リーリ・ル・コッセル

			　今日も、いつもと同じ日のはずだった。

			　ただ冒険者ギルドにいって素材を換金して買い物をする、それだけのはずだった。

			「やっほー」

			「おう、まだ生きてたか」

			「酷ひどいなー。これでもランク７の冒険者だぞ」

			「信じられねーよな。ソロでランク７とか。ダンジョンにずっともぐりっぱなしじゃ、死んでるって勘違いされるって」

			「まあね。ほい、換金お願い」

			「へいへい」

			　いつもの買取カウンターでの会話。

			　私は長いこと生きているので、この町の変わりようも見てきた。

			　でも、今の私は、この町に居ついて５、６年の冒険者ということになっている。

			　こんなことを、もう何度も繰り返してきた。

			　ダンジョンに最初に足を踏み入れた小さかった頃の体は、今ではメリハリのついた立派な女性の体つきになってから変わることはない。

			　ライエ様も気持ちよさそうだし、今の状況に不満はないかな。

			　そんなことを考えていると、ギルドマスターの部屋から数人の……貴族みたいな人たちが出てきた。

			「ねぇ、あの人たちは？」

			「ん？　ああ、何かどこぞのお偉いさんたちで、ダンジョンの見学に来たんだとさ。俺からすれば、間違って死んだりして町に難なん癖くせつけられないか不安なんだよな」

			「へぇ～」

			　その一団に目をやると、なんともまあ、私が見てもため息をつくほどの美人ばかり。

			　その中に１人だけ男がいた。

			　何というかパッとしないが、多分周りは彼の奴ど隷れいか、連れなのだろう。

			　ダンジョン内で、彼女たちに酷い仕打ちでもしてみろ。すぐさま首を切り落としてやる。

			「ほい、金貨４枚な」

			「ありがと」

			「また買い物をして、しばらくダンジョンか？」

			「そうだね」

			「……お前みたいな器量よしなら、男は選び放題だろうに。無理すんなよ」

			「残念。もう心に決めた人がいるんだなー。でも、忠告ありがと」

			　ギルドを出て適当に買い物をしていると、連絡用のドッペルが駆け寄ってきた。

			「どうしたの？」

			「ダンジョンに異常事態。至急戻られたし」

			「分かったわ」

			　私は即座に身をひるがえしてダンジョンへと戻る。

			　そこで聞いたのは、ダンジョンの制御が奪われているとの事実。

			　状況からみて、侵入してきた冒険者の仕業と判断して間違いないだろう。

			　なので、現在侵入が確認できている冒険者の排除……殺害を開始する。

			　魔物たち総出で、現在確認できている冒険者どもを倒していった。

			　知り合いの冒険者もいた。

			　新人冒険者もいた。

			　だが、全部コロシた。

			　当たり前だ、私たちの大事な場所を汚されてたまるか。

			　だが、ダンジョンの制御はどんどん失われていく。

			「……そうね。48階にみんな集まって。今、制御ができているのはそれより下の階層。45、46階では時間的に間に合いそうにない。いいかな、デュラハンさん？」

			　長年の友でもあり、私にとっては父のような存在であるデュラハンさんは、剣を振って同意を示した。

			「よし、みんな階段入口で待ち構えて、現われた冒険者を確実に仕留めるよ!!」

			「「「オオー!!」」」

			　そして私の予想通り、原因だと思われる冒険者たちが降りてきた。

			　彼らが降りてきた瞬間、ダンジョンのＭＡＰが見れなくなった……こいつらか。

			「おやおや、団体様ですね」

			「そうね、ようやくいい運動になりそうね」

			「……ユキは下がる」

			「ですね。旦那様は下がってくださいな」

			「え？　え？　ここは普通、男が前に出るもんじゃね？」

			「首輪をつけて下げるわよ？」

			「……ちょっと待ってください。セラリア、首輪つけてするプレイとかどうです？」

			「……変態」

			「……でもいいかもしれませんね。旦那様が首輪をつけて……はぁ」

			「やめれ!?　俺はそんな趣味ないぞ!?」

			　そんな雑談をしている彼らなのに、魔物たちはまったく歯がたたなかった。

			　レベル１００近い魔物たちが、なすすべもなく次々に崩れ落ちる。

			「う、うそ!?」

			　私が呆けている間に、デュラハンさんが飛び出た。

			「おい、そのデュラハンは別格だ!!　レベル３００超え!!」

			「へぇ」

			「ほう」

			「……ふん」

			「あらまあ」

			　さっきの貴族たちのような気もするが、ここで仕留めておかないと危険だ。

			　私もデュラハンさんを追って追撃を……。

			　キンッ。

			「伊達にデリーユと訓練はしていないわよ。この程度のレベル差で私は止められないわ」

			　綺き麗れいな銀髪をなびかせて、女性陣の１人が不思議な剣を鞘さやへと戻す。

			　剣が鞘におさまった音が響いた。

			「あ、ああっ!!」

			　デュラハンさんが……消えて……!?

			　こ、殺す!!

			　こいつらだけは絶対!!

			　ごめん、ライエ様、アンナさん。

			　引けないや、ごめん。

			　ライエ様、貴方にもらった家名。

			　お姉様と同じ家名を私に下さったことを感謝しています。

			　その家名を、返す時が来たようです。

			　ですが、願わくば、貴方の傍そばでずっと笑っていたかった。

			「我が主のダンジョンを、これ以上汚すことは許さん!!　これ以上進むなら、このリーリ・ル・コッセルを倒してからいけ!!」

			　最後の咆ほう哮こう。

			　デュラハンさんをあっさり倒した彼女に、私が勝てるわけないだろう。

			　それでも……私は最後まで抗あらがう。

			　剣を握りしめ、相手の隙を窺うかがう。

			「「「ル・コッセル!?」」」

			　だが、なぜか相手は首を傾げて驚いていた。

			　何でだろう？

		

	
		
			第99掘　家族

			　

			　ｓｉｄｅ：デリーユ・ル・コッセル

			「うむ、本日も事もなし。平和じゃのう」

			　妾わらわは今、のんびりとダンジョンの巡回をしている。

			　ここ２か月で人口が倍どころか、30倍近く膨れ上がったからのう。

			　ふふ、まったく末恐ろしいことよ。

			　妾の国でも、ここまで急速に人口が増加した例などなかったぞ。

			「あ、デリーユお姉ちゃんだ。やっほー」

			「おう、気を付けて遊べよ。怪け我がをしたら、ちゃんと傷口を洗って病院にいくんじゃぞ？」

			「はーい!!」

			　今いるのは、ダンジョンの住宅街にある公園……なんでも住人の憩いこいの場らしい。

			　また、変な物をユキは思いつくのう。

			　木の下にはベンチが並んでいて、自動販売機や水場があって、ちょっとそこから離れれば、広い広場がある。

			　何でも、あえてこういう場所を作ることによって、意図的に住人たちの交流を深めさせるのが目的らしい。

			　よくよく見れば、子供たち以外にも老若男女が公園内で談笑したり、運動したりしている。

			「……平和じゃのう」

			　妾わらわは近くのベンチに座る。

			　確か、書類仕事を手伝って欲しいとかエリスに言われていたが、こうまでいい天気のなかのんびりした声を聞いていると、そんな気がなくなってくる。

			　平和か……。

			　本当に、妾がこんな生活を送れるとはな……。

			　国が亡び、感情のまま敵国を滅ぼし、罪もない民まで焼き尽つくし、放浪しながら自分が気に食わない相手をただ叩き潰した。

			　そして、不老の体と規格外の強さゆえの、他者との隔絶。

			　一人ぼっちの日々。

			　そんな日々を一生送ると思っていた。

			　誰とも深く関わらない、そんな人生を歩むつもりだったのに……。

			「あ、デリーユお姉ちゃん!!」

			「です。こんな所にいたのです!!」

			「……のんびりしてるわね」

			　妾の家族ともいうべき存在の３人が、パタパタと駆け寄ってくる。

			「おお、アスリンたちか？　どうしたんじゃ？」

			「エリスお姉ちゃんが探してます!!」

			「約束したって言ってたです!!」

			「……がんばりなさい」

			　アスリンとフィーリアが、妾の手を握って立ち上がらせる。

			　抵抗など無理だ。この妹分たちに乱暴を働けるわけがない。

			　仕方なく立ち上がって、そのまま手を引かれるままに歩き出す。

			「……どうしたの？　何か嬉しいことでもあったのかしら？」

			「……？　妾は笑っておったのか？」

			「……自覚がなかったの？　なにか、懐かしいものを見ている感じだったわよ？」

			「……懐かしい……ああ、そうだな。懐かしい、この手を引かれる感覚」

			　アスリンとフィーリアに重ねて、昔の自分を思い出す。

			　弟も、こうやって妾の手を引いていたっけ？

			『姉上、こっちに綺き麗れいな花があったのです』

			　まったく次期国王だというのに、貧弱な弟じゃった。

			　まあ、歳もそこまでいっていなかったから当然か。

			　……父上、母上、そしてライエ。

			　妾わらわは元気でやっておる。

			　憎しみに溺れた時もあった、孤独のなかを泳いだこともあった。

			　でも、こうして妾を大事にしてくれる家族に会えた。

			　ああ、でも家事とかさっぱりじゃのう。

			　これでは、アンナは苦笑いするかのう？

			　そろそろ、墓に花を添えるべきか……。

			　あ、もう城跡など残っておるまいな。

			　というか、どこに祖国があったのかも覚えておらん。

			　確か……ガルツ近くだったと思うが……。

			　ちょうどユキも行ってることだし、あとで少し聞いてみるか。

			　そんな風に考え事をしながら手を引かれていると、不意にコールが届いた。

			「ん、ユキからか？　すまん、アスリン、フィーリア、手を離してもらえるか？」

			「はい」

			「でも、逃げちゃだめなのです!!」

			「……ユキから？」

			「ああ、何用じゃろうな？　妾に直接とは、また晩ご飯のリクエストかのう？」

			　ちなみに、ユキたちは本体……体をこっちに置いているので、毎日食事時に合わせて戻ってくる。

			　本人たちとしては、向こうで会食などもしてるから気分的には普段の２倍食べている感覚だそうで、つらいと言っていた。

			　で、もちろん、妾たちのごはんはユキが作ってくれる。

			　うむ、見事な夫よ。

			　……と、コールに出るか。

			「いったい、ど……」

			『やっと出た!!』

			「な、なんじゃ!?」

			『緊急事態だ。至急、聞きたいことがある!!』

			『私はお前の慰なぐさみ者などにはならない!!　私に触れていいのは、ただ１人!!　と、男性では!!』

			『あー、ラッツ、布を咬かませろ!!　舌を咬かみ切りそうだ!!　他は両手を縛しばれ!!』

			　何やら慌ただしいのう。

			　しかしまあ、相手の鬼気迫った感じとセリフからして、なんか酷ひどい誤解があるようじゃのう。

			「とりあえず、その小娘が自害しない方法が妾にあるのか？」

			『あれ、顔見たことないのか？　この子、リーリ・ル・コッセルって名乗ったんだ』

			「なに？　いや、分家でも知らんぞ？　生き残りがいても……まあ不思議ではないが、ル・コッセルは妾わらわだけの、第一王女にのみ与えられる家名じゃしのう。滅びた国の家名を名乗って生き延びるのは、賢い選択とは思えんが……」

			　ふむ、コール画面に映るのは女性……というには少し若いか。

			　だが、気迫は十分。

			　レベルも１００は超えているのではないか？

			　この若さで大したものだ。

			『おかしいな。この子、これでも１８０歳越えだからデリーユの妹かと思ったんだが……』

			「いや、待て。妾は２３５歳じゃ。開きが50年もあるわい。妹はちょっと無理があるのう。……ふむ。娘、少し聞きたい。お主の家系に、ライエ・リ・コッセルはおるか？」

			『なぜ、ライエ様を知っている!?』

			「おお、なんじゃ、弟の子孫か。しかし、その割にはあまり面影がないのう」

			　なんと、あの小娘、ライエの子孫か。

			　何で不老化しておるのかは分からんが、少しこみ上げるモノがあるのう。

			　弟は逃げておったか。

			　確かに、遺体は見つけられぬままだったが……。

			『お、おとうと？　ま、まさか……!?　いや、少し聞きたいことがあります。貴女がライエ様の姉だと言うのなら、仲の良い侍女がいたはずです。名前を言えますか？』

			「なんじゃ、アンナも逃げておったのか。ふ、ふははは。なんと良き日か。我が血族の末まつ裔えいと会話できるとはな」

			『ま、待ってください!!　私は血族ではありません!!　ライエ様の伴はん侶りよの１人であります!!』

			「……は？」

			　ちょっと待て、伴侶？

			　えーと……。

			「伴侶って、嫁のことじゃったよな？」

			「……そうよ」

			『間違ってないぞ』

			　つまり、なんじゃ？

			　えーと、彼女がライエの伴侶？

			　頭の中がまとまらん。

			　ごっちゃごっちゃじゃ。

			『生きておられます!!　ライエ様は生きておられます!!　アンナさんも!!　このダンジョンで２２５年間ずっと、ずっと!!』

			　リーリがそう言葉を発する。

			「…………そう、か」

			　言葉がやっと出てきた。

			　何とも、無ぶ粋すいな言葉しか出てこないな。

			「お、お姉ちゃん!?」

			「ど、どうしたのです!?」

			　ああ、アスリンとフィーリアが驚いておる。

			　でも、返事をする余裕はなかった。

			　涙がぽろぽろと溢あふれて、頬を伝い地面に落ちていく。

			「……生きてるか……よかった。本当によかった……」

			　すまん、しばらく涙が止まりそうにない。

			　もう少し、もう少しだけ待ってくれ。
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			第１００掘　なんだこれ？

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　喜ばしいことに、デリーユの家族が生きていた。

			　しかも、俺と同じダンジョンマスターとして。

			　これならば、協力も得られる。

			　デリーユと同じぐらい生きているのであれば、それ相応にダンジョンの知識もあるはず。

			　かなり運がいいぞ。

			　とまあ、そんなわけで、さっさと制圧したダンジョン内に転移トラップをつけて俺のダンジョンと接続し、デリーユをこっちに連れてきた。

			「あ、姉上!!」

			「っつ、ライエ……!!」

			　ひしっと抱き合って涙を流していたのが、つい10分前。

			　このデリーユの弟のダンジョンマスターは、オーソドックスなダンジョンを作っていた。奥には居住用スペースとして、しっかりした豪邸みたいな内装の部屋もあった。

			　まあ、そこら辺はどこも同じか。

			　しかし、おかしいところが１点。この状況だ。

			「ふむ、リーリと言ったな。其の方は何ができる？」

			「え、えーと」

			　現在、デリーユとライエ君を中心にテーブルを囲み、なぜかリーリを質問攻めにしている。

			　デリーユは小こ姑じゆうとか……。

			「あ、姉上。リーリはとてもいい子なので……」

			「ライエには聞いとらんわい。妾わらわはリーリに聞いておる」

			「あ、あの、一応冒険者ランク７です」

			　リーリが何とか、反応する。

			　おお、冒険者ランク７か。凄すごいじゃないか。

			「そんなことは聞いておらん。そもそも、冒険者はダンジョンマスターの敵ではないか。なんじゃ、ライエを討とう伐ばつするつもりじゃったか？」

			「そ、そんなことありません!!　私は情報収集を……」

			　うんうん、その通り。大事だよな、情報収集。

			「……というかデリーユ、何が気に食わないんだ？」

			「控えなさい!!　貴方が気安く声をかけてよいお方ではないのですよ!!」

			　そこで、すかさずアンナさんが俺に叱しつ責せきを飛ばしてくる。

			「黙るのはアンナの方じゃよ。ユキは妾わらわの夫じゃ」

			「なっ!?」

			　アンナさんは、デリーユの言葉に目を白黒させた。

			　まあ、ようやく再会したお姫様がお手付きになっていたんだもんな。

			「ひ、姫様。も、もしや……」

			「うむ、しっかり寝ね屋やも共にしておる。子供も時間の問題じゃ」

			「こ、この……!!」

			「落ち着けい。好き合ってのことじゃ。アンナにあれこれ言われる筋合いはないぞ」

			「ぐっ」

			　アンナが何か言いたそうなのを、デリーユがすかさず止める。

			　まあ、いずれ言わないといけないことだからいいけど、リーリの方はどうなったよ？

			「あ、姉上。そこの兄上が言った通り、リーリのどこがいけないのでしょうか？」

			「まず弱い。それではライエを守り切れん」

			「そ、それは姉上が魔王だったからで!!」

			「何言っとるか。妾が来たのは、ユキたちがここを制圧してからじゃ。妾の力は関係ない」

			「し、仕方ないでしょう？　兄上たちは異常な戦力でした」

			「そりゃ当然じゃろう。妾を無傷で捕縛して、落として見せた男じゃからのう。ま、ユキはほとんど動いてないみたいじゃが」

			　完全に小こ姑じゆうとだな、こりゃ。

			　リーリは目に涙を溜めて、今にも泣きだしそうだ。

			　セラリアもさすがに不ふ憫びんに思ったのか、口を出す。

			「デリーユ、落ち着きなさい。あなたの弟は自分で好きな人を選んだのよ。デリーユの不満は、自分の知らない人に弟が取られるのを嫌がってるだけよ」

			「ぬっ、ぐぐぐっ」

			「リーリさん、涙を拭いてくださいな。うちのデリーユがご迷惑をおかけしました」

			　ラッツがそう言って、すかさずフォローをする。

			「ひぐっ、いいんですか？　ライエ様の妻になっても？」

			「構わないわよ。むしろ私たちに反対されたからって、嫌いになるのかしら？」

			「いいえ!!　嫌いになんてなりません!!」

			「ええ、そうよね。私もそうよ。デリーユも夫と離れろなんて言われて、従うわけがないわ。ねえ、デリーユ？」

			「当然じゃろう!!　誰が離れてやるものか!!」

			「で、リーリにはダメ出しするのかしら？」

			「そ、それはのう……」

			　結局、姉の嫉しつ妬とというやつか。

			　完全に小姑じゃねえか。

			「まあ、２人とも今から仲良くなればいい。リーリも辛いとは思うが、この頑固者のデリーユを、どうか嫌いにならないでくれるか？」

			「はい、お姉様のお話はライエ様からよく伺うかがっています。優しく、聡明な人であったと。今この場でも、ライエ様を案じる優しさを感じました。デリーユ様に認めてもらえるよう、頑張ります!!」

			　リーリがハキハキとそう答える。

			　おう、かなりしっかりしてるじゃねぇか。

			「気持ちのいい子ね。妻としては相応しいと思うけど？　デリーユはどうかしら？」

			「……まあ、認めてやらんでもない。でも、まだまだな点もある」

			「……変なところでブラコンね」

			「シスコンのセラリアに言われとうないわ」

			　おう、それに関しては同意だな。

			　アスリンは喜んでるが、フィーリアに関しては、目が回るから抱っこしてごろごろするのはやめて欲しいんだそうだ。

			「では、よいのですね、姉上!!　リーリが側室に入るのは!!」

			「……よかろう」

			「よかった。リーリ、よかったわ!!」

			「ありがとうございます!!　アンナさん!!」

			　見事な大団円だ。

			　今後も小こ姑じゆうとデリーユの苛いじめはあるだろう。

			　しかし、この３人ならきっと乗り越えていけるはずだ。

			「さて、縁談もまとまったわね」

			「いい話じゃないですか」

			「そうですね。私と旦那様の時の話には及びませんが」

			「……そろそろ帰る？」

			「そうだな」

			　俺たちは席を立つ。

			　ちなみに、クアルは護ご衛えいということで、ずっと入口で立ちっぱなしだ。

			「みなさん、ありがとうございました。是非、結婚式のときはお呼びしますので」

			「ああ、頼むよ」

			　皆もそう頷いて、その部屋を……。

			「出るか―――――!!」

			「「「！！？」」」

			　皆が驚いている。

			　おいおい、目的を完全に忘れてねえか。

			「おお、ユキは気が付いておったか!!」

			「あ、デリーユは分かってたのか」

			　ふう、さすがに全員が流れに乗っていたわけではないらしい。

			　デリーユもブラコンではあるが、こういうところはしっかりしてるんだな。

			「あの女が相応しくないのだろう!!」

			　ズビシ!!　と、リーリを指さすデリーユ。

			　あ、眩暈めまいがした。

			　こいつはダメだ。

			　弟と一緒にいると、頭が回らないらしい。

			「あほか!!　さっさとダンジョンの話を進めるぞ!!」

			「「「ああ」」」

			　ダメだ、嫁さんたち。

			　結婚の話って、そんなに他のことを忘れるほど楽しいですかね!?

			「そして、ライエ君!!」

			「は、はい!!」

			「俺に制御を奪われているんだ。それを忘れて、あっさり帰そうとするな」

			「あ」

			「……とりあえず、君がダンジョンマスターなのは聞いた。こっちもいろいろ目的があって、ダンジョンマスターがいるかもしれないこのダンジョンに来た」

			「はい」

			「今から、その話をしたいんだが……いいかな？」

			「……すいません」

			　……有益な情報もあるよな？

			　あるよな？　だって２００年もダンジョンマスターだったんだぜ？

			　俺の今日の労働時間は無駄じゃないよな。

			　そう思いつつ、ようやく本題に入るのであった。

		

	
		
			第１０１掘　これからどうする？

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「というわけだ。どこから聞くべきだと思う？」

			　正直、あとでまた詳しく聞いて話を詰めていかないといけないだろうが、まずは、簡単に質疑応答を行うべきだろう。

			「えーと、兄上。よろしいでしょうか？」

			「何だい？」

			「兄上たちもダンジョンマスターなのはわかりましたが、何をお聞きしたいのでしょうか？」

			「何を……か。正直、何もかも聞きたいんだがな」

			　俺は本心からそう答える。

			　これからいろいろ予定しているのだ。情報は何でも欲しい。

			　これからの厄やつ介かい事やトラブルは、なるべく未然に防ぎたい。

			　そして、便利で器用なダンジョンの使い方があるのなら是非聞きたい。

			「えーと、兄上たちはダンジョンで何をなさるつもりなんでしょうか？」

			「……ああ、そう言えばそうだな」

			　俺たちがダンジョンマスターなのは知っているが、どういう風にダンジョンを利用しているのか、いや、ダンジョンで何をしているのかはまったく知らない状況なのだ。

			　これでは、何も返答はできないか。

			　しかし、どう説明したものか。簡単に説明すれば、バカバカしい説明しかできない。

			「簡単じゃよ、ライエ。ユキはダンジョンを使って戦争をなくそうとしておる。よければ手伝ってやってくれい」

			「は？」

			　おいおい、デリーユがあっさり喋しやべった。

			　というか、ライエ君が唖あ然ぜんとしている。

			　当然だよな。

			　ダンジョンの何をどうすれば、そんな回答になるのやらといったところか。

			「えーと、どうやればダンジョンを使って、戦争を収められるのでしょうか？　まさか、ダンジョンの戦力をかき集めて、他国を落とすつもりですか!?　そんなのは認められません。僕たちはひっそりと暮らしたいだけですし、それでは、伝承通りの天災ではないですか!!」

			　ライエ君がトンデモないと言わんばかりに否定する。

			「あほ、しっかり考えい。ユキが本当に武力で世界を治めようとするのならば、すでにライエは生きておらぬよ。見たであろう？　このダンジョンをあっさり制圧する手際を」

			「ええ」

			「まあ、デリーユの今の評価は過大だとして、ライエ君はゲートや転移トラップのことは知っているかい？」

			「はい、他の場所とダンジョンを繋げる方法ですよね。僕もそれを利用して、ダンジョンと町の行き来を楽にしています。リーリやアンナ、特定の人物しか使えないようにして」

			「ああ。俺たちは、それを利用して……」

			　そこから、小一時間簡易な説明をする。

			　ゲートで各国を繋いでそれを利用してもらい、お互いに監視をして戦争の抑制をするということを。そして、それに必要なこともいろいろと。

			「……というわけだ」

			「はぁー、凄すごい話ですね。でも、実現不可能というわけでもない。素晴らしいですね」

			　ライエ君、アンナさん、リーリの３人は、驚きながらも感心している。

			「そういうわけで、今現在ロシュールにあるダンジョンを中心に、このセラリアやルルアの手を借りて各国にダンジョンを設置し、目的を進行中というわけだ」

			「そこで問題になったのが、兄上たち以外が所有するダンジョンというわけですね」

			「ああ。ライエ君みたいにダンジョンマスターが友好的なら、いろいろ手伝ってもらえるんだが、逆に敵対的であれば……」

			「なんとしても制御を奪い、拘こう束そく、あるいは殺害しなければいけませんね」

			　そういうこと。俺と同じダンジョンマスターは、敵としては一番厄やつ介かいだ。

			　邪魔ができるのは同業者か、あと勇者か魔王か。それでもダメなら神様の類たぐいしかいない。

			「そういうわけだ。ライエ君はデリーユの弟だし、俺と敵対する意思はないと見ているが？」

			「はい、兄上たちと争う理由はありません」

			「それだとありがたい。といっても、こっちは一応国家の枠組みで動いているから、近いうちに書類に署名をしてもらって、事実を残そうと思う」

			「それも当然ですね。僕も異論はありません」

			　何も異論はないか。

			　王族として、しっかりはしているな。

			「これが、一応の目的だな。戦争抑制が目的ではあるが、あっさり事が進むわけではない」

			「当然ですね。そんな簡単に戦争がなくなるのであれば、とうの昔になくなっています」

			「そこでだ。ライエ君たちの協力が欲しいと思っている。ま、ここでひっそり暮らしたいというなら、無理は言わないが。それでも、知恵を貸すぐらいはお願いしたいと思っている」

			「……そう、ですね。兄上が言っていることは分かります。少し、考える時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

			　ライエ君としても、アンナさんやリーリを守っているという自覚があるのだろう。

			　周りの意見を聞かずに決めるようなことをしないため、ここでの明言は避けている。

			　しっかり、考えているな。

			「なんじゃ、ライエ？　何か問題があるのか？」

			「いえ、姉上。僕の一存では決めかねますし、兄上や姉上に協力すれば必ず厄介事に巻き込まれるということですよね？」

			「それは、そうじゃが……」

			　そう、俺たちに協力するということは、これからの問題に巻き込まれるということ。

			「簡単に答えを出しても、僕の器を疑われます。兄上、少しばかり時間をいただけないでしょうか？　見極める時間が欲しいのです」

			「当然だな。じっくり考えてくれ。そうだな、俺たちが作っているダンジョンに案内しよう」

			「はい、お願いします。幾ら話を聞いても、姉上がそう言っても、自分の目で見ないことには」

			「ああ、そういうのは大事だな」

			　近々、ライエ君たちを俺たちのダンジョンへ案内する必要があるな。

			　しかしまー、いろいろ成果が出すぎだな。

			　このダンジョンだって、ＤＰ稼ぎの一環くらいに思っていたのだが。

			　まさか大当たりだとは……。

			「こちらのダンジョンへは、後日準備が終わり次第案内しよう。今すぐにでも繋げる……いやもう繋いではいるが、今すぐ行くってわけにはいかないだろう？」

			「ええ、さすがに急すぎますね」

			「ライエ、来ないのか？」

			「姉上、いろいろと急なんです。そちらに行くにしても、このダンジョンの代役を頼まないといけませんし、いろいろ初めてなもので」

			　ん？

			　何か違和感があったぞ？

			「なあ、ライエ君。先ほどの言葉に違和感があるんだが、いろいろ初めてとは……このダンジョンの代役を頼むこともか？」

			「はい、このダンジョンを離れるのは、初めてのことですし」

			「本当か？」

			「ええ。自分の身を第一にするよう、アンナやリーリからきつく言われているので。兄上たちの誰が本物のダンジョンマスターかは存じませんが、そこまでのリスクを負うことは、僕たちにはできませんでした」

			　ちょっと待て。ドッペルなのに気が付いていない？

			　ああ、ジャミングはかけていたな。

			　でも、ここから出たことがないということは……。

			「すまないが、このガルツが四大強国のなかで一番ダンジョンが多いのは知っているか？」

			「はい、僕以外のダンジョンマスターが来たからだろうと考えています」

			「来た？」

			「はい、僕がダンジョンマスターになったのは２００年ほど前です。当時は、ダンジョンが存在しているという報告はありませんでした。いや、１か所だけあったかな？」

			「はい、私たちの国があった頃は、１か所のみでした。しかし、１５０年ほど前から急にダンジョンが増えてきましたね」

			　アンナさんが補足する。

			「ということは、ガルツに、少なくともあともう１人はダンジョンマスターがいるってことか……」

			「そうなりますね。僕たちはこのダンジョンだけですし、兄上たちはご存じないのですか？」

			「ああ」

			　ふむ、これは残念と言うべきか、思いのほか情報があったというべきか……。

			　ライエ君がここら一帯のダンジョンを仕切ってればいいなーと思っていたが、上手くはいかないか。

			「何か、他のダンジョンの情報はあるかな？」

			「うーん、リーリが何回か他のダンジョンに仕事で赴おもむいたことはありますが」

			「そうですね。特に、変なところは見られなかったです。普通のダンジョンでしたが？」

			　うん、普通のダンジョンが分からねえ。

			　そう言うのも、ルルアやトーリ、リエルとかから聞いとかないとな。

			　冒険者ギルドの支援もあるし、大体の情報は手に入れられるだろう。

			「とりあえずだ。情報をやり取りしようにも、どっちもまとまってないみたいだ。いったん時間をおこう。こっちもガルツとの交こう渉しよう中だしな。それが終わってから、しっかり話をしよう」

			「はい、それがいいですね。と、ダンジョンの制御は返していただけるのでしょうか？」

			「それなんだよな。万が一に備えて、１階層分だけ俺たちにくれ。そこを俺のダンジョンと繋いでおこう。デリーユを仲介人に立たせて、彼女の許可なしに行き来できないようにする。いいか、デリーユ？」

			「うむ、任された」

			「そうですね。そうしていただけるとありがたいです」

			　そんな感じで、ダンジョン攻略は意外な益を得て終わることになった。

			　１日で得られた情報量としては十分だろう。

			　しかし、２００年ダンジョンマスターをしてきて、ここ１か所だけか。技術的な部分はあまり期待できそうにないな。

			　さて、あとはガルツの返答を聞きにいきますかね。

		

	
		
			落とし穴14掘　お盆　前編

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「そーいや。お盆だなー。時期的に」

			　そう、こっちの世界の暦こよみは地球と同じ１年が12か月。

			　そして、現在は８月中旬だ。

			　いや、８月とは言わないけどな。

			「アルクエウ」と言って、暑い日という意味の月らしい。

			　数字でいいじゃん、12等分してるんだからと嫁に言ったら、

			「そう言えばそうよね。そっちの方が書くのも楽なのに。なんで今までそうしてこなかったのかしら？」

			　と、セラリアとかエリス、ラッツ、ルルア、シェーラや文官方はあっさり受け入れた。

			　現在、ダンジョンでは数字月の呼称を広めていて、なんかあっさり受け入れられている。

			　あれだよな。皆めんどくさかったんだろうな。

			　そんな風に考えていると、首に手が回り、ギュッと抱きしめてくる人物が１人。

			「何？　お盆って？」

			　最近、セラリアのスキンシップが激しいです。

			　嫌ではないけど、スイカを食べているところなので服が汚れないか心配だ。

			　現在、旅館の縁側で、のんびり皆でスイカを食っている。

			　スイカはこの大陸にはなかったようで、皆、赤い色をした中身に引いていたが、食べ始めてからは美味おいしいことに気付いてガツガツ食っている。

			　……このあと天ぷらでも食べさせてみるか？

			「んー、詳しくいうとメンドクサイな……。あれだ、死者へお参りする日って感じだな」

			「お墓参りのこと？」

			「ああ」

			「変な話ね。いつでも好きなときにお参りすればいいのに」

			「俺の住んでた場所では、死者が戻ってくるって言われてる時期なんだ。だから、お墓に迎えにいって自宅に連れて帰って、身内で酒とか飲みながら話して楽しんで、終わりにはまたお墓に連れて行って送るって風習だな。ま、今じゃ墓参りに行くのや身内で集まるのも、そんな時ぐらいだしな。そういう意味合いも強いと思うけどな」

			「へー。ゴーストやゾンビとは違うのかしら？」

			　おいおい、ある意味同じかもしれないが、物理的に戻ってこないから。日本の死者は。

			「向こうじゃ、魔物はいないしな。ゴーストなんていない……ことはないか。幽霊ネタもこの時期だしな」

			「ゆうれい？」

			　あ、ゴーストと幽霊はこっちの認識だと一緒じゃないのか。

			「あー、ゴーストと変わらないが、無敵？」

			「無敵なの？」

			　そりゃ、触れられないし自由に動くし、瞬間移動もありだからな、幽霊は。

			　テレビ放送のＶＴＲとかを見る限り。

			「ゴーストって倒せるんだろ？」

			「ええ、剣でバッサリ」

			　そう、この世界のゴーストは物理攻撃が有効なのだ。

			　いや、正確には魔力をまとうことで触れられるようになる。

			　だから、セラリアみたいな魔法戦士、ヴァルキュリアなら簡単に討とう伐ばつできる。

			　逆に、魔法が使えない戦士は武器に魔力をまとうことが難しいので、嫌がられる存在というわけだ。

			　Ｗｉｚと同じと思えばいい。

			　幽の属性を○か[image: gaijiMinus.png]にしとけ、武器は×だと通らないからってなわけだ。

			「兄様、それなら、あの子たちのお墓参りをしましょう!!」

			「そうです。お墓をちゃんと掃除してあげましょう」

			　膝に座っていたフィーリアとアスリンが、俺たちの話を聞いてそう提案する。

			「あの子って、イタチとタヌキのことかしら？」

			　セラリアがそう確認すると、２匹を殺害した本人がスイカを食べている途中でむせ始めた。

			「ぶふっ!!　ごほっ、ごほっ!!」

			「大丈夫、デリーユ？　ほら、お水」

			　まあ、耳に痛いだろうからな。

			「そうだな。ちゃんと綺き麗れいにして迎えてやろうか」

			「はい」

			「です」

			　食べ終わったスイカの皮を皿に置いて、周りを見回す。

			「ということで、墓参りすることになったが、皆はどうする？」

			「んー。私は仕事がひと段落してますんで大丈夫ですよ？」

			「私も大丈夫です」

			「僕もオッケー」

			「リエル、書類残ってるよ？」

			「え、あと少しだしいいじゃん。あとでちゃんとやるから」

			　そんなこんなで、皆で墓参りに来た。

			「ここに、この子たちのお母さんとお父さんが眠っているのですね」

			「うん」

			「そうです」

			　シェーラとアスリン、フィーリアが足元に多くの動物を従えてお墓を見つめている。

			　シェーラはデリーユの来た頃にいなかったので、詳しくは知らないが、アスリンやフィーリアと仲良しなので、ある程度事情を聞いているようだ。

			　掃除はすでに終えて、あとは墓に参るだけだ。

			　ちなみに、ルルアやエルジュは亡くなった子供たちのお墓へ、リエルやトーリはこの前の戦闘で亡くなった魔物たちのお墓へ。

			　皆、思い思いにお参りしていた。

			　このダンジョンの共同墓地は、人間も魔物も動物も関係ない。

			　家族であるなら、大事な人や動物、魔物であるなら、同じ墓地で弔とむらわれる。

			　そもそも、ここが共同墓地になったのは、アスリンとフィーリアが動物たちを埋葬したのが始まりだ。

			「デリーユ、大丈夫か？」

			「……ああ」

			　デリーユとしては、なるべくなら、この場所に足を運びたくはなかったのであろう。

			「なんじゃろうな。妾わらわが参ってもいいのだろうか、とな……」

			「きゅー」

			「きゅきゅ」

			　そんな戸惑うデリーユの足元に、墓地で眠る動物の子供たちが寄ってくる。

			「なんじゃ、お主ら？」

			「きゅー」

			「きゅ」

			　デリーユの靴くつを咬かんで、お墓側に引っ張っていこうとしている。

			「デリーユお姉ちゃん。一緒にお参りするって言ってます」

			「ですです!!」

			「いいのか？」

			「「きゅー!!」」

			　子供たちに背を押され、墓前でそっと冥福を祈るデリーユ。

			「デリーユ様も、もう少しご自身を許してあげられるといいのですが」

			「そうもいかないわよ。敵の兵士ならいざしらず、あんな可愛かわいい生き物を殺あやめたんだから。ま、もっともそれだけじゃないでしょうね。今までのことをきっと思い出しているんだわ」

			　シェーラとセラリアが、なかなか墓前から立ち上がろうとしないデリーユを見てつぶやく。

			「あなた、デリーユをお願い」

			「そうですね。あんなデリーユ様は心配です。どうかよろしくお願いします」

			「えーと、なんで俺？」

			「あら、無ぶ粋すいね」

			「そうですよ。慰なぐさめられるのはユキさんしかいません。いっぱい愛してあげてください」

			　そう言い残して、２人はそさくさと墓地から離れていった。

			　他の皆もデリーユの様子を見ると、俺に視線を送ってはそのまま帰っていく。

			　おいおい、理解ありすぎだろ、嫁さんズ。

			「お兄ちゃん」

			「兄様」

			「ユキ」

			　ちびっこ組も「さっさと行け」と言わんばかりの目を向けてくる。

			　えー、こんな空気で、どう声かければいいんだよ。

			「やあ、僕アンパンマ○」

			　なんてのは通じねえだろうからな。

			「デリーユ」

			　なんとか声をかける。

			　俺としては、気が済むまでほっとけばいいと思うんだが……。

			　他の皆が行けって感じだしな。

			「ぐずっ……なんじゃ」

			　振り返りもせずにデリーユが答える。

			　あーあー、こりゃ泣いてるな。

			　仕方ない。これは無理やりいかないと、こっち向いてくれないな。

			「うひゃっ!?」

			　肩を思いっきり引っ張って振り向かせると、顔をしっかりと両手で包み込む。

			「あんまり気にするなってのは無理な話だよな。でも、デリーユにはそんな顔をして欲しくないってのがあってだな」

			　うん、カッコイイことはすらすら出てきません。

			　体が痒かゆくなってきます。

			「……もうちょっと、かっこよくできんのか」

			「すまん」

			「……はぁ」

			　デリーユはそのまま俺の胸に顔をこすりつけて、息をスーハーしている。

			　墓掃除したから汗かいてると思うぞ。夏場だし。

			「うむ。ユキの香りで気分がよくなったわ」

			「よし、それじゃ帰るか」

			　そう言ってデリーユをお姫様抱っこする。

			「ちょっ、ユキ!?」

			「よし、誰が一番早く帰れるか競走だ!!」

			「「はーい!!」」

			「……うらやましいけど……仕方ないか」

			　そうやって、家路を急ぐのであった。

			『『きゅー』』

			　そんな鳴き声が墓地で響いていた。

		

	
		
			落とし穴15掘　お盆　後編

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			　怖いわ……おトイレにいけないわ。

			　でも、これ以上我慢するとお漏もらししちゃうわ……。

			　ああ、ユキにトイレについてきてなんて言ったら、幻滅されちゃうかも。

			　でも、お漏らししても幻滅されちゃう。

			　だってだって、妻がお漏らししたなんて、どう考えても人様には言えないでしょう？

			　別の意味のお漏らしなら喜んでするんだけど、今は違うの。

			　ただ怖いだけ。怖いせいでトイレにすらいけない女の子。

			「ううっ、ユキがあんなもの見せるから……」

			　横で気持ちよさそうに寝ているユキを見て、今日起こったことを思い出す。

			　

			「ねえ、そういえば他に映画だっけ、ないの？」

			　私は墓地から帰ってきてからのんびり寛くつろいでいたユキにそう言った。

			「ん？　どうした？」

			「他にもあったら見たいわ」

			　そう言ってユキに飛びつく。

			　ユキは嫌がらずに、そのまま私がバランスを崩さないように支えてくれる。

			　うん、とっても素敵よ。

			「おや、面白そうですね。ラビリスの言った通り、他にはないのですか？」

			「だねー。僕もあるなら見てみたいよ」

			　ラッツとリエルも話を聞いていたのか、ユキに聞いてくる。

			「んー。いろいろあるんだが、どれを見せたものか……」

			「へぇ、そんなにいろいろあるものなの？」

			「相変わらず凄すさまじいですね」

			　セラリアとミリーも、こちらへ歩いてくる。

			　皆、やっぱり映画に興味あるみたい。

			「まあ、映像は映画だけじゃないんだが、ドラマなんて見始めたら今日１日じゃ無理だしな」

			　そんなことを言いながら、ユキ厳選の映画を見ることになった。

			　ちなみに、ユキが宴会場に大型テレビを設置してくれたので、皆でゆったり鑑賞会だ。

			　この前は小さいノートパソコン（？）を覗き見る形だったので、見にくいときもあったのだが、今日は問題なし。

			「いやー、面白かったですねぇ」

			「だねー、凄すごい迫力だったよ!!　あんな戦場で撮影して、よく無事だったよねー」

			「いや、戦争ものだが、あれ全員役者だからな……」

			「あら、凄いのね。私も本物の戦場かと思ったわ」

			　先ほどまで見てた映画は、ユキの世界の戦争を題材にした映画だった。

			　ちゃんと弓や盾を使って大規模な戦闘をしつつ、主人公が国のために単身、敵本陣に斬りこんで敵国を退けるという話だった。

			「……でも、あの最後はいや」

			　私はそう言ってユキにしがみ付く。

			「私も嫌です、お兄ちゃん」

			「兄様はあんなことしませんよね？」

			　アスリンとフィーリアもそう言って、心配そうにユキにしがみつく。

			　それは仕方のないこと。

			　さっきの映画の主人公は、敵本陣に斬りこんで大将を倒したが、雨のような矢に撃たれてそのまま死んでしまった。

			　最後は彼の偉業をたたえて、綺き麗れいな墓石が映るという内容だった。

			「いやいや、死ぬようなことはしねーよ。あんな死亡必至なのはやりたくないし。やると言えば……」

			「やらせぬよ。絶対にのう」

			「デリーユの言う通りね。貴方を何としても止めるわ」

			「あっはっはっは。首輪を付けてでも止めてみせます」

			　全員がそんな物騒なことを言って、ユキを睨にらんだわ。

			　当然ね。妻を置いて死ぬなんて許さないわ。

			「俺も、みんなを残して死にたくないからな。……と、そんな話じゃねえよ。ということで楽しめたか？」

			「……ええ、とても面白かったわ。でも、まねしてはダメよ？」

			「ですね。まねをしてはいけません」

			「です」

			「……いや、しねーから」

			　ちゃんと言い聞かせておかないと、ユキはこっそり無理するから。

			　と、そんな話から、映画を撮るにはって話になったわ。

			「これが、そのビデオカメラですか」

			「そうそう、そこを押して録画だ」

			「これですか？」

			「ああ」

			　ラッツが皆を代表してカメラを持って辺りを撮り、それをテレビに繋いで見る。

			「あー、私だ!!」

			「兄様、兄様!!　私が映ってます!!」

			「……本当に凄すごいわね」

			　アスリンとフィーリアは大興奮。

			　私も少なからず驚いた。

			「とまあ、こんな感じの映像を撮りながら、映画を作り上げていくわけだ」

			「なんとなく分かったわ。ふーん……」

			「あ、そうだ。お盆だし、あれ見るか」

			「「「あれ？」」」

			　その時、ユキのことを止めていればと後悔している。

			　そう、ユキが見せたもの、それは……。

			『……お分かりいただけただろうか？』

			「いたいたいたいたいあちあいたいちいあいたい……！？！？！？！」

			「落ち着いてください、デリーユ。そんなに怖いことじゃないでしょうに……」

			「え、ええ!?　エ、エリス怖くないの!?　幽霊だよ!?　マジで映ってるよ!?」

			　夏の心霊特集だった。

			　ビデオの特性を知った私たちは、そのあり得ない物が映りこむ状況に恐怖した。

			　そして、その異常性。

			　ゴーストやゾンビとは違う、心の底から恐怖を煽あおるようなその表情。

			「あ、は、はははは」

			「いや、シェーラ、怖いならキルエと一緒に部屋に戻っててもいいんだぞ？」

			「や、やめてください、旦那様!?　こ、この恐ろしいものを見せられたあとで、２人でへ、部屋に戻れと!?」

			　２人はガタガタ震えながらお互い抱きしめあっている。

			　怖い、怖いのよ!!

			「……やりすぎた。ラッツとかはどうだ？」

			「んー、いや怖いですけど。そこまでではないですね。お兄さんが言っての通り、偽物も多いでしょうし。でも、本物だとして、どういう目的で出てきてるのかを考えますとね……怖いなんて言って拒絶はできませんよ」

			「……そうね。弟も、ビデオカメラで撮っていたら出てきてくれるかしら？」

			　ラッツの言いたいことは分かる。ミリーも弟を亡くしてるから、どんな形でもいいから会いたいという気持ちなのね。

			　でも、怖いのよ!!

			　何あの瞬間移動!!　あり得ない角度での侵入!!　首だけ!!　手だけ!!

			　いや―――!!

			　

			　そして、現在。

			「も、もう限界……だわ」

			　決壊する……女として、ダメになる。

			　その前に意を決してトイレへ立ち上がろうとしたら、体が止まった。

			「えっ？」

			　初めは状況が理解できなかった。

			　自分の体が動かないなんて。

			　でも、徐々になぜ動かないのかが分かってくる。

			　足だ、足がナニカに掴まれている。

			「ひっ!?」

			　私が声を上げても、ユキもアスリンもフィーリアも起きてくれない!?

			「うおぉおぉおぉ」

			　そして足を掴む力が増して、布団の奥から何かが出てくる。

			　その暗い闇やみの中から……首が……。

			「いやあぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあ！！！」

			　結果、私は漏もらした。

			　私の足を握っていたのは、怖くてこっちに潜り込んできたデリーユだった。
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			「……私のこと、嫌いにならない？」

			「ん？　大丈夫。ほら行くぞ」

			　次の日、彼の体に触れるのも恐ろしかった。

			　私は幻滅されるのか、お子様だと思われるのか……。

			　でも、ユキは変わらなかった。

			　暖かいその腕で私を包み込んで、ほほ笑んでくれた。

			「……でも、昨日のことは内緒よ？」

			「分かってる」

			　お漏らしの件は、ユキがお水をこぼしたということで話がまとまっている。

			　私の痴態を知っているのはユキだけ。

			　デリーユは、そのまま寝ぼけていたし。

			　彼女には、あとで復讐してやる。

		

	
		
			第１０２掘　盾姫

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　結局、ダンジョンの細かい話は後日となり、いったん城に引き返すことになった。

			　ちなみに、ダンジョンの制御は返還していない。

			　ライエ君を指定保護し、あのダンジョンの制御権限を与えることにした。

			　なぜかというと、ダンジョンの制御を奪い返すのには、２倍のＤＰが必要となるからだ。しかも、土地のＤＰ代だけでなく、トラップや中にいる魔物、施設の設備などなどすべてをひっくるめて２倍である。

			　そして、ライエ君は２倍の額のＤＰを持ってはいなかった。

			　返還したくても返せない状態になったので、代官としてラビリスみたいな役回りになってもらったというわけだ。

			　まあ、俺のダンジョンにある小ダンジョンと遜色ないから、ラッツたちと同じなんだが……。

			　護ご衛えいにデリーユがいるし、俺たちのダンジョンとも繋がっているので心配はない。

			　勇者でも来れば分からんが。

			　と、そういうことがあって、ガルツの王城に戻ってきたのだ。

			　だが、まだダンジョンをどこに設置するのか会議が紛ふん糾きゆうしており、数日はかかりそうだ。

			　その間の暇ひまをどうやってつぶそうかというのが、当面の課題だったのだが……。

			「おおっ、セラリア戻ったか。暇をしているなら、また手合わせしないか？」

			　そう声をかけてきたのは、ローエル王女だ。

			「そうねぇ。一昨日はあれだったしね。いいでしょう」

			「うむ。今度は、不覚をとらないぞ」

			　バトル大好きお姫様２人は、さっそく訓練場へと向かっていく。

			「俺たちはどうしようか？」

			「いや、私やカヤはともかく、お兄さんはついて行かないと……」

			　ラッツがそう言って、俺に行ってこいと言う。

			　えー、それじゃあ俺が退屈じゃん。

			「あら、あなたも一緒よ？　そうじゃないと、今晩酷ひどいから」

			　通路からひょこっと顔だけをこちらに覗かせ、そう言うセラリア。

			「酷いって？」

			「そうね……酒池肉林でもしてもらおうかしら？　私も含めて妻全員でどうかしら？」

			「マジですか、セラリア!!」

			「本当ですか、セラリア様!!」

			　ラッツとシェーラが大いに食いついている。

			　おいおい、俺の体は一つだから、そんなことしても皆が欲求不満になるだけでしょうに。

			「私はそれでもいいわよ？　仕事は１年ぐらいほっといても大丈夫でしょ。今までの成果を鑑かんがみれば」

			　そりゃ、３、４か月で人口０から１万人突破だしな。

			　どこから見ても十分だろうよ。

			「ですねー。最近忙しすぎますから、旅館に籠こもってお兄さんを好きな時に好きなだけ食べられるのは、素晴らしいと思います」

			「そうですね。ユキ様は、あまりそっちの方は積極的ではないみたいですし、一度そういう機会を作って、妻を日中に襲うぐらいはして欲しいですね。そのための訓練です」

			　うおーい、嫁さんたちはいろいろと間違ってるぞ。

			　そんなことして俺が堕落したらどうすんの？

			「それで、あなたが私たちの体に溺れてくれたら嬉しいんだけどね」

			「大丈夫ですよ。ちゃんと私たちがお兄さんを守ってあげます」

			「少しのあいだの休息ですね。堕落しても元に戻しますので、ご安心を」

			　あー、セラリアたちにとってもいいことではあるのか。

			　ルルアなんて、喜んで一日中裸で一緒にいそうだよ……。

			「おーい、やらないのか？」

			　ローエルがそう言ってセラリアを呼んだ。

			「ついて行くから、ローエルをボッチにしてやるなよ」

			「あら残念。ローエルのボッチぐらいで愛に爛ただれた日常が手に入ったのに」

			　セラリアがさほど残念じゃなさそうに肩をすくめて、ローエルが待つ訓練場へ入っていく。

			「で、皆はどうするんだ？」

			「申し訳ないですが、シャール様と輸出品物の選定と価格を決める予定なんですよ」

			「私はユキ様と一緒にいますわ」

			「……私はラッツの護ご衛えいということで」

			　そんな感じで、皆バラバラに分かれて行く。

			　ナールジアさんは現在、ガルツ王都の有名鍛か冶じ場で暴れているらしい。

			　俺の所の知識と昔からの妖精族の知識を合わせ、さらにガルツの鍛冶を学び、そこから思いついたものを作っているらしい。

			　オーパーツレベルの物ができないことを祈る。

			『ふ、フフフふ……あーはっはっは!!　おおっ、湧わきあがりますよ。想像力が、イメージが!!　これは、もの凄すごいものが作れる予感が!!』

			　うん、何としてもできた物は封印しよう。

			　チートクラスの武器か防具ができるのが確定している気がして仕方がない。

			　そんなことを考えていると、セラリアとローエルが試合を始めていた。

			　審判役はクアルだ。

			　ガアァン!!

			　金属音が周囲に響く。

			「ぐっ!?　なぜだ、しっかり当たってしまった!?」

			　ローエルはセラリアの斬撃を盾で受け止めたのに、なぜか驚いた表情をしている。

			「お生あい憎にくさま。この前の手合わせが本気じゃないのよ」

			　セラリアが、さっとローエルの間合いから飛びのく。

			「それは、こっちだって一緒だ!!」

			　引いたセラリアに、ローエルが盾を構えながら突っ込む。

			「まったく厄やつ介かいね、その突進!!」

			　セラリアはそう言いつつも、そのシールドタックルを回避する。

			　レベルに物を言わせた回避だな。

			「ほう、これを躱かわすか。前なら、お互い一撃ずつもらうタイミングなのだがな」

			　ローエルは驚きつつも、しっかりと盾を構えて隙を窺うかがう。

			　なるほど、さっきのタックルは盾の面積と重量をそのまま相手に当てる技か。

			　かといって、ローエルの剣の範囲から確実に脱出しなければ、追撃の剣にやられる。

			　つまり、回避するなら追従してくる盾のタックルを躱かわしたうえで、その隙にくる剣の範囲からも逃げないといけない。

			　これは同レベル同士なら、ほぼ回避不能だ。

			　極端に相手より素早さが上でないと、攻撃範囲から逃れられない。

			　だから、昔のセラリアは相打ち覚悟で回避せず攻撃してたわけか。

			　そして、またセラリアが剣を振るうが……。

			　スッ。

			　ほぼ無音。

			　ローエルの盾に阻まれたのに、音もなく捌さばかれる。

			「っつ!?」

			　セラリアはすぐに飛びのく。

			　その場には剣が振り下ろされている。

			「これも躱すか。昔以上に素早さが上がってるな」

			「それはこっちのセリフよ。アレを簡単に見極めないで欲しいわね」

			「それを言わないでくれ。私にはコレしかないのだからな」

			　そう言って盾を揺らす。

			　おいおい、レベルがいくつあるかは知らないが、セラリアの方が上のはずだ。

			　それを、盾と直感だけで完全に防ぐってスゲーな、おい。

			「驚かれましたか？」

			「ああ」

			　シェーラがそう声をかけてくる。

			　いや、まさかこんなにいい勝負をするとは思わなかった。

			　レベル差で、セラリアの圧勝だと思っていたんだが。

			「ふふっ、大丈夫ですよ。あんなことができるのはローエルお姉様だけです。しかし、あれが本来の盾の使い方なのです。相手の攻撃を受けるのでなく受け流す。それは相手の動きや癖を知って、なおかつ卓たく越えつした才能が必要です」

			「そうだな」

			「私たちガルツは、仲間を守ることを第一に置いております。仲間を守れば死なずに済む。そして、仲間が助けてくれる。そのための盾なのです。少しでも長く仲間を守るために、受けるのではなく受け流すことに特化しているのです。あそこまでできるのはお姉様だけですが」

			　ローエルは圧倒的にレベル差があるのに、それを危なげなく捌いている。

			　これは凄すごいな。

			「相変わらず一対一だとめっぽう厄やつ介かいね、その盾は……」

			「そう簡単には抜かせんよ」

			　しかし、少しずつ差が出てきた。

			　体力だ。

			　レベルの差が出てきた。

			　格上相手をあれだけ捌さばいていれば、体力的にも精神的にも疲労は激しい。

			「ふうっ……これ以上はダメだな。セラリア、すまんが、最後の一撃に付き合ってくれ」

			「……相変わらず勝ち負けにこだわらないわね。いいわ……」

			　ローエルが自分の負けを認め、最後の一撃を申し出る。

			　セラリアも分かっていたのか、それを承しよう諾だくして腰の刀に手をかけた。

			「おい、セラリア!!」

			　さすがにその刀は不ま味ずい。

			　盾ごとバッサリいくぞ。

			「ユキだったな。構わんよ。私が望んだことだ。何、なんとかなるさ」

			　ローエルが盾を構えてセラリアに集中する。

			　セラリアも俺に答えることなく、そのまま居合の構えをとった。

			「こい!!」

			「ええ!!」

			　なんだよ、このジャン○ノリな展開は……。

			　そして、２人がぶつかりあった。

			　一瞬で勝負は決した。

			　ローエルの盾が真っ二つになった。

			　そう、そもそも受け流すものではないのだ。

			　あの刀とセラリアの技量があれば、盾は意味をなさない。

			「……まったく、そんなのが奥の手とはな」

			「あら？　奥の手はそう簡単に見せないわよ。ローエルだって、あの盾を持ってきてないでしょう？」

			「それは、あれは国宝の盾だからな。有事の際しか使わんさ。しかし、この盾もそれなりだったんだがなー」

			「私のこの剣もそれなりなだけよ」

			「それでそれなりか。随分差をつけられたな」

			　そんな話をしながら、２人は笑顔を見せている。

			　うわー、俺より主人公気質じゃね？

			　そんなことを考えていると、シェーラが口を挟はさんだ。

			「お姉様たち、お見事な試合でした。周りの兵士たちも驚きで声も出ないようです」

			　そう言って前に進み出た。

			　確かに、見学していた兵士たちはシェーラの声で我に返ったのか、やっと拍手し始めた。

			「……ですが、お姉様。その盾は特注だったはずです。試合はお見事でしたが、備品を壊すのはいただけません。自費で修理してくださいね。いえ、その状態だと買い直しですね」

			「ええっ!?」

			　ああ、シェーラ。

			　結構というか、かなりしっかりしてるよな。

			　当分、ローエルの給料はなさそうだな。

			　南無。

		

	
		
			第１０３掘　ウィード

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			『さあ、ダンジョンにお住まいの皆さま方。ついに、この日がやってまいりました』

			　現在、ダンジョン全域に放送が流れている。

			　どこかのマッドサイエンティストとユキが結託して、魔法で拡声器の再現をしたらしい。

			　いつぞやの自称四天王は、こんな風に最近は活躍しているようだ。

			　でか乳の方は、農業を普通にしている。

			　その乳、しぼってやろうかしら？

			　と、変な方向に意識が向いたけど、あれからガルツのダンジョン設置は滞とどこおりなく進んだ。

			　物流も流れ始め、ダンジョンの経済は今までに類を見ないほど活性化している。

			　そして、リテアからの難民も、最後の集団が来てから３か月余りが経った。

			　私たちがダンジョンに戻ってきてから１か月が経ち、難民の人たちが慣れて来た頃、ついにこのダンジョンが本当の意味で産声を上げる日が来たのだ。

			　この日のために、ガルツの王族、リテアの重鎮……身内のロシュール一派。

			　三国をここに集めることに成功した。

			『本日、このダンジョンの領主であるセラリア様のご意向、いえ、今は亡きエルジュ様のご遺志を形にする日が来ました。お仕事でお忙しい方もいらっしゃると思いますが、どうかこの放送を聞いていてください』

			「ほー、この放送とかいったか。素晴らしいな」

			「そうですね。リテアにも是非欲しいです」

			「なんじゃ、ロシュール王は知らんかったのか？」

			「しゃーないだろう。娘になー……」

			「なんだ、まだ嫌われとるのか」

			「……うーん、歳も近いですし、私が何とか言ってみましょうか？」

			「おおっ、ありがたい!!　最近、なおのことセラリアが厳しくてのう」

			「お前のそうした態度が悪いと思うのだがな。娘はいろいろあるから、下手にしつこくしても嫌われるぞ？」

			　ガルツ王が正解に近いわね。

			　アルシュテールは、あとで折せつ檻かん。

			　クソ親父はスルー。

			　と、こんな風に三国のトップは、庁舎の中で書類を確認し、茶を飲み、お菓子を食べながらのんびりしている。

			「そっちはどうかしら？」

			「こっちも大変ですよ、アーリア様」

			「でも、こうやって話せるなんてね」

			「そうですね」

			　アーリア姉さまとガルツのティーク王子、シャール王女は仲良く歓かん談だん……。

			「で、あの件はこの額で……」

			「もうちょっと、どうにかなりませんか？」

			「ええ、こっちもあそこを譲歩してますし」

			　あ、こっちは戦争してるわ。

			　どっちも跡継ぎだし、こういうところで慣らしてるのかしら？

			『改めまして、この放送は商店代表のラッツと、庁舎会計のエリスでお送りします』

			　最初は新人にやってもらおうと思ってたんだけど、さすがに放送の技術は凄すごすぎて、新人だと慣れるまでに時間がかかるから、私たちの誰かがということになったの。

			　で、決まったのが、この２人。

			　うん、完全に適材適所だと思うわ。

			　２人は現在、目の前の放送室で台本を読みながら喋しやべっている。

			　夫は横でサポート。

			　……不満ではあるけど、私が放送しろって言われてもアレだから我慢しましょう。

			『さて、改めまして。本日、このダンジョンの町の名前が決定いたします』

			『現在、このダンジョンに住んでいる１万２４２３人全員の投票を得られたところです。まずは、お忙しいなか投票に来ていただいたことを、感謝いたします』

			『今回、初めての投票ということで緊張したかもしれませんが、これからはどんどん投票の機会が増えていきます。私が今務めている商店代表ですが、これも１年後には任期が終わり、皆さんの中から代表を選んでいく形となります』

			『無論、いきなり全部を任せたら混乱すると思うので、私たちはサポートという形で残りますが、今後は自分たちで町を運営していく形になります。エルジュ様が願った、民による民のための政治です』

			　ちなみに、エルジュも変装してこの場にいるが、自分がやり玉に挙げられて悶もだえている。

			　仕方ないわよね。

			　自分が望んでいたことではあるけど、ユキが本来受けるはずの栄誉や名声を全部引き受けている状態だから。しかも、死んだ状態で。

			　もう悶えるしかないわよね。

			『ではでは、開票!!　といきたいのですが、ある方たちが来られています』

			『はい。皆さんもご存知かと思いますが、ロシュール、リテア、ガルツの三国の王、聖女様が現在、このダンジョンにいらしています』

			　グランドマスターもいるのだけど、さすがにこの場に並ぶのはおかしいので、のんびり傍そばで様子を見ている。

			『こちらのお三方より、名前の発表、及び、ある宣言をしていただきます。皆さま心してお聞きください』

			　夫が３人のトップに、コイコイと合図を送る。

			　うん、さすが。

			　大物が相手でも関係ないわね。

			　いや、この場で一番の大物は私の夫なんだけどね。

			　そして、３人の挨拶が終わった。

			『では、いよいよ発表です!!』

			　クソ親父に投票結果の紙が渡される。

			『では、発表する。得票数８３０１で「ウィード」！　これが、この町の名前だ!!』

			　発表されたとたん、周りが慌ただしくなる。

			　いや、歓声か。

			　だが、まだまだこれからが本番だ。

			『そして、このウィードの誕生を祝って……このウィードを、独立国家として認めることを宣言する!!』

			『リテアの聖女、アルシュテールがロシュール王の宣言を支持いたします!!』

			『ガルツが王、ロックステンもロシュール王を支持する!!』

			　独立宣言で辺りが静かになる。

			　どういうことだ？　と混乱しているのだろう。

			　さあ、クソ親父、夫があなたの支持向上のために、セリフを用意してあげたのだからちゃんと言いなさい。

			『皆の者!!　エルジュの願いを叶かなえるために……否!!　自らその道を切り開くために立ち上がったことを嬉しく思う!!　もはやこの町の民は、我の手から巣立っている。皆、自分の手でもっと良き町にしてくれ!!　セラリア、頼むぞ!!』

			『この国の暫ざん定てい国王のセラリアです。皆さんも知っての通り、私の玉座は皆さんあってのものです。これからも、皆で守っていきましょう。そして、より良き未来を!!　皆手を貸してください!!』

			「「「うぉぉおおぉおぉおお……」」」

			　ダンジョンが歓声で揺れている。

			『さあ、そういうことです。このダンジョン……ウィードは独立国家となりました……』

			『それを祝って、呑んで騒げ!!　あ、でもケンカとかダメですからね？　あと、商売人ども、稼ぎ時だ!!　ぬかるんじゃねーですよ!!』

			　

			『『祭りだ!!』』

			　

			　ＢＧＭが流れ始めて、放送は休憩となった。

			「うっし、みんな、お疲れさん」

			　そう言うユキの姿は、とっても嬉しそうだった。

			　貴方のその顔を見れただけで、私は満足かも。

			　さあ、屋台でも見て回ろうかしら。

		

	
		
			番外編　プロポーズは一生に一度でいいと思う

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　世の中、覚悟を決めてやらなければいけないことが、確かに存在する。

			　そこで引いては男が廃すたるとか、人としてどうかという場面である。

			　分かりやすい場面というのであれば……。

			「プロポーズねぇ……。どうしたもんか」

			　そう、結婚を申し込む。プロポーズ。

			　世間一般的に、いや、地球どころかこの世界アロウリトにおいても、稼ぎのメインである男から率先して言うのが普通となっている。

			　まあ、俺もそこは普通で安心した。

			　女性に養ってもらうことが普通とか、俺にはちょっと耐えられそうにない。

			　だが、だからといって、プロポーズが簡単にできるわけではない。

			　プロポーズ。それは人生にとって最大の博ばく打ち。

			　相手にノーと言われれば、それは大きな傷となる。

			　誰もが、すんなり言えるわけがない。

			　さらに俺の場合は……相手が複数人いるのだ。

			　正確には元奴ど隷れいメンバー９名、王女様３名、元聖女様１名、メイドさん１名の計14名。

			　……ど、どこの最低男だろうな。

			　いや、この世界ではハーレムＯＫですよ。

			　奴隷とか山ほど侍はべらせて、わいわいできますとも。

			　ですが、世の中、それを支える財力がいるわけでして、それをクリアしている俺ですが……。

			　なにせ、中身は一夫一妻が基本の21世紀の日本から突然来たわけでして、いざ、14人の皆様に、俺のハーレムになれや!!　という根性はないのです。

			　しかも、全員が俺にホレてるというわけでもないと思う。

			　じゃあ、その人たちはプロポーズしないでいいじゃないか？

			　と思うのだが、それは俺の勝手な判断だし、このダンジョン街を作るために最初から、強制的に協力させてきたのだ。

			　脅おどしもした。そういう意味で彼女たちは、俺の手から離れてもおびえて暮らさなければいけないし、すでに、代表として動いているので、俺の元から離れれば、他国の工作などで問題が起きた場合、対処が遅れる。

			　……彼女たちの人生を狂わせたのは間違いがない。

			　だから、彼女たちを守るためにも、一度はプロポーズしてみようと思ったのだ。

			　用済みだからポイというのは、さすがに今まで一緒にやってきて情もあるからできない。

			　……俺としては美人さんたちばかりだし、そっちの意味でも大事にできると思う。

			「思う、ねえ……。はぁ、それが問題なんだよな……」

			　１人、そうつぶやく。

			　そう、いろいろ悩んではいるが、一番の問題はそこだ。この結婚、セラリアやルルア、シェーラなどは政治的絡みの問題でせざるを得ないのだが、他のみんなに対して一番大事な「愛」があるのかと言われると、そう言い切れない部分もあるのだ。

			　巻き込んだ責任を取って結婚を申し込むような形だ。

			　これが愛なのかと問われると、俺は愛がよく分からん。

			　いや、相手の気持ちの方もラッツやミリーとかは、分かりやすい好意を向けてくれるから、これは好きであり愛なのかねーと思うが、トーリやリエルは友達感覚だし、カヤを嫁にもらうのは村の遺言みたいなもんだしな……。

			　エリスは聡さといから俺の結婚の意図は分かってるだろうし、ラビリスはいいとして、アスリンとフィーリアはなぁ……。

			　犯罪じゃね？

			　と、非常に悩ましい事態である。

			　あ、魔王様は同じ不老同士だから、たぶんＯＫだと思う。

			「……何をうんうん悩んでいるのかと思えば、そんなことを」

			「あれ？　ラビリス」

			　気が付けばラビリスが俺の肩に手を置いている。

			　ということは、考えてることを読まれたか。

			「ええ」

			「そうか」

			　となると、もうラビリスに相談した方がいいだろう。

			　告白するのも遅らせるわけにはいかない。

			　ルナの「子供できるわよ」宣言で、セラリアたちはやる気だし、その前にちゃんとけじめをつけなければいけない。

			　体の関係が先でというのもありだろうが、俺としてはそれは避けたい。

			　異世界に来たからこそ、俺が通すべしと思った筋は通さないと、きっといつかネジが外れる。

			「ということで、皆にはちゃんと結婚してくれって言おうと思うけど、それが愛なのかとか、皆がいやいやだったらとか、拒否されないかとかで怖い」

			「……そうねえ。心の中では、私やラッツ、ミリーに関しては問題なくプロポーズできそうな意気込みね」

			「おう。ラビリスやラッツ、ミリーは素直に好きと言ってくれてるしな。表現も分かりやすい。だから、俺も素直に愛している、俺と結婚してくださいって言える」

			　俺がそう言い切ると、ラビリスの顔が真っ赤になる。

			「……不意打ちね。もの凄すごく嬉しいわ。今から皆を差し置いてやりたいぐらい。でも、他のみんなはまだだし我慢するわ。あ、正規ではないから、あとでもう１回言ってよね？」

			「……？　ああ、そうか分かった。後でちゃんと言う。で、そこはいいんだよ」

			「そうね。ほかの皆は、ユキから見れば少し分かりづらいかもね。こればっかりはユキが悪いとは言えないわ」

			「その感じだと、ラビリスは、ほかの皆がどう思ってるのか分かるのか？」

			「……ええ、もちろん。そうね、友達って感じに思っているトーリとリエルは、問題なくユキのことが好きよ。でも、ユキの感覚も間違ってはいないわ。友達でありたいのと、恋人、妻になりたいという気持ちがせめぎ合っている。下手にプロポーズすれば壊れかねないし」

			「そっか。なら、それを聞いた俺がちゃんと言うべきだな」

			「……そうしてくれると嬉しいわ。断られたら、私がちゃんと慰なぐさめてあげる。というか、うんと言うまで何度もアタックしなさい。２人とも悩んでいるだけだから」

			「分かった。で、カヤとエリスはどう思う？」

			「……カヤもエリスも理性的だから、そういうのは隠すわよね。ま、カヤは村でのわだかまりは弔とむらいが終わって済んでいるし、受け入れてくれるわ。エリスは……多分、私がぶった時に覚悟を決めてるから問題ないわ。ま、どちらとも誠意をもって申し込むことね。下手に茶化したりはよくないわ」

			　さすがにプロポーズで茶化す勇気はないが、注意しておこう。

			　冗談で済ます流れはダメだということだ。

			　ちゃんと、誠心誠意気持ちを伝えるという覚悟がいる。

			　……くっそ、胃が痛い。

			　今からこれだ、本番ちゃんと言えるのか？

			「……で、どの順番でプロポーズするつもりなのかしら？　その順番によっては不満ができるし、ちゃんと問題のない順番を考えてやらないと……」

			「ハイ？」

			　順番？　ああ、確かに、プロポーズする相手が複数いるから順番がいる。

			　……あれ？　ど、どうすれば角が立たなくて済むんだ？

			「……普段のユキなら考え付きそうだけど、まあ、それだけ私たちに真剣に悩んでいるということね」

			「どうすればいい？　俺としては、順番なんて関係なく、皆、同じがいいんだが……」

			「……そうね。順番が気にならなくなるほどのプロポーズをすればいいと思うわ」

			「どういうプロポーズですか？　全然分からねえ」

			　女心とか知らないし、分かるわけない。

			「……私もそれは分からないわ。だから、一度練習ってことで、私を皆に見立てて言ってみたらどうかしら？　多少は判断できると思うわ」

			「なるほどな。確かに、ぶっつけ本番だと問題があるな。練習することは間違いじゃない」

			「……じゃ、まずは……そうね。奴ど隷れいの時に初めて挨拶した順でいきましょう」

			「えっと、誰が最初に挨拶したっけ？」

			「エリスよ。ユキにとっては流れの一つだったけど、私たちにとってはあの時は、すべてが変わって新しいことが始まったときだからよく覚えているわ」

			「そうか……」

			　確かに、彼女たちにとってはあの時が、このダンジョンと俺に関わることになった始まりだ。

			　順番は結構あやふやだけど、皆との受け答えはよく覚えている。

			　俺にとっても、奴隷なんてデリケートな存在を受け入れた瞬間だからな。

			　あ、前に来た、奴隷姫たちはノーカウント。

			「さ、私をエリスだと思って」

			「分かった。ふぅ……」

			　なんで練習なのに、ここまでつらいのかね……。

			　本番は俺、死ぬんじゃね？

			　だが、やらねばならぬ。

			　それから頑張って全員分の告白の練習をしたが、気が付けば、時計はすでに晩ご飯の時間を過ぎていた。

			　これはまずい。

			　そう思って、ラビリスへ言葉を告げることなく、部屋を飛び出そうと扉を開けると……。

			「うそっ!?」

			「ちょ、ちょっと!?」

			「ま、待って、お、押さないで!?」

			　ドドド……。

			　そんな音を立てて、皆が部屋に転がり込んできた。

			　……はい？

			「まさか……」

			　俺は首をブリキのようにギギギとひねってラビリスを見る。

			「……ばれちゃったか。でも、許してね。あのままユキが個人個人に告白していくと、段々慣れそうで怖かったから。初々しい状態を見せたかったのよ」

			　そう言って、ラビリスはオープン状態になってるコール画面を見せる。

			　音声モードだけで、ダダ漏もれだったわけか!?

			　なんて古典的な。盗聴とか考えろよ、俺!!

			　そんな風に自己嫌悪に陥おちいっていると、皆がにやにやして部屋の中に入ってくる。

			「ふふ……。ユキの本音が聞けて非常に嬉しいわ!!　ねえ、みんな？」

			　セラリアの言葉に全員が満面の笑みで頷く。

			　ああっー!?　どんな拷ごう問もんだよ!!

			「ユキさん。私は喜んであなたの妻となります。これからも末永くよろしくお願いします」

			　そう言うのはエリス。

			「私も不ふ束つつか者ものですが、よろしくお願いします!!」

			「ぼ、僕もよろしくお願いします!!　ちゃんと赤ちゃん生みます!!」

			　トーリとリエルもそう言って頭を下げる。

			「……私もユキが好き。問題ない。合格」

			　カヤも嬉しそうに言う。

			「ま、私は今さらですが、お兄さん。幸せな家庭を作りましょうとも!!」

			「私も今さらですけど、ユキさんを絶対幸せにして見せます!!」

			　ラッツとミリーもそう言ってくれる。

			「お兄ちゃんのお嫁さんだー。やったー!!」

			「やったのです!!　やったのです―――!!」

			「……よかったわね、２人とも。私も喜んで、受け入れるわ」

			　アスリンとフィーリア、ラビリスも嬉しそうだ。

			「無論、断る理由などない。妾わらわも喜んでユキを支えるぞ」

			　デリーユは自信満々だな。

			「出会ったばかりのユキさんにそこまで思われて、非常に嬉しく思います!!」

			「はい。私などにも、あのような熱い言葉を送っていただき、非常に嬉しく思います」

			　シェーラとキルエもまんざらではないらしい。

			　政略結婚だから心配だったが、喜んでくれるなら嬉しい。

			「旦那様。あの言葉、私は一生忘れません。私たちを思うあまり、言葉を何度も詰まらせ、どれだけ大事に愛してくれたのかを必死に伝えたあの姿を……。もちろん、喜んで申し出は受けさせてもらいます」

			　ルルアは感極まって泣いている。

			「じゃ、最後は私ね。もちろん、断る理由はないわ。でも、正直、私のことは疎うとましいんじゃないかと思っていたけど……」

			「そりゃねーよ。あそこまで言って、気持ちも、態度も見せてくれたセラリアを嫌いになるか。好きだよ」

			　俺がそう言うと、セラリアはポロポロと涙をこぼす。

			「うん。ありがとう。私を受け入れてくれて……。大好きよ」

			　……あーもう。

			　なんか違う。

			　違うぞ。

			　俺のイメージは……ええい、言ってやろうじゃないか!!

			　ここで引いては男が廃すたる!!

			　ということで、バッと綺き麗れいに姿勢を正して……。

			「みんな。俺と結婚してください!!　絶対幸せにします!!」

			「「「はい!!　喜んで!!」」」

			　そうそう、こういう感じ。

			　あ、でも、結婚式はまだだよな。

			　ちゃんと、正式に挙げないとまずい王族のメンバーもいるし……。

			　よし、決めた。

			　今度は、逆に驚かせてやる。

			　俺はそう心に誓って、結婚式の準備をひっそり進めるのだった。

			　

			〈『必勝ダンジョン運営方法』⑤へ続く〉

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			はい。ついに四巻。季節はそろそろ雨が降って暑くなる季節。今年は海に行けるかな？　あ、暑いからってお腹出して寝ると風邪ひくぜ。（二〇一六年六月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一六年六月現在）
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